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			ぼっちがハーレムギルドを創るまで①

			愛澤魅魂

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・藤原　新

		

	
		
			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			プロローグ

			　

			第一章

			　

			第二章

			　

			第三章

			　

			第四章

			　

			エピローグ

			　

			番外編　最後の希望

		

	
		
			　

			プロローグ

			　

			「こんだけやってもまだ開眼しねぇのか、テメェの〝神(じん)通(つう)力(りき)〟は」

			　ボロ雑(ぞう)巾(きん)のように痛めつけられ、力なく地面に崩れ落ちる。その俺の顔を、フェミナは厚底ブーツで容(よう)赦(しや)なく踏み付けた。耐え難いほどの屈(くつ)辱(じよく)。だが、今の俺には、それを払い除ける気力すら残っていない。

			　――授業開始からおよそ三時間。ボロボロになった俺とは対照的に、ババァの体には傷一つついちゃいなかった。

			　年齢を考えろと言いたくなる、フリフリした黒のゴシックドレス。そこから伸びるしなやかな肢体と、眩(まばゆ)い艶(つや)を放つ金の髪。見た目はどう考えても十歳程度にしか見えないそいつを、ぐっと睨(にら)み付ける。

			「うるせぇよ……！　俺には〝神(じん)通(つう)力(りき)〟なんざねぇって、最初っから言ってんだろうが」

			「あぁん？　何度も言わすなガキ。一般人か保有者かの違いなんて、あたしが見りゃすぐに分かる。お前のはまだ眠ってるだけだ」

			「なわけあるかよババァ。……大体テメェなぁ、少しは恥じらえ。パンツ丸見えだぞ！」

			　スカートの中に堂々と浮かぶ、赤いＴバック。幼い容姿に反してなんつーもんを穿(は)いてやがんだか。

			　しかし、フェミナはそれを隠すどころか、不敵に笑ってみせる。

			「ひゃひゃひゃ。どーだ、嬉しいだろう？　あたしなりのアメだ、もっと喜べ」

			「ババァの下着見たって何も感じやしねぇよ。もっとピチピチのお姉さんじゃなきゃな」

			「あぁん？　あたしは永遠の十歳だぞ。そこらのガキはたった数十年で使い物にならなくなるが、あたしは違う。色気の永久機関だ」

			「……Ａカップがよく言うぜ。ムグッ!?」

			　呟(つぶや)いた直後、視界が真っ暗に染まる。それと同時に鼻(び)孔(こう)をくすぐる甘い香り。俺の顔面は、フェミナのスカートに包まれた。

			「Ａ寄りのＢだって何度言えば覚えるんだ、あぁん？」

			　そのまま馬乗りになり、小さな両手で首を絞めてくる。

			「ぐ、もがっ……！　死ぬ、死ぬぅぅ……！」

			　本気で洒落(しやれ)にならない。

			　酸素を求めて喘ぐほどに、フェミナの匂いが強さを増す。撥(は)ね除けようにもそんな力は残ってなく、徐々に意識が薄れていく。

			　――ロリババァのスカートに包まれて死ぬって、そんなふざけた死因があって堪(たま)るか。

			　しかし、俺が地面を何度もタップアウトしていた、その時。

			　突(とつ)如(じよ)として、耳をつんざくサイレンが学園中に鳴り響いた。

			　あまりに突然の出来事に、俺とフェミナは同時に体を震わせる。

			「あぁん？　何だ、この警報は。あたしは何も聞いてねぇぞ」

			　互いの声がろくに聞こえないほどの音量。

			　緊急事態が起きた時にしか鳴らないはずの代物だ。流石(さすが)のフェミナもこれを無視することはできないのか、俺を解放して立ち上がる。

			　そして怪(け)訝(げん)な表情で、校舎を見上げた。

			「げほっ、げほっ。はぁ……お前、ここにいていいのかよ……」

			　こいつはこんなでも、一応このアミックスハートの学園長を務めている。何か良からぬことが起こったのであれば、授業は一時中断すべきだろう。

			「さぁな。待ってりゃそのうち向こうから来るだろ。――ほら来た」

			「学園長～っ！　フェミナ学園長～～っ!!」

			　昇降口から、スーツを着たいかにもデスクワーク派の教師が駆けてくる。

			　かなり焦っている様子だ。全身に汗をかき、握り締めた書類はぐしゃぐしゃに丸まっている。そして俺たちの前までたどり着くと、膝(ひざ)に手をつき必死で呼吸を整え始めた。

			「はぁ、はぁ……！　良かった、すぐに見つかって！」

			「何だ。抜き打ちの迎(げい)撃(げき)訓練か？」

			「違います！　れっきとした本番です！　魔物の大軍が、我が校へ向けて侵攻中との報告が！」

			　それまで胡(う)散(さん)臭(くさ)そうな顔をしていたフェミナが、訝(いぶか)しげに眉(まゆ)をひそめる。

			「あぁん……？　〝国(こく)営(えい)騎(き)士(し)団(だん)〟はどうしたんだよ。何の報告も受けてねぇぞ」

			「そ、それが！　今日は国王の生(せい)誕(たん)祭(さい)で、団員のほとんどは王都に召集されている模様で！　対応にもたつきがあり、拠点が全く機能しなかったそうです！」

			「なんだそりゃ」

			　大きく息を吐き、額に手をやる。心底呆れている様子だ。

			「テメェの誕生日が、国の命日になったんじゃ世話ねぇな……。んで、魔物の種類と規模、到着までにかかる時間は？」

			「主力となっているのが五体の〝巨人(オーガ)〟、その取り巻きとして数百の〝魔狼(ガルム)〟が確認されています。おそらく〝魔狼(ガルム)〟の先頭は、十分後には学園東門に到達するかと……！」

			「何だ、その程度か。大軍とか言うから、てっきり万単位かと思ったじゃねぇか」

			「は……？」

			　俺と男性教師がハモる。何言ってやがんだこのババァ。数百匹の魔物の群れって、十分大軍じゃねぇか。しかしフェミナは全く脅(きよう)威(い)と感じていないのか、口に手を当て欠伸(あくび)をした。そして心底投げやりな口調で言う。

			「んじゃあブリュード。お前ちょっと行って殲(せん)滅(めつ)してこい」

			「はぁ!?」

			　何だそのちょっとパン買ってこい的なノリは。有り得ねぇ。どういう思考回路してやがんだこのババァ。

			　そう思ったのは男性職員も同じようだった。できるだけ低姿勢を保ちつつ、やんわりとフェミナを諭(さと)しにかかる。

			「が、学園長……。それは流石(さすが)に、無理があるかと。彼は優秀とは言え、まだ入学から一月しか経っておりませんし……」

			「違う。あたしの狂(きよう)戦(せん)士(し)科に入ってから、もう一月だ。これなら十分通用する」

			　冗談じゃない。俺は文字通り死ぬ気で反論する。

			「ふざけんなよババァ！　通用するしないの前に、俺は今テメェにやられてボロボロなんだぞ。こんな状態で戦うなんて、死にに行くのと同じじゃねぇか！」

			　しかしフェミナはそんな反(はん)駁(ばく)などものともせず、俺の胸倉を掴(つか)んで引き寄せた。

			「あぁん？　甘ったれたこと言ってんじゃねぇぞ、ガキ。今怪(け)我(が)してるから待てっつって、奴らは待ってくれんのか？　そんな話の分かる連中なら、あたしはこの学園を造っちゃいない。これは遊びじゃねぇ。殺し合いなんだ。分かったらグダグダ言ってねぇでさっさと行って来い！」

			「ぐっ！」

			　小さな膝(ひざ)で凄(すさ)まじい蹴(け)りを食らわせてくる。衝(しよう)撃(げき)で息が詰まった。胃液が逆流し、嘔(え)吐(ず)きながらその場に座り込む。

			「が、学園長！　冷静になって下さい！　失敗したら彼だけでなく、他の生徒たちにまで被害が及ぶのですよ!?」

			「……あぁん？」

			　どすの利(き)いた、低い声。同時にフェミナは身が凍(こお)るほどの殺気を発した。ズカズカと男性職員に詰め寄り、乱暴にネクタイを引っ張る。

			「テメェがブリュードの何を知ってんだよ。一度も指導したことねぇくせに、テキトーなこと言ってんじゃねぇ。こいつは強い。少なくとも、同期の中では頭一つ飛び抜けている」

			　そこで奴はふと何かを思いついたように、にやりと唇を歪(ゆが)ませた。

			「――だが、そこまで言うならいいだろう。後ろにいくらでも他の連中を控えさせておけ。そして見させろ。こいつの戦いを。こいつがどういう人間で、どういう力を秘めているのか。ぼっちだなんだと笑う連中に、思い知らせてやればいい」

			　言いながら、俺の首根っこを摘んで持ち上げる。悪戯(いたずら)を思いついた子供のような顔が、目の前にあった。

			「お前も吐いてねぇで、いい加減覚悟決めろ。もしこれを乗り切ったら〝孤独な螳螂(ロンリーマンテイス)〟のランクを一つ上げてやる。どうだ、少しはやる気が出るだろう？」

			「げほっ、げほっ……。ざけんな、死んだら元も子もねぇだろうが……！」

			「大丈夫だ、お前は死なない。もちろん三(さん)途(ず)の川までは追い込まれるだろう。だが向こう岸にたどり着く前には、必ず〝神(じん)通(つう)力(りき)〟が開眼する。仮にそうならなかったとしたら――お前はそれまでの人間だった、ってだけだ」

			　サイレンに混じって、獣(けもの)の遠吠えが聞こえてくる。一定のリズムで、大地が上下に揺れ動く。招かれざる客が接近しているのは明白だった。

			　その異変を察知して、生徒たちが窓から顔を出す。昇降口からは何人もの教師が飛び出し、四方八方に散って行った。

			「早くしろ。お前が死ぬまでは、あたしは迎(げい)撃(げき)命令を出さない。これは決して無(む)謀(ぼう)な判断じゃない。あたしはお前ならできると、そう確信している」

			「……もし死んだら、テメェを三途の川に引きずり込んでやるからな」

			「ひゃひゃひゃ。好きにしろ。四十九日くらいはあの世観光に付き合ってやる」

			「ほざけ、クソババァ」

			　

			　――後にこの事件は、ちょっとした伝説となった。

			　入学したばかりの、しかも異例の〝ぼっちギルド〟に所属する一年生が、たった一人で魔物の大軍を殲(せん)滅(めつ)させたと。

			　他の学生たちはその戦いを見、驚(きよう)愕(がく)と言うよりむしろ、恐れ戦いたという。

			　死に瀕(ひん)したことにより開眼した、特異なる〝神(じん)通(つう)力(りき)〟。

			　そして両手に持った二本の大鎌。それらを縦横無尽に振り回し、死神のように殺(さつ)戮(りく)を繰り返す。

			　気付けば俺は無数の肉塊の中心で血に塗れ、ひたすら嗤(わら)っていた。文字通り、狂ったように。

			　――それが学園内での孤立をさらに加速させる結果となったのは、言うまでもない。

		

	
		
			　

			第一章

			　

			　入学試験を突破した新入生たちが、目の前を通り過ぎて行く。学園商店街のメインストリート、その沿道に立ち並び、俺はそんな彼らの姿を眺めていた。

			　真新しい制服に身を包み、物珍しそうに視線を泳がせる。俺も一年前はあの集団の中にいたのかと思うと、何とも言えない感情に支配された。

			　――今日はアミックスハート高等ギルド学園、第十九期生の入学式。

			　後輩たちが入学してくる日だ。俺がフェミナのスパルタを乗り越え、この日にたどり着けたのは、ほぼ奇跡と言っても過言ではない。特に先日行われた進級試験。あれは本当に死んだ方がマシだった。

			　本来であれば今日は、新入生を迎えられる喜びに心躍らせる日だろう。現に俺の周りの上級生たちは、熱烈な歓声を彼らに送っている。

			　――だが俺は全く、そんな気にはなれなかった。なぜなら、今日一日に俺の学園ギルド存続の全てがかかっているからだった。

			「やべぇ、あの子超可愛いじゃん！　おいお前ら、絶対見失うんじゃねぇぞ！」

			「ねぇねぇ見てよあのイケメン、やばくなぁい？　めっちゃテンション上がるんだけどぉ！」

			　平均以上のルックスを備えた一年生が通るたび、そんな声がそこかしこから上がる。

			　無理もない。何を隠そう俺たち上級生は、これから一緒に暮らす新入生の品定めを行っているのだ。

			　戦闘教育機関アミックスハート独自の理念、通称〝学園ギルド制度〟。

			　うちの学生たちは学園ギルドと呼ばれる徒党を組み、各々ギルドハウスでの共同生活を送っている。そこに男女の垣(かき)根(ね)はなく、誰とどんな生活を送ろうが完全に自由。月の終わりの家賃さえ払えば、何のペナルティを科されることもない。

			　魔物と戦うには、まずはチームワークから。

			　これは学園長フェミナ・アミックスハートの言だ。生徒同士のコミュニケーション能力の向上とともに、強い仲間意識を植え付けることができる。さらに学園生活を送る上でありとあらゆる設備が整っているとあって、王国の中でもうちの学園は一番の人気を誇(ほこ)っていた。

			　――俺はここに入学すれば、コミュ障が少しでも改善されると思った。ガキの頃に起こったある事件以降、俺は極度の対人恐怖症に陥(おちい)っていた。

			　しかし、その考えは甘かった。

			　たとえるならば、飛べるはずのないペンギンが「あれ、俺も頑張れば飛べるんじゃね？」などと勘違いして巨大な氷(ひよう)塊(かい)からジャンプしたようなものだ。

			　遺伝子レベルでペンギンは飛べないように、俺のコミュ障はちょっとの努力でどうにかなる代物ではなかった。

			　結果として、俺はアミックスハートに入学したのにギルドに入らないという、前代未聞の奇行を為した。人と関わるのが怖い。一年前にそうフェミナに泣きついたのを、今でも鮮(せん)明(めい)に覚えている。

			　見兼ねたアイツは、俺にある提案をした。

			　救済措置として、お前に〝ぼっちギルド〟の設立を許可してやる。その代わりあたしの主(しゆ)宰(さい)する狂(きよう)戦(せん)士(し)科に入れ、と。

			　そんなことでいいなら、と喜んで奴の条件を呑んでしまったのが運の尽き。

			　今となっては、イカれた学園長の指導に付いて行く化け物。魔物を殺しながら嗤(わら)う戦闘狂。

			　皆からそんなふうに認識されている。挙句の果てには、〝血濡れぼっち〟などという俗称を戴(いただ)く始末。

			　フェミナのつけた〝孤独な螳螂(ロンリーマンテイス)〟というセンスの欠片(かけら)もないギルド名と相(あい)俟(ま)って、それはもう学園中から距離を置かれていた。

			　――そんな俺が、なぜ他の学生たちに混じって品定め作業を行っているのかと言うと、早い話が、フェミナに脅(おど)されているからだった。

			　この機会に最低一人でも新入団員を加えなければ、お前のギルドを解散させる、と。

			　どうやら俺のぼっちギルドという存在が、各方面から猛烈な批判を浴びているそうだ。ギルドの意味がない、学園の理念に反する等々。

			　それら全部を一々処理するのもめんどくせぇし、いい加減一年経ったんだからお前もコミュ障治す努力をしろ、ということらしい。

			　そうして言われるがままに、新入生の行列見物にやって来たわけなのだが……。

			「ヒャッハァァァァ！　行くぜお前ら、美少女狩りの時間だぁぁぁぁぁ！」

			「きゃー！　あのイケメンマジやばぁ！　欲しい欲しい、絶対欲しい！」

			「馬鹿どもは放っておいて、できるだけ強そうな奴に目付けとけよ？」

			「こふー、こふー！　ぼくちん興奮してきちゃったお！」

			　……付いて行ける気がしない。

			　学園商店街は狂気染みた喧(けん)騒(そう)に包まれている。俺はこんな奴らと一年生争奪戦を繰り広げなければならないのだ。無論、たった一人で。

			　新入生は一度講堂に集まり、そこで入学式を行う。その後から日付が変わるまでが学園ギルド決定期間――即(すなわ)ち、俺の〝孤独な螳螂(ロンリーマンテイス)〟存続のタイムリミットだ。

			　それまでに新規メンバーを加入させることができなければ、俺は強制的にどこか別のギルドへと飛ばされる。そんな最悪な未来だけは何としても避けなければならない。

			　だが果たして俺が一年生に声を掛けたところで、入団してくれる望みが万に一つもあるだろうか。

			　心の内で密かにデモンストレーションを敢(かん)行(こう)する。

			『初めまして、ブリュード・クロスフォードです。特技は魔物の惨(ざん)殺(さつ)です。貴方(あなた)も俺のギルドに入って、一緒に魔物をぶっ殺しませんか？』

			『きゃー、素敵！　是(ぜ)非(ひ)入れて下さぁい！』

			　などというやり取りが存在し得るだろうか。いや、ない。現実はきっとこうだ。

			『な、なぁ……。良かったら、俺のギルドに入ってくれねぇか？』

			『え、何ですか突然……キモッ。一応訊くけど、全部で何人のギルドなんですか？』

			『いや、まぁ……。俺一人だけど』

			『うっそ何それ超キモーイ！　ねぇ皆聞いてよ、何か変な人にギルド誘(さそ)われたんだけどー！』

			　現実は非情なり。考えただけでも死にたくなる。そこからあれよあれよと噂(うわさ)が広まり、明日の学内新聞の見出しには〝血濡れぼっち、新入生を恐(きよう)喝(かつ)!?〟などといった文言が躍る羽目になるだろう。

			　俺がそんな妄想を膨(ふく)らまし、一人で勝手に鬱(うつ)になっていた時。周りの上級生たちの歓声が、一際大きく変化した。俺もそれにつられ、反射的に顔を上げる。皆が同じ方を向いていた。一体何だと言うんだ。目を凝らし、注視する。そこにいたのは――。

			　とびきりの、美少女だった。

			　いや、そんな表現さえ生(なま)温(ぬる)い。天使か、あるいは女神か。人智を超越する美(び)貌(ぼう)を備えた一年生が、悠(ゆう)然(ぜん)と歩いていた。

			　腰のあたりまで長く伸びた、透明感のある純白の髪。それをサテンのリボンでツーサイドアップに結っている。制服から伸びる地肌はそれに負けず劣らず真っ白で、神々しささえ感じられた。年齢的には俺と同じく十六歳前後、と言ったところか。

			　ぱっちりとした紅(あか)い瞳(ひとみ)に、長く伸びた綺(き)麗(れい)な睫(まつ)毛(げ)。桜色の唇はきつく結ばれており、どことなく憂(うれ)いを帯びているように見える。そりゃそうだろう、何せ沿道からは、

			「今期最高の超絶美少女キタ――――ッ！」

			「えー、ちょっと何あの子可愛(かわい)すぎぃ。図に乗る前に潰しとこっか」

			「おいお前ら予定変更だ！　今年はあの子一本にするぞ、絶対に見逃すな！」

			「こふー、こふー！　こふこふー!!」

			　などといった物騒な声が絶えず飛び交っている。

			　それに影響されてか、彼女の周りだけぽっかりと空間が出来上がっていた。お陰でよけいにその姿が目立つ結果となり、さらなる反響を生む悪(あく)循(じゆん)環(かん)に陥(おちい)っていた。実際あの容姿は男だけでなく、女ですら憧(あこが)れを抱くレベルだろう。流石(さすが)にあれは、競争率が高すぎる。

			　少なくとも俺みたいな学園のはみ出し者に、どうこうできる人種ではない。ＡやＳと言った高ランクギルドの連中による、勧(かん)誘(ゆう)戦争が勃発するだろう。

			　――死者が出なければいいのだが。

			　全校生徒の視線を一身に浴び、純白の少女は通り過ぎて行く。その後も数百人を超える一年生が通ったが、彼女以上に強烈なインパクトを残す者はいなかった。
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			　午前十一時すぎ。講堂の周辺は、数え切れないほどの生徒でごった返していた。入学式を終え絶えず吐き出されてくる新入生に、上級生が飛び掛かる。

			　妨害工作なんて当たり前。少しでも気を引くために、各ギルドが様々なパフォーマンスを施す。その状況はカオスと呼ぶに相応(ふさわ)しく、阿(あ)鼻(び)叫(きよう)喚(かん)の巷(ちまた)と化していた。

			　俺は少し離れた場所から、その光景を無我の境地で眺めていた。

			　あれに加わるなんて冗談じゃない。毎週月曜に行われる学園商店街の安売りデーが可愛く思えるぜ。

			　道の両脇には、無数の掲示板が延々と並べられている。そこに貼り付けられているのは、各ギルドの募集記事だ。そこには大まかにギルド名とギルドマスター、募集人数と活動内容が記されている。

			　活動内容とは即(すなわ)ち、そのギルドがどうやって生計を立てているかということだ。基本は学園側から斡(あつ)旋(せん)される雑多な依頼をこなすのだが、それ以外にも多くの手段がある。

			　例えば鍛(か)冶(じ)の腕前を活かして学園商店街に武器屋を構えたり、料理が得意ならレストランを開いたり。

			　商店街にはよその街からやってきたプロの商人以外にも、学生が経営する店が数多く軒(のき)を連ねている。俺はそんな技術持ってないから、ただひたすらに依頼された魔物をぶっ殺すだけなのだが。

			　そうこうしている間にも、時間は刻一刻と過ぎていった。早いとこ何とかしなければ。一応さっきポスターだけは貼っておいた。何の飾り気もない質素な紙切れを。だが、効果はあるように思えない。

			　ならば、勇気を出して試しに声を掛けてみるというのはどうだ。

			　こういう時は大抵、どこかにあぶれている子がいるはずだ。なにも全員が社交的というわけじゃない。狙(ねら)うとしたら、そういう大人しそうな子にするべきだろう。

			　――案の定、いた。

			　集団から外れた場所で花(か)壇(だん)のレンガに腰を下ろし、孤独を堪(たん)能(のう)している女の子。襟(えり)元(もと)に着けられたリボンの色は赤。一年生の学年色だ。

			　茶髪の頭頂部から二本の耳が生え、腰の辺りからは細長い尻尾(しつぽ)が伸びている。その手には近くの出店で買ったらしき鯛焼きが握られており、美(お)味(い)しそうにモグモグと頬張っていた。

			　特徴から鑑(かんが)みて、おそらく〝猫(ねこ)人(びと)〟なのだと思う。〝亜人〟は人間より数こそ少ないが、別に珍しいわけでもない。

			　彼女は鯛焼きを食べ終えると、ゴミをポケットに仕舞って足をブラブラさせた。誰かを待っているのか、それとも周囲の様子を観察しているのか。

			　いずれにせよ、他に一人で行動している子は見当たらない。ならば玉(ぎよく)砕(さい)覚悟で声を掛けてみるべきだろう。

			　意を決し、歩き出す。右手と右足が同時に出ている気がしたが、そんなこと構っちゃいられない。邪魔な学生たちの間を縫(ぬ)うように歩き、件(くだん)の少女の元にたどり着く。

			「……にゃ？」

			　彼女はピクッと体を震わせ、恐る恐る俺を見上げた。セミロングの茶髪に、エメラルド色の瞳(ひとみ)。口元には食べ零(こぼ)した餡(あん)子(こ)が付着している。

			　警戒しているのか、尻尾(しつぽ)の毛が逆立っていた。まるで不(ふ)審(しん)者(しや)を見るかのように、円(つぶ)らな瞳(ひとみ)でじ～っと睨(にら)まれる。

			　――で、何て言えばいいんだ。今さらになって気付く。誘(さそ)い文句なんて、何も考えていなかったことに。ヤバイ、ヤバイぞ。何か言わなくては。

			　俺はカラカラになった喉から、適当に言葉を絞り出す。

			「にゃ、にゃあ」

			　発せられたのは、自分でも驚くほどにふざけた言葉だった。

			　いや、これはもはや言葉ですらない。ただ鳴き声を反復しただけだ。まるで言葉の練習をする赤子のように。

			　〝猫(ねこ)人(びと)〟の少女は不思議そうに首を傾げ、八重歯の覗く口を開いた。

			「にゃあ？　リリは人間語話せるにゃ」

			「お、おう。そうか」

			「……」

			「……」

			　沈(ちん)黙(もく)。

			　今だけは周囲の雑音も一切耳に届かない。気が遠くなるほどの静(せい)寂(じやく)に支配される。何だこの拷問は。フェミナの授業の方がいくらかマシに思えてくる。彼女――リリという名前らしい――はじっとこちらを見詰めていたが、やがて何かを思いついたように、はっと目を見開いた。

			「ご飯、頂(ちよう)戴(だい)にゃ。リリはお腹減ったにゃ」

			「……は？」

			　いや、ついさっき食ってただろ。そう突っ込みたくなるのをぐっと堪(こら)える。

			　これはアレか、献上品もなしに会話をしようだなんておこがましいってことか。一応、財布は持って来てあるが……。

			　再びの沈(ちん)黙(もく)。その重圧に耐え切れず、俺はヤケクソに走り出した。そして出店で鯛焼きを三個ほど購入し、すぐさま舞い戻る。

			「これでいいのか？」

			「にゃーーっ！」

			　俺が供(く)物(もつ)を差し出すと、リリは目を爛(らん)々(らん)と輝かせた。紙袋を乱雑に破り、美(お)味(い)しそうにムシャムシャと食べ始める。さっきも食べていたはずなのに、物凄い食欲だ。この小さな体のどこにそんなに入るのだろう。見ているだけで胸焼けがしてくる。

			　数分も経たずにペロリと平らげると、リリは満足そうに息を吐いた。口の周りの餡(あん)子(こ)はさらにその面積を拡大させている。食べるの下手過ぎだろ。

			　まぁいい。これでようやく本題に入れる。咳払いをし、いざ申し出ようとした瞬間。

			「あ、リリ姉ぇ、いたにゃあ～」

			　間の抜けた声が飛んできて、俺はずるっと体勢を崩した。おい、邪魔しやがるのはどこのどいつだ。苛(いら)立(だ)ちながら声の方に目を向けると。

			　リリと同じような背格好をした〝猫(ねこ)人(びと)〟の少女が、こちらに向かってトテトテと歩いて来ていた。

			　腰の辺りまで長く伸びた白い髪。同系色のピンと立った二つの猫耳。なぜか藍(あい)色の目は眠たげにとろんと垂れ下がっている。その腕には魚の形をしたクッションが抱かれていた。

			　それに気付いたリリは立ち上がり、大きく手を振る。

			「ルル～～っ！　こっちだにゃ～～っ！」

			　何だ、こいつら。知り合いだったのかよ。俺は思わず眉(まゆ)をひそめる。同じ〝猫(ねこ)人(びと)〟だし名前も似てるし、おそらく姉妹かなんかだろう。

			　ルルと呼ばれた少女は、俺とは逆側のリリの隣に腰掛けた。そして小さな口で欠伸(あくび)をしながら言う。

			「リリ姉ぇ、ルルはもう眠いにゃあ……」

			「お昼寝は少し我慢するにゃ。あとちょっとでララ姉ぇも来るはずにゃ」

			　……嘘だろ、まだ来るのかよ。流石(さすが)に一度に三人と会話できる気はしない。要するに姉妹で待ち合わせしていたってことか。くそう、当てが外れた。落(らく)胆(たん)して頭を抱える。

			　そして戦意喪(そう)失(しつ)した俺に追い打ちを掛けるように、リリが言った。

			「そう言えば、リリに何か用なのかにゃ？」

			「え、あ、いや……」

			　どうする。何て答えればいいんだ。

			　自分のギルドに三人も入れるつもりは毛頭ない。一人増えただけでも辛いのに、そんなに増えたら精神が崩壊するレベルだ。

			　俺が難しい顔で口(くち)籠(ごも)っていると、それを見ていた周りの連中が、何やら小声でひそひそと話し始めた。

			「おい、血濡れぼっちが一年生を脅(きよう)迫(はく)してるぞ……！」

			「さっきは鯛焼きを無理矢理押し付けてたわ。物で釣ろうだなんて最低……！」

			　待て待て待て。なんつー会話をしてやがんだ。ただ勧(かん)誘(ゆう)しようとしていただけなのに。気付けばかなりの人数が、こちらに視線を送っていた。

			　うざったいったらありゃしねぇ。ここは一度退散すべきか。どうせリリ一人だけをうちに引き込むのは不可能に近い。そんなことを考え始めていると。

			「リリーー、ルルーー、お待たせにゃーー!!」

			　遠くから威(い)勢(せい)の良い声が響いてくる。俺は嫌な予感を沸(ふつ)々(ふつ)と感じながらも、その声の主を見やった。雑(ざつ)踏(とう)の間をするすると抜けながら、一人の〝猫(ねこ)人(びと)〟が駆けてくる。

			　さっきのルルと比べるとかなり機(き)敏(びん)な動きだ。注意していなければ見失いそうになる。

			　活動的な黒のショートカットに、ルビーのような赤い瞳(ひとみ)。スカートが捲(まく)れるのも厭(いと)わず、ヒュンヒュンと空を切って移動する。最終的にめんどくさくなったのか、驚異的な脚力で学生たちの頭上を飛び越した。

			　皆が呆(あつ)気(け)に取られる中、俺たちの眼前に着地する少女。最後はまるで決めポーズを取るかのように、肉球付きの両手を胸の前で丸めて、

			「にゃん！」

			　と可愛らしく鳴いた。それを見ていたリリとルルが、パチパチと拍手する。

			「ララ姉ぇ、カッコイイにゃ～」

			「ルルも眠いけど、ちゃんと見てたにゃ～」

			　やはりこいつも姉妹と見て間違いないだろう。黒、茶、白の毛をした〝猫(ねこ)人(びと)〟三姉妹か。どう考えてもこの三人と共同生活を送る気にはなれない。

			　皆の視線がララという名前らしい黒猫に集まっている間に、そそくさと退散しようとする。しかしその瞬間、制服の裾をむんずと掴(つか)まれた。

			　振り返ると、リリが小首を傾げながら言う。

			「どこに行くにゃ？　まだ話は終わってないにゃ」

			「いや～……。ははは……」

			　額から冷汗が滲(にじ)み出てきた。もう勘(かん)弁(べん)してくれ。こんなに大勢と会話を交わすなんて無理だ。

			　しかし不幸にもララが俺に気付く。赤い目を細め、怪(け)訝(げん)な表情でずいっと顔を寄せる。

			「ん～？　お前誰にゃ。名前を名乗るにゃ」

			　変に誤(ご)魔(ま)化(か)したらよけいにややこしくなるだろう。俺は素直に名乗ってさっさと逃げることにする。

			「ブ、ブリュードだ」

			　それを聞いた瞬間。ララの目が一際大きく見開かれた。そして、目にも留まらぬ速さで五メートルほど後(あと)退(ずさ)る。

			「にゃにぃ～～っ!?　ララはその名前知ってるにゃ！　ヤバイ奴だって皆、噂(うわさ)してたにゃ！」

			　途端に敵意を剥(む)き出しにする黒猫。四つん這いになって両手から爪(つめ)を伸ばし、八重歯を出して威(い)嚇(かく)してくる。

			　あまりの大声のせいで、周辺にいた連中が何事かと一斉に集まってきた。あっという間に全方位を野次馬に囲まれる。逃げ道が完全に塞(ふさ)がれてしまった。

			「ララ姉ぇ、いきなりどうしたのにゃあ？」

			　リリが不思議そうに尋ねる。するとララは鬼のような形相で、

			「二人とも早くこっちに来るにゃ！　猫鍋にして食われちゃうにゃ！」

			　訳の分からんことを叫んだ。一体どんな噂(うわさ)を聞いたってんだよ。

			　リリは戸(と)惑(まど)いながらも、船を漕(こ)いでいたルルを抱き起こす。そしてゆっくりとした足取りでララの背後へと隠れた。

			　二人の妹を背に、黒猫は全身を使って俺を威(い)嚇(かく)する。

			「ふかー！　ふかー！　お前、さてはリリとルルを虐(いじ)めてたにゃ!?」

			「んなことしてねぇって……」

			「うるさいにゃ！　絶対に許さないのにゃ！」

			　聞く耳を持たないとはまさにこのことだ。鋭い爪(つめ)を光らせ、飛び掛かってくる。俺は間一髪のところでそれをかわす。

			　しかしララはすぐさま体勢を立て直し、再び跳(ちよう)躍(やく)する。人間の身体能力を超越した動きだ。わずかに反応が遅れ、制服の端を引き裂(さ)かれる。

			「くっ……！」

			　血濡れぼっちと〝猫(ねこ)人(びと)〟の一年生が、やり合っている。その状況だけでも野次馬どもにとっては面白いのだろう。もっとやれやれとけしかける声や、今すぐ女の子を助けてやれ、などといった声が飛び交う。

			　俺自身はというと、肉体を傷付けられたせいで、反射的にスイッチが入ってしまった。背中に装備する二本の大鎌のうち、一本の柄を掴(つか)んで抜き取る。

			　全長百五十センチを超える巨大な黒鎌。名をアブソリッカーという十年来の相棒。その重厚な刀身を使って、迫り来る十指を受け止める。

			　ガキン、と甲(かん)高(だか)い音が響いた。いきなり武器を出されたとあって、ララは目を白黒させる。俺は容(よう)赦(しや)なく柄を振るい、ララの小さな体ごと後方に薙(な)ぎ払う。

			「ふかーー!!」

			　奴は空中でくるんと一回転し、なおも懲(こ)りずに向かってきた。俺はただひたすらに爪(つめ)を弾く。弾く。弾き続ける。

			　この状況、一体どう乗り切ればいいのだろう。こいつは魔物じゃない。ゆえに殺すわけにはいかない。じゃあ、ずっと攻撃を受け続ければいいのか？　そんなの無理だ。いずれ条件反射的に手が出て――

			「あ」

			　そう思った矢先だった。無意識のうちに反撃を行ってしまう。ララの頭を、刃で思い切り叩いてしまったのだ。

			　彼女は途端に動きを止め、目に大粒の涙を浮かべる。そして頭を両手でぎゅっと押さえ、その場に蹲(うずくま)った。

			「うぇぇぇぇぇぇ！　痛いにゃぁぁぁぁぁぁ！」

			　鼓(こ)膜(まく)が破れんばかりの絶叫。同時にギャラリーたちから、一斉に非難の声が沸(わ)き起こる。

			「や、やりやがった！」

			「あんなに可愛い子を殴るなんて最低！」

			「ぜってぇ頭(ず)蓋(がい)骨(こつ)折れてるぞ、えげつねぇ……！」

			　折れるか馬鹿野郎。どう見ても軽度の打(だ)撲(ぼく)だろうが。そう反論してやりたいのはやまやまだが、如何(いかん)せん分が悪すぎる。

			　泣きじゃくるララの元に、妹たちが駆け寄ってきた。心配そうに頭を撫でたり、涙を拭(ぬぐ)ってやったりしている。

			「ララ姉ぇ、しっかりするにゃあ！」

			「心配だけど、ルルは眠いにゃあ……」

			　――あれ、これじゃあ俺がまるで虐(いじ)めっ子みたいじゃね。言い訳しようにもきっちり一撃食らわせちまったのは事実だし。

			　どうすりゃいいんだと立ち尽くしていると、騒ぎを聞きつけた職員が講堂から飛び出してきた。そして俺の顔を見るなり、

			「と、取り押さえろぉ！　死人が出る前に!!」

			　などと喚(わめ)き散らす。その後、生徒指導室に強制連行された。

			　

			「はぁ……何でこうなるのかねぇ……」

			　自宅のソファに寄りかかり、今日何度目か分からない溜息を吐く。こってり絞られた俺は、その後再び勧(かん)誘(ゆう)する気にもなれず、ギルドハウスへと戻っていた。

			　現在の時刻は午後五時半。フェミナさえいれば多少の弁明もできただろうが、生(あい)憎(にく)奴はフラフラと出歩いてたらしく、如(い)何(か)にも説教好きそうなガタイの良いおっさん教師に担当されて、このザマだ。

			　ずっと正座していたせいで未だに足が痛む。今度騒ぎを起こしたらギルドランクを下げると念を押され、解放されたのは五時間以上経ってからだった。

			　後から聞いた話だが、やはりあの黒猫に一切怪(け)我(が)はなかったらしい。にもかかわらず、ピーピー泣きやがって。〝猫(ねこ)人(びと)〟ってのは猫被るのも上手いのか。

			　やり場のない感情が込み上げ、頭をぐしゃぐしゃと掻(か)き毟(むし)る。俺はテーブルを叩いて立ち上がると、大股歩きで洗面所へと向かった。

			　冷たい水で顔をばしゃばしゃと洗い、どうにか精神を落ち着かせようとする。鏡を見ると、酷(ひで)ぇ面(つら)した自分と目が合った。

			　襟足と耳回りを長めに調整した、ダークグレーのウルフカット。それと同色の切れ長な目のせいで、目付きが悪いとよく言われる。身長はそこまで高くない。精々平均の一七二センチだ。今後まだ伸びるのかどうかは知らん。俺としてはあと三センチは欲しいところではあるが。

			　――コミュ障治したけりゃ、まずは人好きのする格好をしろ。

			　フェミナにそう言われ、二か月に一度は商店街の美容院に通っている。美容師はしかめっ面(つら)で黙りこくる俺に戦々恐々としていたが、知ったこっちゃない。髪切られてる最中に何を話すことがあるってんだ。あそこは髪を切る場であって、不必要な会話を垂れ流す場ではない。

			「はぁ……」

			　などと自分の口下手に無意味な言い訳をして、俺は再び溜息を吐いた。何もやる気が出ない。出したところでどうなるわけでもない。亡霊のような足取りで、ソファへと戻る。

			　今頃他のギルドの連中は、歓迎パーティの準備でもしているのだろうか。新しい仲間の加入を祝い、夜遅くまでどんちゃん騒ぎを繰り広げる。豪勢な料理とジュースで腹を満たし、そのままリビングで寝落ちする。羨(うらや)ましくなんかねぇ。羨(うらや)ましくなんか……。

			　俺は背もたれに寄りかかり、頭上を振り仰(あお)いだ。必死に金を稼いで入居した、５ＬＤＫの立派な我が家。一人暮らしならこんなにデカくなくてもいいのだが、いつか迎える新メンバーのためにこの物件を選んだ。

			　――今となっては、虚(むな)しいだけだが。

			　視線を彷徨(さまよ)わせていると、テーブルの上に置かれた本に目が留まった。うちの学園で絶大なる人気を誇(ほこ)る〝アイドルギルド〟、〝アミック・アミューズメント〟の写真集だ。通称〝アミアミ〟と略される彼女たちには、学園外にも数多くのファンがいる。

			　中でも現在の四代目ギルドマスター・メリスちゃんの人気は凄(すさ)まじく、引っ切りなしに公演のオファーが入っているらしい。

			　何千人もの前で歌って踊り、その全てを熱狂の渦(うず)に呑み込む。俺とは正反対の人種だ。どうすれば彼女のようになれるのだろう。それを知りたくて入学直後から追っかけをやっているが、メリスちゃんとは一度も会話をしたことがない。もはや雲の上の存在だ。

			　そういえば今日も、午後六時から新入生歓迎野外ライブを行う予定だった気がする。彼女たちの姿を見れば、この沈んだ心も少しは癒(いや)されるだろうか。時間的にも今から出ればちょうどいい。俺は緩(かん)慢(まん)な動作で体を起こし、玄関へと向かった。

			　相棒たちは持っていかない。また騒ぎになったら面倒だからだ。しっかりと鍵を閉め、丸腰のまま家を出る。向かう先は学園商店街の中心部にある噴水広場だ。

			　夕日が赤く照らす住宅街を、トボトボと歩く。人通りは疎(まば)らだった。男どもは〝アミアミ〟のライブへ。興味のない女子はギルドハウスで夕食の準備。そんなところだろうか。あるいは、まだ勧(かん)誘(ゆう)戦争を行っているのかもしれない。

			　そんなことを考えながら、歩くこと二十分弱。商店街の石畳を進むに連れて、徐々に周囲は活気づき始める。俺は広場をぐるっと半周し、セットの真正面に躍り出た。案の定数え切れないほどの生徒が密集しており、これ以上ステージに近付けそうにない。俺がいる場所は大体百メートルほど離れた場所だろうか。

			「メリスちゃぁぁぁぁん！　早く出てきてぇぇぇぇぇ！」

			「カノンちゃんのラブリー・カノン砲はよぉぉぉぉぉ！」

			「俺はもちろんレキちゃん一択だぁぁぁぁぁ!!」

			　野郎どものボルテージは最高潮に達している。その様子を女子たちが冷たい目で眺めるのは、いつものことだ。やがて時計の針が十八時を指すのと同時に。

			　ブシュウウ、と派手な音を上げて白色の二酸化炭素が放出される。そして幕の内側から〝アミアミ〟メンバー、総勢三十五名が姿を現した。煌(きら)びやかな衣装に身を包み、満面の笑みを浮かべている。センターに立つのはもちろんギルドマスターのメリスちゃんだ。文句なしのモデル体型に、可愛らしいピンクの長髪。頭の後ろにはトレードマークである大きな白いリボンが添えられている。

			　全員が所定の位置に立ったところで、恒例の前口上が始まった。

			『アナタのハートを狙(ねら)い撃ち！』

			『ミンナ大好き女の子！』

			『アツクなってもいいんだよ？』

			『ミラクルくるくる～～せーのっ！』

			「アミアミィィィィィィィィィィィ!!」

			　学園が割れんばかりの大絶叫。同時に演奏が始まり、凄(すさ)まじい演出とともに天使の歌声が響き渡る。学園選りすぐりの美少女集団。プロ顔負けのパフォーマンスをする彼女たちも、普段は普通に授業を受けている。〝歌って踊って戦える女の子〟。

			　そんな〝アミアミ〟のギルドランクは、もちろん最高位のＳ。アミックスハートが誇(ほこ)る宝と言えよう。彼女たちに憧(あこが)れて入学してくる子も少なくない。今年は一体何人が入団を認められたのやら。

			　やがて一曲目が終わり、メンバーの簡単な紹介と挨(あい)拶(さつ)が始まる。少しだけ音が静まったところで、ふと前方にいた二人の生徒の会話が耳に届いてきた。

			「ん～……。先輩、確かに〝アミアミ〟は可愛いと思いますけど、俺はやっぱフェロモンちゃんの方が好みっすわ」

			「ばーか、あの子と比べんじゃねぇよ。つか、〝アミアミ〟も速攻で勧(かん)誘(ゆう)しかけたけど秒殺されたらしいぜ？」

			　――〝アミアミ〟が、秒殺？　俺はその言葉にぴくっと反応する。あそこは入ろうと思って入れる場所じゃない。一体誰だ、そんなことをしたのは。

			　脳裏に浮かぶのは、今朝(けさ)の品定めの時の光景。上級生の視線を総なめにした、あの純白の女の子。そんな真似ができるとしたら、あの子以外に考えられない。

			　俺の推測をよそに、話は続けられる。

			「うっへぇ、マジっすか。それで結局どこに入ったんすかね？」

			「さぁな。どーせＡかＳの高ランクギルドだろ。ったく、女はいーよなぁ。色気使えば、そんなところにも簡単に入れちまうんだから」

			「そーっすよねぇ。つか、〝アミアミ〟も同じように枕営業してるんじゃないすか？」

			「ははっ、かもなっ！　どーせ裏じゃヤりまくりに違いねぇ！」

			　――何言ってやがんだ、こいつら。胸(むな)糞(くそ)悪いにもほどがある。俺の体は勝手に動いていた。邪魔な生徒を押し退け、二人の背後にたどり着く。小太りの上級生と、チャラチャラした感じの一年生。俺は迷うことなく上級生の肩に手を置く。

			「おい」

			「あ？」

			　訝(いぶか)しげな表情で振り向く。その顔が俺を見るなり、一瞬で青ざめた。

			「なっ……！　血濡れぼっ」

			　言葉を終える前に、容(よう)赦(しや)なく右腕を振り抜く。醜い顔をさらに歪(ゆが)ませ、身体ごと地面に叩き付けてやった。ズシン、とまるで爆発でも起こったかのような音が響く。周囲の生徒が何事かと一斉にこちらを振り向いた。俺はそれに構わず、奴の胸ぐらを掴(つか)んで引き寄せる。

			「テメェが〝アミアミ〟の何を知ってんだよ。何も知らねぇくせに、テキトーなこと言ってんじゃねぇ。あの子らは授業終わった後に集まって、血の滲(にじ)むような努力をしてんだよ！」

			「うっ、くっ……！」

			　野郎は鼻から血を垂れ流していた。それを見た下級生が血相を変えて俺に詰め寄る。

			「ちょ、ちょっとアンタ！　いきなり殴るとか頭おかしいんじゃねぇの!?」

			「あぁん？」

			　ギロリと睨(にら)み返す。下級生は喧(けん)嘩(か)慣れでもしているのか、一歩も引こうとしない。その腕を、小太り野郎が思い切り引っ張る。

			「お、おい馬鹿やめろ！　そいつを刺激するな……！」

			「何言ってんすか先輩！　こんなふざけた奴、二人でやっちまいましょうよ！」

			　一触即発の空気が漂(ただよ)う。騒ぎはどんどん大きくなっていった。流血を見た女子が悲鳴を上げ、面白がった男どもが捲(まく)し立てる。俺はそれがどんな結末をもたらすのか、何も考えていなかった。

			　――騒ぎに気付いたメリスちゃんが、こちらに向かって声を掛ける。

			『あれれ～～？　後ろの人たち、なんかあった～～？』

			「っ……！」

			　水を打ったように会場が静まり返る。はっとして周りを見渡すと、何百何千という目が俺を見詰めていた。なおもメリスちゃんの言葉は続く。

			『分かってると思うけど、喧(けん)嘩(か)はメッ！　だからねっ！』

			　皆が状況を把(は)握(あく)し始める。視線の先には倒れ込む生徒と、拳を血で濡らした俺の姿。誰がどう見ても俺が一方的に襲ったようにしか見えない。

			　楽しみにしていたライブを邪魔された。そんな想いが非難の声となって、一斉に降り注ぐ。

			「また血濡れぼっちかよ！」

			「あの人、今朝(けさ)も騒ぎ起こしてたわよね……？」

			「マジ空気読んでくれねぇかな、ホント。そんなに殺したきゃ〝神(じん)通(つう)領(りよう)域(いき)〟でも行けってんだ」

			　あれほど盛り上がっていた会場が一変してしまった。ステージ上のメンバーも困(こん)惑(わく)の表情を浮かべている。

			　――何でこうなるんだ。

			　俺は唇をぎゅっと噛み締めた。これじゃあまるで、俺がライブの邪魔をしているみたいじゃねぇか。そんなつもりは微(み)塵(じん)もないのに。

			　排(はい)他(た)的(てき)な空気が重く圧し掛かる。いても立ってもいられなくなり、俺は逃げるように駆け出した。無数の生徒を掻(か)き分け、裏路地へと入り込んでいく。ただ少しでも遠くへ逃げたかった。

			　何度も何度も角を曲がり、やがて行き止まりへとたどり着く。俺は壁に背を預け、ずるずると座り込んだ。

			「ははっ、何やってんだ俺。マジだせぇ……」

			　自分から喧(けん)嘩(か)を吹っかけておいてこのザマだ。一体何がしたいのか分からない。呆(ぼう)然(ぜん)としていると、やがて何事もなかったかのように曲が再開される。先の出来事を上書きするかのように、爆発的な野郎どもの雄(お)叫(たけ)びが轟(とどろ)いた。

			　――俺はこの世界から自分一人だけ取り残されているような、そんな錯(さつ)覚(かく)に見舞われた。

			　

			　どれくらいの間、そうしていたのだろう。虚(うつ)ろな表情で立ち上がった俺は、ふらふらと歩き始めた。行く当てなんかない。とにかくライブ音声が聞こえない方を目指し、足を動かし続ける。

			　気付くと学園商店街の南端にたどり着いていた。人通りはほとんどなく、すぐ先には南門が佇(たたず)んでいる。

			　いっそのこと、このまま学園から出てしまおうか。そんな考えが脳裏を過る。思い起こされるのは、一年前の入学式。あの時の俺も、こんなふうにさまよい続けていた。どこからも声を掛けられず、自分からも声を掛けない。周りの人間が次々と所属先を決定していくのに、俺だけはいつまで経っても一人だった。

			　笑えるぜ、本当。

			　自(じ)嘲(ちよう)的な笑みが零(こぼ)れる。俺はあの日から何も変わっていない。夕焼けに過去の自分の幻(げん)影(えい)が浮かぶ。何を話せばいいのか分からない。どんな顔をすればいいのか分からない。半泣き状態だった俺に、唯一声を掛けてくれたのは――、

			「……なんだ、ブリュードじゃねぇか。どうした、辛(しん)気(き)臭(くせ)ぇ顔して」

			　はっとして視線を上げる。嫌というほどに聞き慣れた声音。口調にそぐわない幼き音色。案の定、それはフェミナだった。

			　路面に迫り出した喫茶店のオープンテラス。そこの一席に腰掛け、優(ゆう)雅(が)にコーヒーを飲んでいる。相変わらずのゴシックドレスと、無造作に伸ばされた金の髪。周りに他の生徒や教師の姿はなく、一人で寛(くつろ)いでいたらしい。

			　俺は何と答えるべきか迷い、目を逸らしながら言う。

			「……別に。何でもねぇよ」

			「ばーか。何でもねぇ奴がそんな顔するかよ。いいからこっち来て座れ」

			「……そんな気分じゃない」

			「あぁん？　あたしから逃げられると思ってんのか？」

			　奴の体からバチバチと紫(し)電(でん)が迸(ほとばし)る。逃げようものなら雷速で追ってくるつもりだろう。俺は見せつけるように溜息を吐き、渋々奴の対面に座る。

			　それに気付いたウェイトレスがお冷を持って来てくれた。何も頼まないのもアレなので、とりあえずコーヒーを一杯注文する。

			　学生のバイトだったのか、俺に向ける笑顔が引きつっていた。そのテンプレ染みた反応に辟(へき)易(えき)しつつ、水を口に含む。

			「聞いたぞ。〝猫(ねこ)人(びと)〟の一年をぶん殴ったんだってな」

			「……別にやろうと思ってやったわけじゃない」

			「ひゃひゃひゃ。ガキでも思いつくような言い訳しやがって」

			「うっせぇな」

			　茶化すような言い方に腹が立つ。不機嫌オーラ全開な俺を見て、フェミナはふんっと鼻を鳴らした。
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			「随(ずい)分(ぶん)荒れてんなぁおい。たかが団員一人加入させるのがそんなに難しいかよ」

			「少なくとも、お前に一撃加えるよりかは」

			「はっ、言うようになったな。一年前はあたしに手も足も出なかったくせに」

			「誰かさんのお陰で喧(けん)嘩(か)だけは強くなったからな」

			「自(うぬ)惚(ぼ)れるな、馬鹿。あたしから見りゃお前なんざまだまだだ。卒業までとことん鍛(きた)えてやるからな」

			「……」

			　口を噤(つぐ)むと同時に、ウェイトレスが駆けてくる。震えた手付きでカップを持ち、ぎこちない動作で俺の前に置いた。慇(いん)懃(ぎん)過ぎるほどの一礼をし、逃げるように店内へと戻っていく。俺は無言のままコーヒーを呷(あお)り、フェミナの幼い顔をじっと見据えた。

			「――その件についてだがな」

			「あぁん？」

			　声のトーンが変わったことに気付いたのだろう。訝(いぶか)しげに眉(まゆ)をぴくっと動かす。俺は至って真剣な表情を崩さない。先まで考えていたことをフェミナにぶつける。

			「もう、学園辞めようかと思ってる」

			　黄金色の目が大きく見開かれた。こいつの驚いた顔なんて久しぶりかもしれない。しかし奴はすぐに表情を戻し、頬(ほお)杖(づえ)をつきながら言う。

			「はっ。何を言い出すかと思えば……。あたしはガキの寝言に付き合うつもりはないぞ。そんな陳(ちん)腐(ぷ)な脅(おど)しで、解散をなかったことにする気もない。分かったらさっさとそれ飲んで……」

			「本気だ」

			「……はぁ」

			　小さな口から吐息が漏れる。フェミナは体勢を変え、短い腕を組んだ。

			「お前、一年前あたしになんて言ったか覚えてるか？」

			「……」

			「人と関わるのが怖い。お前はあたしに、泣きながらそう言ったんだ。そんな弱い自分を変えたくて、ここに入学したんじゃねぇのかよ」

			　忘れるはずがない。今でも鮮(せん)明(めい)に思い出すことができる。

			「その目的は果たせたのか？　あたしにはそうは見えない。今の状態で学園辞めたって、また元に戻るだけだぞ」

			「……言われなくても分かってる。でも、なんか疲れちまったんだよ。良かれと思ってやったことが、全て逆効果になる。何をするのが正解なのか、さっぱり分からない」

			「んなもん誰だって同じだ。未来を予知できる人間なんていやしねぇ。だからこそ面白ぇんだろ。先の分かる人生なんて、あたしはごめんだ」

			「……」

			　再び無言になる俺を見てどう思ったのだろう。フェミナは大きく息を吐き、背もたれに寄りかかった。

			「ったく、世話の焼けるガキだぜ。あたしは別に友達百人つくれって言ってるわけじゃねぇんだぞ。お前は人間関係ってのを難しく考えすぎなんだ。大体、あたしとはこうして普通に話せてるじゃねぇかよ」

			「……それはお前が強引に歩み寄って来たからだろ。お陰で性格も口調も移っちまって最悪だぜ」

			「なら今度は、お前から他者に歩み寄ってみろ。案外上手くいくかもしれねぇぞ？」

			「無茶言うな。どうせ泣いて喚(わめ)いて通報されるのがオチだ」

			　この学園に俺と普通に接してくれる奴なんていない。そしてそれは一年生にも受け継がれていくのだろう。

			　フェミナは何か含みのある表情でこちらを見詰めていた。やがて黄金色の目を細めながら言う。

			「……お前がそうなった責任はあたしにもある、か」

			「……あ？」

			　予想だにしていない言葉だった。俺は思わずピクリと反応する。フェミナは昔を思い出すかのような口調で続けた。

			「一年前、流石(さすが)のあたしも、お前の〝神(じん)通(つう)力(りき)〟があれほどのものとは思っていなかった。一人の人間が扱うには重すぎる力だ。アレを解放すると、お前の精神が影響を受けちまうのも無理はない。そして――初期の段階でそれを学園中に晒(さら)させちまった責任が、あたしにはある」

			「……今さらだろ、そんなこと」

			「それでも、だ。――だからまぁ、これは別に罪滅ぼしってわけじゃねぇが、お前に一つ良いことを教えてやる」

			「あぁん？」

			　俺は嫌そうに眉(まゆ)をひそめてやった。こいつの言う良いことは俺にとって百パーセント悪いことだ。決して騙(だま)されたりしない。それで痛い目に遭(あ)った例が星の数ほどある。

			　俺の反応を見て楽しむように、ババァはにやりと笑った。

			「まぁ、そう警戒するな。あたしだってそこまで鬼じゃない。――今日の入学式が終わった後、ある一人の生徒があたしの所にやってきてな。そいつ、深刻な表情で何て言ったと思う？」

			「知るかよ」

			　そんなもん分かるわけがない。どうせくだらねぇことだろう。興味を失った俺は、コーヒーカップに手を伸ばす。

			「一年前のお前と、同じことを言ったんだ」

			「……っ！」

			　――何だって？

			　全身が硬直し、辛うじて目線だけをフェミナの方へ向ける。奴はにやけ面のまま続けた。

			「そいつもぼっちギルドをつくりてぇと、あたしに直談判してきた。だがもちろん答えはノー。お前という前例がある以上、それを許可するわけにはいかなかった」

			「……で、そいつはどうしたんだよ」

			　知らぬ間に声が震えていた。まさか俺と同じことをする奴がいるなんて、夢にも思っていなかった。この学園はギルド学園。ギルドに入って集団生活を送るのが趣(しゆ)旨(し)なのに、それを拒絶したら意味がない。

			「なら、その〝孤独な螳螂(ロンリーマンテイス)〟の住所を教えて下さいと言ってきた。無論あたしは二つ返事で教えてやったぞ」

			　俺はテーブルから身を乗り出し、フェミナに詰め寄った。

			「テンメェ……！　何でそんな大事なことをもっと早く言わねぇんだよ！」

			「あぁん？　お前の驚く顔を見て楽しみたかったからに決まってんだろ。ったく、本当は教えるつもりなんざなかったのに」

			「ふざけんな！　そいつが家の前で待ち呆けてたらどうすんだよ！」

			「その心配は要らねぇ。人目につきたくないからって、夜になってから向かうと言ってた」

			「今もう夜じゃねぇかよ！」

			　夕日は完全に沈み、いつの間にか街灯が点き始めていた。風に乗って流れていたライブ音声も止み、どこかで虫の鳴く声が聞こえてくる。

			「お前がうじうじくだらねぇことほざくのが悪いだろ。分かったらさっさと行け。この機会を逃したらもう後はねぇぞ」

			「言われなくても！」

			　俺はコーヒーを飲み干し、代金をテーブルに叩き付けた。そのまま勢い良く駆け出そうとする。しかし擦れ違い際、フェミナに左腕をぐいっと引っ張られた。

			「っ！　なんだよ、金は足りてるだろ!?」

			　一刻も早くギルドハウスに向かわなければならないのに。俺は苛(いら)立(だ)ちを隠さずに言う。フェミナはこちらを振り向かず、背中越しに一言。

			「学園、やめんじゃねぇぞ。……寂しいだろ」

			「……あ？」

			「何でもない。さっさと行けバカ」

			　掴(つか)んでいた腕を解放され、代わりにしっしと手を振られる。何なんだ、寂しいとか聞こえた気がするが……。まさか、な。こいつがそんなことを言うはずがない。

			　俺は訝(いぶか)しみながらも、全速力でその場を後にした。

			　

			「はぁ、はぁ……！」

			　ここまで自分の家が遠いと感じたことはない。靴が脱げそうになるほど全力で大地を蹴(け)り続ける。他の生徒から好奇の視線をこれでもかと浴びせられたが、気にする必要も余裕もなかった。

			　住宅街はさっきよりも人通りが多い。おそらくライブが終わって帰宅の途についているのだろう。鬼のような形相で走る俺を見て、たまに女子から悲鳴を上げられた。要らぬ騒動を起こさぬよう気を付けつつ、最速記録で自宅にたどり着く。

			　――玄関前には誰もいなかった。まだ着いていないのか、それとも途中で気が変わったのか。後者でないことを祈りつつ、内心少しだけホッとする。到着までに家の中を片付けておけるからだ。特に玄関脇に置きっぱなしの二本の相棒。アレはまずい。ただでさえ禍(まが)々(まが)しい形をしているのだ。一年生を吃驚(びつくり)させないためにも、すぐに移動させなければ。

			　ドアの前に立ち、ポケットからキーを取り出す。そして、鍵穴に捻(ねじ)じ込んだ瞬間。

			「……！」

			　――何者かの殺気を感じた。明らかに俺を狙(ねら)っている。一体誰が、なぜ。考えるよりも早く肉体が動く。背後から迫り来る気配。

			　足音はないが空気の流れで分かる。俺は振り向きざまに右腕を振るった。必殺のカウンターパンチ。凡人なら避けられまい。だが――。

			「っ！」

			　影は寸前のところで攻撃をかわした。そして手に持っていた何かを俺に向ける。ヤバイ。本能で悟った俺は、残っていた左腕を繰り出す。何者かの腕を引っ掴(つか)み、強引に方向を逸らした。その直後。

			　爆発音とともに、道端の街路樹が燃え上がった。視界が赤く染まり、熱風が降り注ぐ。

			　――何が起きた。コンマ数秒で正気を取り戻し、視線を戻す。

			　目の前にいたのは、少女だった。学園指定の制服に身を包んでいる。襟(えり)元(もと)のリボンの色は赤。一年生の学年カラーだ。誰がこんなことを。恐る恐る顔に視線を移し――俺は再びの驚(きよう)愕(がく)に襲われた。

			「なっ！」

			　息を呑み、数歩後(あと)退(ずさ)る。そこにいたのは。

			「何で一発で死なないのよ……！」

			　朝の品定めの時。全生徒の視線を総なめにした、あの少女だった。

			　まるで血のように紅(あか)い瞳(ひとみ)。雪のように白い肌。そして色素が全て消え失せたかのような、純白の髪。誰もが羨(うらや)む容姿をした、非の打ち所がない美少女。

			　彼女が悔(くや)しげに唇を噛み締めている。その全身は小刻みに震えていた。とても正気とは思えない。目が完全にイッてやがる。

			　何でこの子が、ここに。それに今、なんて言った？　混乱で頭が上手く回らない。呆(ぼう)然(ぜん)と立ち尽くす俺を前に、少女はさらなる奇怪な行動を起こす。

			　いきなりスカートをたくし上げたのだ。ピンクの三角形が露わになるのも厭(いと)わず、内股に手を伸ばす。そこにあったホルスターから何かを抜き取り、俺に突き付けた。

			「お願いだから、死んで」

			「なっ!?」

			　俺の体は危険を察知し、瞬間的に横合いへ飛び退る。脇腹を何かが掠(かす)めていった、次の瞬間。

			　甲(かん)高(だか)い音とともに、玄関脇の窓ガラスが弾け飛んだ。それによって出来た穴から、家の中の様々な物が宙を舞っているのが見える。さらにまた、ガラスの割れる音。

			　何だってんだよ。俺は体勢を立て直し、少女に飛び掛かった。もう容(よう)赦(しや)はしない。

			　彼女は再び手に持った武器を俺に向けようとする。だがそれよりも速く懐に入り、両腕を捻(ねじ)り上げた。

			「うあっ……！」

			　表情に苦(く)悶(もん)の色が浮かぶ。少しだけ可哀想に思ったが、最初に仕掛けてきたのはそっちだ。膝(ひざ)を使って彼女の細い体を仰向けに押し倒す。身動きが取れないよう馬乗りになって押さえ込み、両手の武器を力ずくで剥ぎ取った。

			「やめて、離して、返して!!」

			　美少女は激しく抵抗する。騒ぎを聞きつけた生徒たちが何事かと集まってきた。住宅街は一気に騒がしくなる。

			「おい、皆来てくれぇ！　また血濡れぼっちが暴れてるぞぉ！」

			「何だ、今度は誰と喧(けん)嘩(か)してんだ？」

			「ちょ、ちょっとそれより木、燃えてるじゃない！　誰か水、早く！」

			　街路樹は尋常じゃないほどに燃え盛っている。一体彼女は何をしたんだ。奪い取った二つの武器を見て――俺は愕(がく)然(ぜん)とした。それが、一般人は所持できるはずのない代物だったからだ。

			　騎士団の開発した最新殺傷兵器、〝超常銃(マギア・ガン)〟。内部に各種〝超(ちよう)常(じよう)石(せき)〟を仕込むことによって、様々な攻撃を繰り出せる非常に強力な武器だ。

			　俺は銃身をじっと見詰める。攻撃の残(ざん)滓(し)で片方は赤く、もう一つは緑色に発光していた。それぞれ〝炎(えん)上(じよう)石(せき)〟と〝暴(ぼう)風(ふう)石(せき)〟に見られる特徴だ。前者は衝(しよう)撃(げき)を与えると火を噴(ふ)き、後者は旋(せん)風(ぷう)を発生させる。先の超常現象はこれらによって引き起こされたのだろう。

			　俺は〝超常銃(マギア・ガン)〟の存在を知っていた。つい先日、フェミナに見せられたばかりだからだ。アイツはアミックスハートの学園長だけあって、騎士団との繋がりも深い。ゆえに試作品として送られてきた〝超常銃(マギア・ガン)〟を、俺にも紹介してくれたのだ。

			　もちろんこんなもので撃たれれば無事では済まない。あの時感じた殺気は勘違いではなかった。彼女は本当に、俺を殺そうとしたのだ。

			　――なぜ。俺は眼下の美少女に問いかける。

			「色々と訊きたいことは山積みだが……。何で俺を殺そうとしたんだ」

			「うるさい、早く死んで」

			「テメェ、状況考えろよ？　窮(きゆう)地(ち)に追い込まれてるのはどっちか……」

			「きゃー！　誰か助けてぇぇぇぇぇぇ！　変態に犯されるぅぅぅぅぅ！」

			「お、おい!?」

			　〝演劇ギルド〟顔負けの絶叫。それを聞き、火事に気を取られていた連中が一斉にこちらを向いた。そこにいるのは学園中を虜(とりこ)にした美少女と、彼女を上から押さえつける血濡れぼっち。どちらが悪そうに見えるかなんて言うまでもない。俺だって部外者だったら美少女の側に立つだろう。

			　案の定。

			「ち、血濡れぼっちがフェロモンちゃんを犯そうとしてるぞ!!」

			「最っ低！　誰か早く先生呼んできて！」

			「お、俺が助けてあげれば好きになってくれるかな!?」

			「馬鹿、やめとけ！　ぶっ殺されるぞ！」

			　などと騒ぎ始める。美少女はその様子を見て、口の端を吊り上げた。

			「どっちが窮(きゆう)地(ち)なのか、よく考えなさいよね。いいの？　早く離さないとアンタ、強(ごう)姦(かん)で捕まるわよ？」

			「俺が強(ごう)姦(かん)なら、テメェは立派な殺人未遂だな。あぁん？」

			「何その『あぁん』って。フェミナ先生の真似？」

			「ばっ……！　んなわけねぇだろ！　誰がそんなこと……」

			　動揺で力が弱まる。その隙(すき)を美少女は見逃さなかった。

			　するっと右腕を引き抜き、胸の谷間に手を突っ込む。そこから小型のナイフを取り出し、指先で鞘(さや)を弾いた。刀身が凶悪な光を放ち、俺の心臓目掛け迫り来る。

			「くっ！」

			　俺は咄(とつ)嗟(さ)に〝超常銃(マギア・ガン)〟を放り投げ、彼女の手首を両手で掴(つか)んだ。皮(ひ)膚(ふ)から数センチの所でピタッとナイフが止まる。なおも彼女は凄(すさ)まじい力でそれを押し進めようとした。俺も歯を食いしばり、懸命に抵抗する。

			「本当にしぶといわね、アンタ……！　ここの生徒は皆そんなに強いわけ？」

			「さぁな。生(あい)憎(にく)ぼっちなもんで。他の奴なんて知ったこっちゃねぇ……！」

			「それよ。アンタがぼっちなせいであたしは迷惑してるの。分かったら潔(いさぎよ)く死んで」

			「分かるか馬鹿野郎！　俺がいつお前に迷惑かけたんだよ！」

			「今！　この瞬間！　すでにかけてるわよ！　本当ならもっとスマートに暗殺する予定だったのに！」

			「ふざけんな！　大体俺はテメェに構ってる暇はねぇんだ！　もうすぐ一年生が訪ねてくるってのに！」

			「あぁ、それ多分あたしよ。アンタのギルドに入ってあげるから、その代わり死んで。どう？立派な等価交換でしょ？」

			「死ぬかあほ！　不等価にもほどがあるだろ！」

			　不毛な押し問答を延々と繰り広げる。本当にコイツは何なんだ。いきなり現れたかと思えば、〝超常銃(マギア・ガン)〟をぶっ放して、身体を押さえつければ、暴漢に仕立て上げやがって。おまけに自分が件(くだん)の一年生だとぬかしやがる。こんな入団希望者がいて堪(たま)るか。

			　こうしている間にも、野次馬はドンドン増えていった。一部の人間は消火活動にあたっている。ついでにこいつもどうにかしてくれねぇかな。このままじゃ埒(らち)が明かない。

			　――その時だった。

			　俺の願いが通じたかのように、雷鳴が轟(とどろ)く。周囲を一瞬真昼のように照らし上げ、一筋の稲妻が目の前に落下した。バチバチと電流が蠢(うごめ)き、やがて見慣れたアイツを形作る。

			　そいつは俺たちに気付くと、呆れたように腕を組んだ。

			「爆発音がしたから来てみれば……。何をどうすりゃそうなるんだよ、お前ら」

			　無論、フェミナだった。長い金髪を風になびかせ、大きく溜息を吐く。今だけはこのババァが救いの女神に思えた。

			「ちょうど良いところに……！　こいつをどうにかしてくれ！」

			「フェミナ先生、助けて下さい！　この人がいきなり襲ってきたんです！」

			「てんめぇ、ふざけんなよ……？」

			「なによぉ、アンタこそ……！」

			　お互いに喉を唸らせ睨(にら)み合う。フェミナはどちらの味方をするでもなく、代わりに野次馬たちに向かって言った。

			「ここはあたしが引き受ける。消火隊だけ残して他は散れ。学園長命令だ」

			　学園長命令。その言葉に誰もがビクッと体を震わせた。それを破ればどんな目に遭(あ)うのか、よく分かっているのだろう。主に俺の姿を見て。

			　少しだけ戸(と)惑(まど)いながらも、生徒たちは素直に散っていく。フェミナはその様子を満足そうに見やり、再びこちらを向いた。

			「さて、とりあえず」

			　奴はおもむろに右手を伸ばすと、剥(む)き出しのナイフをむんずと掴(つか)んだ。そしてバチッと紫(し)電(でん)を迸(ほとばし)らせ、刀身をぐにゃぐにゃに焼き切る。俺と美少女が呆(あつ)気(け)に取られる中、ババァは何事もなかったかのようにポイッとそれを投げ捨てた。

			「お前ら二人とも家ん中入れ。詳しい話はそこで聞いてやる」

			　文句は許さん、とでも言いたげな表情。流石(さすが)の暗殺者もフェミナには逆らえないのか、渋々全身の力を抜いた。俺もようやく緊張を解き、無言のまま立ち上がる。その瞬間を待っていたかのように美少女はだだっと走り出し、二つの〝超常銃(マギア・ガン)〟を拾った。壊れていないか隅々までチェックした後、ホッとしたようにスカートの中へ仕舞い込む。その時また下着が見えたが、決して見ようと思ってたわけじゃない。断じて。

			　奴の動向を注視しつつ、玄関に近付く。割れたガラスがあちこちに散乱していた。恐る恐る内部を覗きこむと、それはもう酷い有様になっている。俺は慌てて扉を開いた。

			　眼前に相棒たちが現れる。折り重なるように倒れていたが、特に損傷した様子はない。胸を撫で下ろしつつ、柄を掴(つか)んで持ち上げた。

			　――たとえまた家の中で〝超常銃(マギア・ガン)〟をぶっ放されても、こいつらさえあればどうにかなる。

			　俺に遅れてフェミナ、さらにその後ろに暗殺者が続いて入ってくる。奴は俺が睨(にら)んでいることに気付くと、ふんっと鼻を鳴らした。

			　コイツ……。悪びれる様子なんてありゃしない。元々そういう性格なのか、あるいは人を殺すことに慣れているのか。後者の可能性をふと頭の中に浮かべ、すぐに振り払う。まさか、な。俺と同い年くらい、しかも一応女の子なんだ。そんなはずはないだろう。

			　散乱した家具やら何やらの合間を縫(ぬ)い、リビングに進む。ソファの上には雑誌や書類が散らばっていた。俺はそれらをテキトーに払い除け、どかっと座り込む。

			　フェミナは迷うことなく俺の隣へ。暗殺者は対面に座るかと思いきや、部屋の入り口にじっと佇(たたず)んでいた。

			「おいどうした。お前もこっち来て座れ」

			　まるで自分の家のようにフェミナが言う。しかし、美少女はぶんぶんとかぶりを振った。

			「……いいです。この方が落ち着くので」

			「どこの世界に立ったまま落ち着く馬鹿がいるんだ。別に取って食いやしねぇよ」

			「……じゃあ」

			　彼女は再びスカートを捲(まく)り、〝超常銃(マギア・ガン)〟を取り出す。そのままスタスタ歩いて対面に座ると、銃口を俺に突き付けた。

			　俺は相棒の柄を握り締めながら言う。

			「まだやるつもりか」

			「アンタだって武器持ってるじゃない」

			「護身用だ」

			「あたしだって」

			「先に仕掛けたのはお前だろ」

			「それはアンタが悪いのよ」

			「何でだよ……！」

			　俺が命を狙(ねら)われる理由なんて、何も――いや、ほんの少ししか思いつかない。少なくとも、初対面のコイツに何かした覚えは一切なかった。

			　見かねたようにフェミナが助け舟を出す。

			「くだらねぇ言い合いすんなガキども。単刀直入に訊くぞ。サティア、なぜコイツを襲った」

			　美少女――サティアという名前らしい――は、その質問にビクッと反応した。

			「ま、待って下さい先生！　先に襲ってきたのは……」

			「コイツだと？　それは有り得ない。コイツに道の真ん中で女を犯す度(ど)胸(きよう)なんざねぇ。そんなもんがありゃ、とっくにぼっちを卒業してる」

			「助けてるのか貶(けな)してるのか、どっちだババァ」

			「ひゃひゃひゃ。あたしは事実を言ったまでだ」

			　幼い顔でにやりと笑う。弁護の仕方はどうであれ、信用してくれているのは嬉しかった。それに、とフェミナは続ける。

			「コイツが先手を打ったなら、お前が〝超常銃(マギア・ガン)〟やナイフを取り出す前に決着がついてる。仮にも一年間、あたしの授業を受けた野郎だからな。――と推測するが、何か反論があれば言ってみろ」

			「……っ」

			　俯(うつむ)き、唇を固く結ぶ美少女。俺はまたとんでもないことをするのでは、と無意識のうちに身構える。やがて彼女の剣(けん)呑(のん)な瞳(ひとみ)が、真っ直ぐこちらに向けられた。

			「全部アンタが悪いのよ。アンタが、あたしより先にぼっちギルドをつくるから……！」

			「は？」

			　全く意味が分からない。思わず目をしばたたかせる。俺が先にぼっちギルドをつくったから、だから何だってんだ。

			　混乱する俺を差し置いて、フェミナは言う。

			「やっぱそういうことか……。お前、コイツを殺せば〝孤独な螳螂(ロンリーマンテイス)〟は自分だけのモノになると、そう考えたんだろ？」

			「はぁ!?」

			　何だそのふざけた考えは。いくら頭のおかしな奴でも、流石(さすが)にそこまでは、

			「……そうです」

			　あっさり肯定しやがる美少女。俺はそんな理由で命を狙(ねら)われたのか。もはや驚きを通り越して呆れるレベルだ。大体そんなことをすれば殺人罪で捕まるはず。俺の疑問に答えるようにサティアは平然と、

			「突然襲われたので、殺しました。正当防衛です、って言う予定だったのに……！」

			「おい!?」

			　割とそれで皆納得しそうだからヤメろ。おそらくフェミナ以外は疑おうとすらしないだろう。

			「ひゃひゃひゃ。面白れぇガキだな。嫌いじゃないぞ、あたしは」

			「笑いごとじゃねぇぞババァ。本当に殺されてたらどうすんだ」

			「あたしはお前をそんな雑魚(ざこ)に育てた覚えはない」

			「万が一ってことがあるだろ」

			「あぁん？　だったら授業方針を見直してやろうか？　億が一、兆が一にもそんなことがねぇよう鍛(きた)えてやる」

			「……京が一にもねぇからやめろ」

			　授業中に殺される気がしてならない。フェミナはふんっと鼻を鳴らし、短い足を組む。

			「まぁ、別にあたしはこの件を罪に問うつもりはない。むしろ大歓迎だ。コイツの訓練に繋がるからな。ただ一つ、言っておかなきゃならねぇのは――」

			　あれについてだろうなと予想する。案の定、

			「コイツを殺したところで、〝孤独な螳螂(ロンリーマンテイス)〟はお前の物にはならねぇってことだな」

			　それを聞き、サティアの大きな目が丸くなった。

			「え……。何でですか!?」

			「昼間教えてやったよな。関係各所からのバッシングが酷くて、ぼっちギルド創設は禁止にしたって。その煽(あお)りを受けて、ここも今日中に新入団員が来なけりゃ解散する予定だったんだ。つまりコイツを殺したところで、どの道〝孤独な螳螂(ロンリーマンテイス)〟は存続不可能。最低でも二人以上でなきゃ、ギルドとして認められない」

			「そん、な……」

			　まるでこの世の終わりのような顔をし、ソファに沈み込む。手からごとりと〝超常銃(マギア・ガン)〟が零(こぼ)れ落ちたが、それすら気付いていない様子だった。

			「じゃあ、あたしは何のために……」

			　魂(たましい)が抜けたように一点を見詰める。彼女がそこまで絶望する理由は何だろう。

			　俺は人と関わるのが怖いという理由でこのギルドをつくった。だが彼女には、明らかにそれとは別の何かがあるように感じられた。

			　ただならぬ様子を見て、フェミナも表情を引き締めながら言う。

			「お前がどんな事情でぼっちギルドをつくろうとしたのかは知らん。別に問い質(ただ)すつもりもない。だがな、ウチはあくまで〝ギルド学園〟だ。他者との繋がりを尊重し、その中で戦闘技術を学ぶ場所。好き好んでぼっち生活を送る場所じゃねぇ」

			　その言葉は俺にも向けられているようで、正直耳が痛かった。実際フェミナの言う通りであることは間違いないのだが。

			　打って変わって室内が静(せい)寂(じやく)に包まれる。ガラスの砕けた窓からは寒風が入り込んでいた。春を迎えたとはいえ、この時間になればやはり冷え込む。どうしたもんかと考えていると。

			　サティアがぎりっと歯を噛み締め、言った。

			「……どうしても、一人で暮らすことはできないんですか」

			「あぁ」

			「……分かりました」

			　沈(ちん)痛(つう)な面持ちで呟(つぶや)き、〝超常銃(マギア・ガン)〟を拾う。そのまま立ち上がると、一度も振り返ることなく部屋から出て行った。扉が開く音とともに、足音が完全に消え去る。もうすでに日は暮れているのに、行く当てはあるのだろうか。所属ギルドが決まらなければ、寝床すらままならないというのに。

			「おい」

			　フェミナに袖(そで)を引っ張られる。

			「何で追いかけねぇんだ、バカ」

			「は？　え？」

			「はえじゃねぇよボケ。アイツ、多分学園辞める気だぞ。たけぇ入学金、全部棒に振ってな。良いのか？　このまま行かせて。アイツを逃したら、お前だって困るだろ。このままじゃ解散コースまっしぐらなんだからな」

			「いや、それはそうだけどよ……！　仮にも俺を殺そうとした女だぞ。そんな奴と一緒に暮らすなんて、四六時中気が休まらねぇじゃねぇか」

			「あぁん？　テメェ選べる立場かよ。状況が分かってねぇようだから教えてやるぞ。さっきの時点で、すでに新入生のギルド決定率は99％を超えていた。こんな時間まで残ってる奴は、もう他にいやしねぇよ」

			「マジか……」

			　反射的に時計を見る。二十時を過ぎた辺りだった。確かに去年もこのくらいの時間に彷徨(さまよ)っていたのは、俺だけだった気がする。皆昼間のうちにさっさと決めちまって、今頃は親(しん)睦(ぼく)を深め合っているのだろう。

			　後がない。いよいよ解散の二文字が現実味を帯びてくる。〝孤独な螳螂(ロンリーマンテイス)〟存続のためには、もはやあの子に頼るしかないのだろう。そう、分かってはいるのだが。

			「でも、何て声掛けりゃいいんだよ……！」

			　あの様子じゃきっと何を言っても無駄だ。最悪また銃口を突き付けられるかもしれない。ただでさえ俺はコミュ障なんだ。いくら何でもアイツの難易度は高すぎる。

			　俺がぐずぐずしてるのを見てどう思ったのだろう。フェミナは急に立ち上がり、俺の首根っこをがしっと掴(つか)んだ。

			「お、おい!?」

			「まったく、世話の焼けるガキだぜ」

			　そのままずるずると引き摺(ず)られていく。ろくに抵抗する間もなく、まるでゴミのようにぽいっと玄関に放り出された。

			「痛ってぇ！　何すん……」

			　体勢を整える間もなく、今度は胸倉を捩(ね)じ上げられる。幼くも威(い)厳(げん)に満ちた顔が、間近に据えられた。息が掛かるほどの至近距離で、フェミナは言う。

			「人との付き合い方に正解なんざない。必要なのは、他者に歩み寄る小さな勇気。こんだけデケェ家に入居したのは何のためだ？　行動しなけりゃ何も変わらない。たまには根性見せてみろ、チキン野郎！」

			「うっ！」

			　鳩尾(みぞおち)に強烈な一撃を浴びせられる。その拳には電流まで付加されていた。一瞬体が硬直し、身動きが取れなくなる。悩みなんか吹き飛ぶほどの痛みだった。

			「げほっ、がはっ……！」

			「人には色々事情ってもんがある。お前だってそうだろ？　十年前の事件さえなけりゃ、コミュ障になんざならなかったはずだ。サティアも同じだよ。相当の理由がなけりゃ、あんな真似するわけがない。〝超常銃(マギア・ガン)〟なんて持ってるほどだしな」

			　口中に溜まった血を飲み下しながら、俺は近くに転がっていた相棒たちを握り締めた。――十年前のあの日から振るい続けている、白と黒の大鎌を。

			「……分かった、分かったって。なら、せめてこいつらは持って行く。また暴れられたら堪(たま)ったもんじゃない」

			「おう、持ってけ持ってけ」

			　俺はよろよろと立ち上がり、相棒たちを背のベルトに磁力で固定する。

			　――事情。確かにアイツの様子には鬼気迫るものがあった。あそこまでぼっちギルドにこだわる理由は何なのだろう。申し訳程度に思考を巡らせてみるが、やはり分からない。他人の状況を鑑(かんが)みるには、あまりにも経験が不足している。

			　――どちらにせよ。俺はあの子を連れ戻す必要がある。他に入団希望者はいないのだ。〝孤独な螳螂(ロンリーマンテイス)〟を存続させるには、それ以外に道はない。

			　フェミナに殴られたお陰か、少しだけ気分が吹っ切れた。俺は靴を履(は)きながら言う。

			「……行って来る。何ができるかわかんねぇけど。お前にチキン呼ばわりされたままじゃ終われねぇし」

			「ひゃひゃひゃ。精々頑張ってこいや。あたしはもう少しここでのんびりさせてもらう。校舎に戻ると、他の連中が仕事しろってうるせぇからな」

			「職務怠(たい)慢(まん)で減給になっても知らねぇぞ」

			「ならねぇよ。愛(まな)弟(で)子(し)の世話をするのも、あたしの仕事だ」

			「……ふんっ」

			　――いつかこいつには礼をしないとな。心の内でそう思い、俺は夜の学園へと飛び出した。

			「寒っ！」

			　予想以上の気温の低さに、ぶるっと体を震わせる。ブレザーを取りに戻るべきか迷ったが、そんな暇はない。一刻も早く、サティアを見つけ出さねばならないのだから。

			　道の両脇に植えられた桜の木々は、俺の気も知らず満開に咲き誇(ほこ)っていた。

			　月と街灯に照らされ、見(み)惚(ほ)れるほどの美しさだ。その根元にシートを敷き、夜桜を楽しんでいる連中もいる。幸いにも火事はすぐに収まったようだ。彼らの楽しげな様子にわずかな羨(せん)望(ぼう)を抱きつつ、通りを走り抜ける。

			　まだそんなに時間は経っていないはずだが、アイツの姿は見当たらなかった。まさか本当に学園を辞めるつもりなのだろうか。俄(にわ)かには信じ難いが、何せ初対面の相手を躊(ちゆう)躇(ちよ)なく殺そうとする女だ。どんな行動を取っても不思議ではない。

			　ここから一番近い出口は、商店街を抜けた先にある南門だ。そこの詰所には警備員が常駐しているが、生徒に対するチェックはさほど厳重ではない。たとえ夜中であったとしても、依頼で学園を離れるのはよくあることだからだ。

			　俺は走りながら必死に目を凝らす。しかし、商店街に差し掛かる頃になっても、それらしき人影は見付からなかった。

			　まさか逆方向に向かったのか？　一(いち)抹(まつ)の不安が頭を過るが、すぐに振り払う。いくらなんでもそれはないだろう。住宅街の北方には校舎群や各フィールドエリアがあるだけで、学園から出ることはできない。新入生とてパンフレットに地図は載っているから、最低限の地理は把(は)握(あく)しているはずだ。

			　――ということは。俺と同じようにアイツも走ってるのだろうか。

			　だとしても距離を縮めるのにここまで時間がかかるとは。まったくふざけた女だぜ。俺だってフェミナに一年間鍛(きた)えられたのだから、決して足は遅くないのに。

			　さっきの襲撃された場面を、ふと思い返す。あの動作、奴は一体どこで鍛(きた)えたのだろう。並の一年生の実力を遥かに凌(りよう)駕(が)している。

			　俺は地を蹴(け)る力をさらに強め、矢のように商店街を突き進んだ。レストランの中、喫茶店のテーブル、奥まった裏路地。どこを見ても宴(うたげ)を楽しむ学生ばかりで、アイツの姿は見当たらない。

			　とうとう、数キロにも及ぶ道のりを走破してしまう。目の前には学園を取り囲む巨大な白壁と、ぽっかり口を開いた南門。そこで俺はようやく立ち止まる。

			　家を出た時はあれほど寒いと思ったのに、今となっては汗が滲(にじ)み出ていた。乱れた息を整えながら、敷地の外に目を送ると。

			　――いた。

			　見(み)紛(まが)うはずもない。後姿でもはっきりと分かる。ゆらゆら揺れる白のツーサイド。学園指定のブレザーとミニスカ。間違いなくサティアだ。門を出て少し行った所を、スタスタと歩いている。俺は慌ててその後を追った。

			　学園の外は延々と草原が広がっている。ザクザクと草を踏みしめながら、数秒で彼女の背後にたどり着いた、瞬間。

			「死ね」

			「っ!?」

			　サティアがばっと振り向き、〝超常銃(マギア・ガン)〟を突き付けてきた。その銃身が緑色に発光すると同時に、身を切り裂(さ)く旋(せん)風(ぷう)が吐き出される。

			　――デジャヴを感じた。俺は転がるように横へ飛び、間一髪のところで攻撃を避ける。標的を失った風は凄(すさ)まじい速度で吹き荒び、白壁に衝(しよう)突(とつ)して霧(む)散(さん)した。切れた葉っぱが雪のように宙を舞う。俺は体勢を立て直しつつ、ぐわっと牙(きば)を剥(む)いた。

			「お前はそれしかできねぇのか！」

			「……わざわざ追いかけて来たの？　キモ」

			　まるでゴミを見るような赤い瞳(ひとみ)で言う。その表情には生気が一切感じられない。流れるような所作で再び引き金を引こうとする。俺はその銃身を掴(つか)み、強引に上向けた。

			「……離して」

			「離したら撃つだろ」

			「当たり前でしょ」

			「だから離さない」

			「変態」

			「何でだよ……！」

			　人のことを言える立場ではないが、こいつも十分コミュ障だと思う。初対面の相手をいきなり殺そうとしやがるし。正常な会話が一切成り立たねぇし。むしろ自覚がある分、俺の方がマシだとすら思える。

			　奴は力ずくで銃を引き戻そうとする。俺も全力でそれに抵抗した。

			「お前、このままどこ行くつもりだったんだ」

			「関係ないでしょ」

			「いや、ある。俺はお前がうちのギルドに入ってくれないと困るんだ」

			「イヤよ。絶対。他人と同居なんて有り得ない」

			「何でだよ。つーか、ここはギルド学園だぞ？　お前だってそれを承知の上で入学したんじゃねぇのかよ」

			「あたしの希望はこの学園で静かに一人で暮らすこと。それができないと知った今、ここに留まる意味はない。分かったらその手を離して」

			「離さない」

			「あっそ」

			　あろうことか、サティアは逆に自分の手をぱっと離した。釣り合いの取れなくなった俺は当然のごとく後ろにすっ転ぶ。あまりに予想外の行動に、受け身すら取れない。為す術(すべ)もなく後頭部を地面に強打した。

			「痛っつ……！　おい、何しやがんだ！」

			「はぁ……。うざい」

			　奴は零(こぼ)れ落ちた〝超常銃(マギア・ガン)〟を即座に拾うと、俺に馬乗りになった。そして額に銃口をぐっと押し当てる。身動きが取れないように、両腕を膝(ひざ)で押さえつけられた。純白の髪がだらんと垂れ下がる。その良い匂いを楽しむ余裕は、流石(さすが)になかった。

			「そうだ……。あたし、お金が必要なの。死ぬのと全財産渡すの、どっちがいい？」

			「何だそりゃ。金が欲しけりゃ俺のギルドに入れ。小遣いくらいはくれてやる」

			「ヤダって言ってるでしょ。何回言わせるのよ」

			「何回でもだ。お前が俺のギルドに入るまで」

			「その前に殺してあげる」

			「馬鹿言え。お前ごときに俺が殺せるか。俺を押さえたけりゃ、あと百キロは太るんだな！」

			　言いながら、腰を浮かせぐるっと体を回転させる。サティアの体重はあまりに軽い。いとも容易(たやす)く上下を入れ替えさせる。彼女は一瞬の出来事に目をぱちくりさせていた。その隙(すき)を狙(ねら)い、背中から相棒を抜き取る。黒色の大鎌、アブソリッカーを。

			「っ……！」

			　未だ呆(ぼう)然(ぜん)とする彼女の首筋に、その刃を突き立てた。

			「軽すぎだよ、お前。ちゃんと食ってるのか？」

			「……大きなお世話よ。ダイエット中なの、悪い？」

			　赤い瞳(ひとみ)で睨(にら)んでくる。怯(おび)えている様子は微(み)塵(じん)もない。よほど豪(ごう)胆(たん)なのか、あるいは俺が危害を加えないと高を括(くく)っているのか。まぁ、後者であるのは間違いないのだが。

			　俺はふんっと鼻を鳴らし、アブソリッカーを引き戻す。

			「……お前、どうしてそこまでぼっちギルドにこだわるんだよ」

			「それをアンタが訊くの？　一年以上もぼっちだったくせに」

			「だからこそだ。何で俺と同じ行動に至ったのか、気になるだろ」

			「信用できないからよ。あたしは自分以外の誰も信じない」

			　言いながらサティアは絡まっていた足を解き、立ち上がる。もう一度〝超常銃(マギア・ガン)〟を突き付けられるかと思いきや、そんなことはなかった。銃を仕舞い、俺を一(いち)瞥(べつ)することもなく歩き出す。

			　このまま手ぶらで帰るわけにはいかない。俺も立ち上がり、彼女の隣につく。

			「……信用できないって、何で」

			「うるさい。しつこい」

			「……お前、行く当てあるのかよ」

			「関係ないでしょ」

			「ここからじゃ近くの街まで十キロはある。もう遅いし、今日は……」

			「はぁぁぁ、もう！」

			　サティアは突然立ち止まると、その魅(み)惑(わく)的(てき)な体をずいっと寄せてきた。そして溜め込んでいたものを吐き出すように、強い口調で言い放つ。

			「そんなにあたしが欲しいなら、あの家あたしに譲りなさいよ！　それでアンタがずっと宿で暮らすって言うなら、考えてあげてもいいわ！」

			「んな無茶な！」

			　一応商店街に宿は数軒存在している。主に旅の商人が利用するためだ。しかしそこでずっと暮らすだなんて、いくら金があっても足りゃしない。俺は必死で代替案を提示する。

			「じゃ、じゃあこういうのはどうだ。俺が一階、お前が二階ってふうに分けて暮らすのは」

			「物理的に空間を捻(ねじ)じ曲げて、行き来を不可能にするって言うなら、いいわよ」

			「んなもんどうやれってんだよ……！」

			「できないの？」

			「できねぇよ！」

			「〝神(じん)通(つう)力(りき)〟を使っても？」

			「どんな〝神(じん)通(つう)力(りき)〟だよ……！　つか、何で俺が保有者だって知ってんだ」

			　まだそうであると伝えた覚えはない。サティアは髪を耳にかけながら言う。

			「調べたのよ、アンタのこと。擦り寄ってきた上級生に訊いたら、すぐに教えてくれたわ。戦闘狂だの、血濡れぼっちだの、螳螂(かまきり)だの……」

			「ろくな評判がねぇな」

			「でも、肝心の〝神(じん)通(つう)力(りき)〟に関しては誰も答えようとしなかった。皆一様に苦い顔して口を閉ざしてたわ。――何でなの。アンタの能力、そんなにヤバイの？」

			「それ教えたら、ギルド入ってくれるか？」

			　俺がそう言った瞬間、サティアは呆れたように肩を竦(すく)めた。

			「アンタ、ほんとそればっかね。他に言うことないわけ？」

			「ないっつーか……。思いつかないっつーか」

			「呆れた。――あたしだってね、本当は学園辞めたくないわよ。あんなに高い入学金払ったんだから。でも、しょうがないでしょ？　他人と同居なんてしたら、絶対襲われるに決まってる」

			「やっぱりやめるつもりだったのか。つか、襲われるって何だよ」

			「そのままの意味よ。自分に置き換えれば分かるでしょ。アンタ、あたしと一つ屋根の下で暮らして、自我を保てる自信ある？」

			「それは……」

			　難しい質問だった。思わず口(くち)籠(ごも)る。サティアはどうせ無理でしょ、とでも言いたげな表情でこちらを見詰めていた。

			「厳しい、かもな」

			「ほら見なさい。だから嫌だって言ってるのよ」

			「朝から晩まで同じ空間を共有するんだもんな……。気まず過ぎて発狂するかもしれない」

			「……は？」

			「……え？」

			　お互いにポカンとした顔を突き合わせる。

			「何言ってんの？」

			「いや、だから、ずっと二人きりだと確かに間が持たなそうだなと」

			「そっちじゃないわよ！　どんだけコミュ障なのアンタ!?」

			「え？　違ぇの？」

			「あたしを前にして、性的興奮を抑えられる自信があるのかって訊いてるの！　アンタの対人スキルなんかどーでもいいのよ！　コミュ障なのは分かり切ってるんだから！」

			「お、おう」

			　鬼のような剣(けん)幕(まく)で捲(まく)し立てられる。俺はこくこくと頷(うなず)くことしかできない。どうやら質問の本質を取り違えていたようだ。

			　性欲を抑えられる自信、か。俺は改めて彼女を舐めるように見た。制服がはちきれんばかりに膨(ふく)らんだ胸と、白い輝きを放つ太もも。他の女子生徒とは比べ物にならないくらい、扇(せん)情(じよう)的(てき)な体をしているとは思う。

			　――だが。

			「抑えられるだろうな、確実に」

			　俺は迷うことなく、そう答えていた。それを聞いたサティアは、鳩(はと)が豆鉄砲を食らったような顔をする。

			「……ふん、強がり言っても無駄よ。どうせアンタもこうすれば堕(お)ちるわ」

			　抑(よく)揚(よう)のない声で言い、細長い指を胸元に伸ばす。そしてあろうことか、ブラウスの第一ボタンをプツッと外した。綺(き)麗(れい)に閉められていた前立てが二つに割れ、中の素肌を露わにする。なおもサティアの指は止まらない。躊躇(ためら)いなく二つ目、三つ目のボタンまでもを外した。胸元が大きくはだけ、可愛らしいピンクの下着が現れる。俺はその一連の動作を、唖(あ)然(ぜん)としながら眺めていた。

			「どうよ。さっさと本性現しなさいよ。この変態」

			　挑発するように言い、両腕で大きな胸を挟む。柔(やわ)肉(にく)がむにゅっと寄せられ、くっきりとした谷間が出来上がった。サティアはそれをこれでもかと見せつけてくる。

			　――何と返せばいいのだろう。困った俺は頬をぽりぽりと掻(か)きながら言う。

			「いや、なんつーか。そりゃ俺だって男だからな？　多少琴(きん)線(せん)に触れはするが……。だからって、理性失って飛び掛かるような真似はしねぇよ。猿(さる)じゃあるめぇし」

			　実際下着程度であれば、フェミナので見慣れている。というか、裸体ですら〝神(じん)通(つう)領(りよう)域(いき)〟で野宿をした時に一度見たことがある。無論アイツの貧相な体では比較にならないが、自我を失うレベルまではいきそうもない。

			　寒空の下、サティアは十秒以上その格好を続けていた。やがて目の下をピクつかせながら言う。

			「……有り得ないわ。何なの、アンタ」

			「いや、お前こそ何なんだよ……。早くそれ仕舞えって。寒いだろ？」

			「くぅぅぅぅぅ！」

			　急に恥ずかしさが込み上げてきたのだろうか。凄(すさ)まじい速度でボタンを閉じ、胸を庇(かば)うように両腕を組む。そして涙目で、俺を見上げた。

			「これじゃあたしが露出狂みたいじゃない！」

			「みたいじゃなくて、そうだろ？」

			「違うわよ馬鹿！　変態！　アンタのせいだからね！」

			「何でだよ!?　俺、何もしてねぇだろうが！」

			「うるさい！　さっさと死ね！」

			　理不尽にもほどがある。サティアはスカートをたくし上げ、二丁の〝超常銃(マギア・ガン)〟を取り出した。ぎょっとした俺は手早く彼女の両手首を引っ掴(つか)む。今日何度目か分からない力比べ。互いの鼻が触れ合うほどの至近距離で、サティアは喚(わめ)く。

			「こんな屈(くつ)辱(じよく)を受けたのは初めてだわ！　アンタにはどう映ってるって言うの!?」

			「あぁん？　どうって……。最初は意味不明な暗殺者。今は情緒不安定な痴(ち)女(じよ)ってとこかな」

			「そういう意味じゃないわよ！　ホントにムカつく男ね！　黙ってさっさと殺されなさい！」

			「やなこった！」

			　真っ赤な顔でふーふーと荒い息を吐くサティア。本当に変な女だ。何を考えているのかさっぱり分からない。

			　――だが俺はそんな姿を見て、少しほっとしていた。もっと取り付く島もないくらい、突っ撥(ぱ)ねられると思っていたからだ。ギルドハウスで話した時とは対照的な、人間味の溢れる表情。こんな顔もできるだなんて、思っていなかった。

			　だからこそ。なぜ彼女がぼっちギルドに固(こ)執(しつ)しているのか、改めて気になる。俺を殺すという、究極の行動に至った理由。そして一人暮らしはできないと知った時の、絶望に満ちた顔。何が彼女をそこまで駆り立てたのだろう。

			　俺は思考を巡らせているうちに、はっと気付いた。――自分が数年振りに、心の底から他人に興味を抱いていることに。それはここ最近、少なくとも学園に入ってから一度も経験したことのない感情だった。フェミナに対して抱くものとはまた違う、純粋な好奇心。

			　――俺はこの子をもっと知りたいと、そう感じていた。今まで他人なんて、どうでもいいと思っていたのに。

			　凍(い)てつく風が吹き付ける中、睨(にら)み合う俺とサティア。どうすれば彼女を説得できるのだろう。分からない。そうしているうちに、不意にサティアはびくっと体を震わせた。そして両足をぎゅっと閉じ、なにやらソワソワし始める。

			「は、離して……」

			「ん？」

			　先(さつき)までとは打って変わった、消え入りそうな声。同時に腕に込められていた力が抜ける。俺は不審に思い表情を窺(うかが)おうとするが、彼女はがくんと俯(うつむ)いてしまった。

			　何のつもりだろうか。まさか油断させて不意打ちしようという魂(こん)胆(たん)か？　そうはいくまいと、決して手を離さない。

			「ちょ、ちょっと待って……。ほんとに、離して……！」

			　懇(こん)願(がん)するような声音。何か様子がおかしい。これが演技だったら大したものだ。俺は首を傾げながら尋ねる。

			「何だ、どうした？　一応その手には乗らない、とだけ言っておく」

			「ち、違うわよ……！　いいから、早く離してぇ……！」

			「信用できないな。せめてどうしたのかくらい教えろ」

			　無条件に信用するには前科があり過ぎる。俺が言うと、サティアは再び顔を上げた。先ほどよりもさらに顔を真っ赤にし、目は涙で潤んでいる。体は小刻みに揺れ、もじもじと太ももを擦り合わせていた。

			　俺はその様子を見て、一つの答えにたどり着く。まさか――。

			「トイレに行きたいのよ!!　こんなこと女の子に言わせないで！　少しは察しなさいよ！　馬鹿、変態、最低コミュ障！」

			　寒空の下、彼女の悲痛な叫びが、彼方まで響き渡った。

			　

			　当然ながら、学園の外に公衆トイレはない。かと言って身を隠せるほどの草木が生い茂っているわけでもない。加えて俺という存在がある中、たとえ背を向けていたとしても、花を摘むには抵抗があるだろう。

			　では学園商店街はどうかと言うと、あちこちで学生が馬鹿騒ぎしていて、その中を歩き回るのに彼女は難色を示した。

			　手っ取り早く済むのは、俺のギルドハウス以外にないわけであって。全く予想していなかった形ではあるが、俺は彼女を連れ戻すことに成功した。

			　扉を開けた瞬間、サティアは猛烈な速度でトイレへと駆け込んで行った。出迎えたフェミナはそれを見るなり、

			「なんだ、下剤でも飲ませたのか？」

			　などと物騒なことを言った。

			　俺は相棒たちを玄関脇に立て掛け、靴を脱ぎながら答える。

			「んなわけねぇだろ。そっとしといてやってくれ。アイツにも色々あるんだ」

			　寒い中胸を曝(さら)け出しゃ、そりゃ尿(によう)意(い)の一つや二つ催(もよお)すだろう。アイツの名(めい)誉(よ)を守るためにも、他言するつもりはない。というか、したら殺すと念を押された。

			　フェミナは怪(け)訝(げん)な顔で言う。

			「おかしな奴らだ。とりあえず説得はできたのか？」

			「いや、全然。一時休戦ってとこだな」

			「あぁん？　サティアの奴、まだ駄(だ)々(だ)こねてんのか？」

			「あぁ。他人は信用できないから同居できないって言ってたけど……。結局のところ、本心はよく分からなかった」

			「面倒なガキだぜ。いい加減観念しろってんだ。せっかく歓迎パーティの準備までしてやったってのに」

			「……パーティ？」

			　そう言えばリビングから良い香りが漂(ただよ)っている。吸い込まれるように足を運ぶと、テーブルの上に豪勢な料理が所狭しと並んでいた。

			　湯気の立つコーンスープに、色(いろ)鮮(あざ)やかなサラダ。カリッと焼き上がったローストチキンと、極め付けは生クリームたっぷりの巨大なケーキ。まるで聖夜であるかのような豪華さだ。俺は目を丸くしながら、傍(かたわ)らに立つフェミナに問う。

			「……これ、お前が作ってくれたのか？」

			「ひゃひゃひゃ。他に誰がいるんだよ。今日だけは特別だ。盛大に腕を振るってやったぜ」

			　まさかこんなサプライズが待っているとは、夢にも思わなかった。柄にもなく涙が出そうになる。よく見てみれば、あんなに荒れていた室内も全て元通りになっていた。おそらく〝建築ギルド〟の連中を呼んでくれたのだろう。物凄い早業だ。

			「だが、まだ説得できてねぇならお預けだ。けじめはしっかりつけなきゃならねぇ。ほれ」

			　言って、フェミナは懐から一枚の紙切れを取り出す。そこには『学園ギルド入団希望書』、と記されていた。ここにサティアの名前を書いて、今日中に提出しなければ、俺の〝孤独な螳螂(ロンリーマンテイス)〟は消えてなくなる。そうなれば料理にあり付けないどころか、このギルドハウスにだっていられなくなるのだ。

			　俺が神妙な面持ちでそれを受け取るのと同時に、サティアがトイレから出てくる。視線を向けると、血色の瞳(ひとみ)で睨(にら)まれた。

			「……何よ」

			「何でも」

			　また暴れられると面倒だから、適当に流しておく。サティアはふんっと鼻を鳴らし、俺から目を逸らした。そしてテーブルの上の料理に気付き、驚(きよう)嘆(たん)の声を放つ。

			「すご……！　アンタ、いつもこんなの食べてるの？」

			「いや、今日だけ特別にフェミナが作ってくれたんだ。明日は槍(やり)が降るかもな」

			「ひゃひゃひゃ。槍の代わりに雷(かみなり)なら降らしてやれるぞ？　いくらでもな」

			「……勘(かん)弁(べん)してくれ」

			　槍よりさらにタチが悪い。俺が溜息を吐くと、不意にぎゅるるると凄(すさ)まじい音が鳴り響いた。誰かの腹の虫が鳴ったのだろうか。フェミナと目が合う。無言で小首を傾げられた。コイツではないだろう。ということは。

			　サティアを見ると、真っ赤な顔でお腹を押さえていた。――音源はお前か。問いかける間もなく、再び同じ音が響き渡る。気まずい空気が部屋中を包んだ。

			　俺は何と声を掛けてやればいいだろう。そのまま静(せい)寂(じやく)が五秒以上続いた頃、遂に我慢が限界に達したのか、サティアが涙目で喚(わめ)く。

			「し、仕方ないじゃない！　もう一週間はろくな物食べてないんだから！　お腹減ってて何が悪いのよ！」

			「いや、別に悪いとは言ってねぇだろ……。つか、何でそんなに食ってねぇんだよ。飯屋なら商店街にいくらでもあったろ？」

			　俺にそう問われ、困ったように顔を引きつらす。

			「ダ、ダイエットよ」

			「嘘つけ。お前まさか、金持ってねぇとか？」

			「うっ」

			　どうやら図星のようだった。だからさっき金寄越せって言ってきたのか。異様に身体が軽かったのも頷(うなず)ける。その様子を見ていたフェミナは得心したように、

			「あぁん、なるほどな。お前、それであの時あんなに水をがぶ飲みしてたのか」

			「ち、違います！　あれはただ、そう、暑かったから……！」

			「マジかよ。そりゃトイレも近くなるだろうな」

			　俺がそう言うと、刺すような視線で睨(にら)まれた。しかし、お腹を鳴らしながらなので全く怖くない。

			「うぅぅぅぅぅ、何なのよぉ……！　ずっと我慢してたのに、こんなの見たら耐えられないじゃない……！」

			　挙句の果てにはヨロヨロと座り込んでしまう。こんな状態でよく動き回れたもんだ。俺は感心するとともに、当然の疑問にたどり着く。

			「何で金、持ってないんだよ。両親にもらったりしなかったのか？」

			　サティアは顔を上げずに、小さく一言。

			「……いないわよ、そんなの」

			「っ！」

			　思わず息を呑む。その声には、打って変わって悲痛な感情が色濃く滲(にじ)み出ていた。不(ぶ)躾(しつけ)な質問をしてしまったことを後悔する。俺は舌をもつれさせながら、必死で謝罪を試みた。

			「わ、悪い。そんなつもりじゃ……」

			「別に。今に始まったことじゃないもの。――お金は入学金に全部使っちゃったから、残ってないの。それだけ」

			　鳴り止まない腹の音が、彼女の叫びにすら聞こえてきた。全然笑えない状況である。

			「お、おいフェミナ。とりあえずコイツに飯を……」

			　食器はちゃんと三人分用意されている。サティアの分まで作ってくれたのは明白だ。しかしフェミナは首を縦に振らず、

			「言ったろ。飯はけじめをつけてからだ。アミックスハートは校則でギルド無所属を認めていない。つまりどこにも所属する意思がねぇなら、そいつはここにいちゃいけねぇ存在だ」

			「くっ……」

			　こういう時のコイツには何を言っても無駄だ。絶対に意思を曲げることはない。俺はサティアの隣にしゃがみ込み、入団希望書を差し出す。

			「腹減ってんだろ？　ここに名前書いてくれ。そうすれば」

			「……あたしはそんな誘(ゆう)惑(わく)には動じない。もう出て行くから構わないで」

			　フラフラと覚(おぼ)束(つか)ない足取りで立ち上がり、玄関へ向かおうとする。今までずっと無理をしていたのだろう。その姿は痛々しいと言う他なかった。

			　俺は唇を噛み、咄(とつ)嗟(さ)に彼女の細い腕を掴(つか)む。

			「行かせねぇ。お前そのままじゃ、本当に餓(が)死(し)しちまうぞ」

			　サティアは首だけを振り向かせ、

			「……関係ないでしょ」

			　もはや聞き飽きた台詞(せりふ)を吐く。

			「なくねぇよ……！　お前、まだ俺が理性を失うと思ってるのか？　そんなことはないって、さっき証明しただろ」

			「……それでも、今後失わない保証がどこにあるの。人の感情なんてコロコロ変わる。時が経てば人格だって変わる。だからあたしは信用できないって言ってるの」

			　弱々しいが、それでいて心に深く突き刺さる言葉だった。

			　一体何を言えば彼女を説得できるのだろう。いや、おそらくどんな言葉でも無理だ。こいつの心には届きそうもない。

			　苦(く)悶(もん)しながら、俺はフェミナを見上げた。どうすればいいんだと、目で訴える。奴は何のリアクションも取ろうとしない。腕を組み、ただじっと俺を見詰め返してきた。その黄金色の瞳(ひとみ)の奥に、ふと喫茶店でのやり取りが浮かび上がる。

			『――なら今度は、お前から他者に歩み寄ってみろ。案外上手くいくかもしれねぇぞ？――』

			　その言葉を思い出し、俺ははっとさせられた。サティアのやっていることは、一年前の俺と全く同じだ。他者との繋がりを極端に拒(こば)み、自分の殻(から)に閉じこもる。差し伸べられた手すら払い除け、誰の声にも耳を貸そうとしない。

			　そんな状態の俺を成長させてくれたのは、間違いなくフェミナだ。四六時中俺に付きまとい、何から何まで世話を焼いてくれた。だから俺は、アイツとならば普通に会話できるようになった。なら今度は、同じことをサティアにもしてやればいいんじゃねぇのか？

			『――人との付き合い方に正解なんざない。必要なのは、他者に歩み寄る小さな勇気――』

			　さっき玄関先で言われた言葉が蘇(よみがえ)る。待っているだけじゃ駄目なんだ。真の意味で他者と関係を築きたいなら、強引にでもこちらから歩み寄らなければならない。

			　――フェミナが俺にしてくれたように。

			　俺の心の内で、何かが吹っ切れた。サティアの両肩を掴(つか)み、乱暴にこちらを向かせる。怯(おび)えたような血色の瞳(ひとみ)を、揺ぎない覚悟でじっと見詰めた。

			「そこまで言うならこうしよう。俺とお前で真剣勝負だ」

			「……は？」

			　桜色の唇がぽかんと開かれる。俺は構わず口上を続けた。

			「明日からの三日間、お前はさっきみたいに全力で俺を誘(ゆう)惑(わく)しろ。それで少しでも俺が不(ふ)埒(らち)な真似をすれば、お前の勝ち。〝孤独な螳螂(ロンリーマンテイス)〟が所有する全財産をくれてやる。それを持って好きな場所へ行けばいい」

			「は、はぁ？　アンタ、何言って……」

			「ただし！」

			　反論しようとするサティアの声を、強引に塗り潰す。

			「その誘(ゆう)惑(わく)に耐え抜いたら、俺の勝ちだ。お前には正式に俺のギルドに加入してもらう。それまでは仮所属ってことでいい」

			　俺は言いながら、希望書に（仮）という文字を付け足した。それを改めてサティアの眼前に突き付ける。

			「どうだ、これなら俺の理性を試せるし、勝負に勝てば金を得られる。お前にとっては一石二鳥だろ」

			「ちょ、ちょっと待ちなさいよ！　何勝手に決めてんの!?　あたしはそんなの……」

			「何だ、自信ねぇのか？　そりゃそうか。俺が勝つのは目に見えてるもんな」

			　あからさまに挑発してやる。すると、

			「……何ですって？」

			　サティアの目の色が変わった。ドスの利いた声を発し、こちらを睨(にら)み付けてくる。

			「一度凌(しの)いだくらいで偉そうに……！　さっきのはたまたまよ！　あたしの誘(ゆう)惑(わく)に耐えられるわけがない！」

			「なら、勝負に乗るか？」

			「当たり前でしょ！　三日もあれば絶対落ちるに決まってる！」

			「また恥かかされてもしらねぇぞ？」

			「かかないわよ！　アンタの全財産奪って、さっさと出てってやるから!!」

			　顔を真っ赤にしながら叫ぶ。サティアは乱暴な手付きでペンを掴(つか)み取り、入団希望書に自分の名前を記入していった。

			　――まさかこんなに上手くいくとは。正直俺も予想していなかった。どうやらプライドが高いのに加え、生(きつ)粋(すい)の負けず嫌いでもあるらしい。

			　やがて彼女は書き終えた紙をぎゅっと握り締め、俺に見せ付けてきた。

			「これでいいんでしょ!?」

			　サティア・エルフィリア。そこにはしっかりとそう記入されていた。このたった数文字のために、今日一日どれほど苦労したことか。俺は頷(うなず)きながら受け取り、そのままフェミナへと手渡す。

			「これでいいんだろ？」

			　ババァは片手でそれを掴(つか)み、にやりと口角を吊り上げた。

			「お前らしくないやり方だな。あまりに強引過ぎて笑っちまうぜ」

			「遂に行動まで誰かさんに似ちまったってことだろ」

			「ひゃひゃひゃ。それでこそ、育てたかいがあるってもんだ」

			　俺たちのやり取りをよそに、サティアは勝手にソファへ座り込んでいた。そしてナイフとフォークを手に取り、恨めし気な声を上げる。

			「入ったんだから食べていいわよね？　っていうか食べさせないと殺すわよ!?」

			「……やっぱそんなに食いたかったんだな」

			「うるさい馬鹿！　変態！」

			　

			　――こうして俺のギルドは、一応の存続を果たした。やり方が汚いなんてことはこの際どうでもいい。フェミナの言っていたように、人との付き合い方に正解なんざないと思うから。

			　だが、真に大変なのはこれからだ。なにせ俺は、自分を殺そうとした奴と同居するのだから。警戒を怠(おこた)るわけにはいかない。

			　――本当に彼女は、なぜ殺人などという暴挙に及んだのだろう。色々と気がかりな点が多すぎる。

			　俺は複雑な感情を抱えながら、フェミナの料理にありついた。

		

	
		
			　

			第二章

			　

			　フェミナが帰宅した後の、深夜。いつもより随(ずい)分(ぶん)多くの食器を洗いながら、俺は感(かん)慨(がい)に浸っていた。頭の中を巡るのは、やはり今後について。

			　当初の目標であった〝孤独な螳螂(ロンリーマンテイス)〟の存続。それは無事に果たすことができた。しかしその代償として三日間、俺はサティアからの性的誘(ゆう)惑(わく)に耐え続けなければならない。何をされても無反応でいなければ、アイツの信頼を勝ち取ることはできないだろう。

			　――そんなに難しくはないはずだ。人間には他の動物と違って理性が備わっている。いくら彼女が魅力的な容姿をしているからと言って、それが失われることはないだろう。

			　そのはず、なのに。

			　なぜアイツは、あそこまで警戒するのだろう。過去の経験が原因なのか、あるいは……。

			　思い起こされるのは、今朝(けさ)の光景。アイツが現れた瞬間、学園中が熱狂の渦(うず)に呑み込まれた。文字通り、狂ったように。他にも可愛い子はいたはずだが、あの瞬間、全ての視線がサティアに奪われていた。

			　おそらく俺が知らないだけで、凄(すさ)まじい争奪戦が繰り広げられたのだと思う。そんなことをされれば、確かに身の危険を感じるかもしれないが……。

			　何かが、引っ掛かる。上手く言葉にはできないが、違和感が胸中に渦巻いていた。いくら何でもアイツは気にしすぎではないだろうか。それとも女の子は皆ああなのか？

			　俺は水で皿を洗い流しながら、ぶんぶんと頭を振った。分からない。フェミナじゃ参考にもならねぇし。

			　とにかく今は、サティアの信頼を勝ち取る。そして正式にアイツを加入させる。それだけを考えていればいい。そうすれば自ずと――。

			　ガチャリ。

			「っ!?」

			　不意に後方からドアノブを回す音が響き、反射的に振り返る。見ると、サティアが風呂から出てきたところだった。体からはほのかに湯気が立ち上り、結んでいた髪はバサリと下ろされている。寝間着は所持していないのか、服装は制服のままだった。

			　俺が視線を送っているのに気付くと、血色の瞳(ひとみ)で睨(にら)んでくる。

			「何よ、変態。殺されたいの？」

			「何も言ってねぇだろ……！」

			「あたしの湯上り姿を見て発情したんでしょ？　はい、あたしの勝ち、全財産よこしなさい」

			「してねぇよ！　見ただけで負けとかふざけんな！」

			　仮所属したとは言え、こいつの態度は一切変わっちゃいなかった。なおもタオルで髪を乾かしながら、悪態をつく。

			「視(し)姦(かん)とは考えたわね。触ってないからセーフとでも言いたいの？」

			「何もしてないからセーフだ！」

			「なら、あたしの唾(だ)液(えき)付きフォークを触ったでしょ？　だからアウト」

			「洗っただけだろうが……！」

			「屁(へ)理(り)屈(くつ)言わないで」

			「お前に言われたくねぇ！」

			　思わず皿を割りそうになる。学園中を虜(とりこ)にした奴がこんな性格だと知ったら、他の連中はどう思うだろうか。可愛いから問題ない、とか言いそうなのが怖い。

			　俺は盛大に溜息を吐きながら言う。

			「……とりあえず、今日はもう遅いからさっさと寝ろよ。二階の一番奥の部屋、使っていいから。最低限ベッドとカーテンだけは置いてある」

			　その部屋はフェミナが泊まる時に使う部屋だ。アイツは仕事をサボるために、しょっちゅううちに転がり込んで来る。そのたびに俺のベッドを奪われては堪(たま)ったもんじゃないので、半年ほど前に設(しつら)えてやったのだ。

			　サティアは髪を後ろに流しながら返事をする。
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			「あらそう。言っとくけど、あたしの眠りは浅いから。二階に上がろうとしたらすぐに分かるわよ」

			「上がらねぇよ。普段だってほとんど行かねぇし」

			「どうかしら。あたしが寝ている間に欲求を満たそうとしたら、ただじゃおかないからね」

			「寝てようが起きてようが、んなことしねぇよ」

			「ふんっ」

			　そのままスタスタとリビングから出て行こうとする。

			「あぁちょっと待った。お前制服のまま寝るつもりなのか？」

			　サティアは立ち止まり、怪(け)訝(げん)な顔で俺を見た。

			「何よ。可愛いネグリジェでもあるって言うの？」

			「いや、流石(さすが)にそれはねぇけど……。なんなら俺の寝間着、貸してやろうかと思って」

			「はぁ？　自分の匂いを嗅(か)がせて間接的に快感を得ようってわけ？　どこまで姑(こ)息(そく)なのよ、アンタ」

			「何でそうなる!?」

			「そうとしか思えないから」

			「俺の優しさだとは思わねぇのか！」

			「思わない」

			「ぬおぁぁぁぁ……！」

			　濡れた手のまま髪をぐしゃぐしゃと掻(か)き毟(むし)る。せっかく気を遣ってやったのにこのザマだ。本当に何なんだよこいつは。フェミナとは別の意味で人格に問題が有り過ぎる。

			　サティアは腰に手を当てながら、

			「そういうのを大きなお世話って言うのよ。別に寝る格好なんかどうでもいい。寝る場所があるだけでも十分なのに。あたしを喜ばせたいなら、アンタは外で寝なさいよ。そしたら笑顔でありがとうって言ってあげる」

			「それで言われても全然嬉しくねぇよ！」

			「なら放っておいて。あたしはアンタなんか頼りにしない。一人で何でもできる。今までずっとそうやって生きてきたんだから」

			　吐き捨てるように言い、足早に階段を登って行く。頭上で廊下を進む音が響き、バタンと扉が閉められた。

			　打って変わって室内はしんと静まり返る。俺は小さく溜息を吐き、無言で皿洗いを続けた。

			　

			　――翌日。

			　目覚ましの音で目を覚ます。いつもよりあまり眠れなかった。やはり家の中に他人がいると落ち着かない。自分の家が自分の物でないような、そんな錯(さつ)覚(かく)を覚えた。

			　緩(かん)慢(まん)な動作で上体を起こし、目をゴシゴシと擦る。サティアはまだ起きていないのか、人の動く気配はしなかった。

			　ベッドから降り、とりあえず制服に着替えリビングへ向かう。時刻は午前六時半を回ったところだ。八時には校舎に行かなくてはならないから、あまりのんびりしてはいられない。

			　キッチンに立ち、朝食の準備を始める。アイツの好みが分からない。まぁ、何でもいいだろう。パンを二枚取り出し、トースターにぶち込んだ。

			　焼き上がりを待つ間、適当に二人分のサラダを作っておく。一人暮らしを一年間続けたお陰か、料理は結構慣れたものだった。たまにフェミナに教えてもらったりしている。流石(さすが)にアイツの腕には敵わないが。

			　あとはコップに牛乳を注ぎ、完成だ。狐(きつね)色になったトーストを皿に移し、テーブルに運ぶ。

			　……サティアはまだ、起きて来ない。

			　大丈夫なのか、おい。不安に駆られながら二階を仰(あお)ぐ。男は準備なんてすぐに終わるが、女はそうもいかねぇだろう。ましてアイツにとっては登校初日なわけだし。起こしに行くべきか、否か。

			　しかしそれで俺の負けになったら目も当てられない。寝込みを襲ったと誤解されたら、言い訳のしようもないだろう。もう少しだけ待ってみることにする。

			　――五分、十分、二十分が経過する。

			　未だに階上からは何の物音も響いてこない。トーストは冷め切ってしまった。

			　まさか、夜中のうちに逃げたのか？　慌てて自室に戻り財布と金庫を確認するが、どちらも健在のままだった。

			　う、う～む……。非常に判断に困る場面である。このままでは遅刻してしまうし、朝食を一人で先に食うのも忍びない。やはり起こしに行くべきだろうか。

			　気乗りしないまま階段を上がる。すぐに部屋の前へとたどり着いてしまった。

			　ドアに耳をくっ付け、内部の状況を窺(うかが)う。無音。一切の音も聞こえて来ない。本当にいるのか？　前提条件にすら疑いを持ち始める。

			　コンコンと二度、ノックをしてみた。返事はない。扉を開けて空っぽだったら、俺はどうすりゃいいんだ。せっかくあんなに苦労したのに、また解散させられることになってしまう。

			　――確認しなければ。意を決し中に踏み込んだ、瞬間。

			　ぶちっ。

			　足元で何かが切れる音がした。その正体を確かめる間もなく。

			　――頭上から、巨大なタライが降ってきた。

			「ぶくっ!?」

			　避ける暇すらない。視界が歪(ゆが)み、脳天に衝(しよう)撃(げき)が走る。脱衣所に置いてあったはずの物が、なぜここに。それより何より、とにかく痛い。

			「くぅぅあぁぁぁ……！」

			　役目を終えたと言わんばかりに、タライは甲(かん)高(だか)い音を立てて転がる。まさかサティアが仕掛けたのか？　そうとしか考えられない。俺は呻(うめ)きながら、部屋の隅に目を向ける。

			「……」

			　一応アイツは、そこにいた。夜逃げの心配は杞(き)憂(ゆう)に終わった。それは大変喜ばしいことだと思う。しかし、何とコメントするべきか。

			　――彼女は涎(よだれ)を垂らして、爆睡していた。

			「マジかよ」

			　驚(きよう)嘆(たん)の言葉が口をつく。目の前の光景が信じられない。だって昨日アイツ、あたしの眠りは浅いとか言ってたよな。

			　恐る恐るベッドに近付く。イビキこそかいていないが、血色の目は固く閉じられていた。だらしなく開かれた口元からは、透明な唾(だ)液(えき)が糸を引いている。俺は制服の肩に手を置き、そっと揺すった。

			「おい」

			　起きない。

			「おいってば」

			　起きない。

			「起きろって！」

			「ん、んぅ……」

			　三回目でようやくゴロンと寝返りを打つ。魅(み)惑(わく)的(てき)な体が仰向けになり、瞼(まぶた)が薄らと開かれた。

			「ふぇ……？」

			　可愛らしい声が漏れると同時に、俺は即座に距離を取る。あんまり近くにいると誤解されかねない。

			　サティアは亀のようにのっそりと起き上がる。虚(うつ)ろな目で俺と見つめ合うこと、三秒。やっと事態を把(は)握(あく)したのか、その目が大きく見開かれた。

			「あ、アンタ何してんのよ！　まさか本当に寝込みを襲ってたの!?　最低！　か、かか、顔に液体ついてるじゃない！」

			「それはお前の唾(だ)液(えき)だ、アホ！　いつまで経っても来ねぇから、起こしに来たんだよ！」

			「はぁ!?　何言ってんの!?　あたしが寝坊したとでも言いたいわけ!?　そんなことあ……」

			　壁に掛けられた時計を見て、呆(ぼう)然(ぜん)とするサティア。

			「あ、あの時計かなり進んでるわね」

			「一分たりとも狂ってねぇよ」

			「……」

			「……」

			「昨日ご飯に睡眠薬混ぜたでしょ!?」

			「混ぜるか、アホ！　作ったのフェミナだろうが！」

			「アホアホうるさい、アホ！　いいからさっさと出てきなさいよ！」

			　凄(すさ)まじい剣(けん)幕(まく)で押しやられ、バタンと扉を閉められる。俺は扉越しに叫んだ。

			「朝飯作ってあるから先に食えって！」

			「いらないわよ！　一日一食で十分！」

			「嘘つけ！　また腹空かしてぎゅるぎゅる鳴らすだろ、お前！」

			「うるさいしつこいあっち行って！　身支度が先よ！」

			　身支度ってお前な……。その部屋には何も置いてねぇだろうに。服だって制服のままだから着替える必要がない。呆れていると、意外にもすぐに扉は開かれる。

			「……どいて」

			「食う気になったか？」

			「トイレよ、バカ！」

			　俺をはね除け、ドタドタと一階に下っていくサティア。騒がしいったらありゃしない。思わず頭痛がしてくる。朝から今日一日分のパワー全てを使った気分だ。

			　ぐったりしながら階段を下りると、休む間もなく次のイベントがやってくる。ピンポーンと、家のチャイムが鳴らされた。一体誰だ、こんな時間に。フェミナでないことは間違いない。アイツは律(りち)儀(ぎ)にチャイムを鳴らすような女ではない。警戒しながら玄関に行き、覗き穴から外を見る。そこにいたのは。

			　――この世で俺が最も嫌う、女だった。

			「おはよーございまぁぁぁぁす！　ブリュードさんいらっしゃいますかぁ!?　〝天上の眼(ヘヴンズ・アイ)〟ギルドマスターのファニー・マラードです！　取材させて頂きに来ましたぁ！　匿(とく)名(めい)でこちらのギルドに、今、学園で大注目のサティアさんが加入したという情報を得たのですが、それは本当なのでしょうか!?　ぜひぜひお聞かせ願いたいです！」

			　俺は乱暴な動作で扉を開け放ち、眼前の女を睥(へい)睨(げい)した。

			「帰れ。ぶち殺すぞ」

			「きゃー！　今日も絶好調なコミュ障っぷりですね！　ラビーちゃんどうしよう、私殺されちゃうかも!?」

			「うさうさー」

			「うんうんそうだね怖いよね！　でも私は負けないよ！　だって学園の皆が情報を待っているから！」

			　この自分勝手な物言いに虫(むし)唾(ず)が走る。俺は改めて、宿敵とも言うべき女をじっと見据えた。

			　ポニーテールに結われた、オレンジ色の髪。鼻の上に乗っかる、赤い縁の大きな伊達メガネ。首からは紐(ひも)付きのカメラを提げ、翡(ひ)翠(すい)色の瞳(ひとみ)で俺を見上げている。

			　――〝報道ギルド〟〝天上の眼(ヘヴンズ・アイ)〟ギルドマスター、ファニー・マラード。

			　奴の腕にはいつも、奇妙な生物が抱かれている。まるで太り過ぎのウサギみたいな姿をしたソレ。ピンクの体毛と、モコモコした太い胴体。そこに申し訳程度に短い手足がくっつき、頭からは異様に長い耳が生えている。名前は確か、ラビーと言ったか。未だにこいつが何なのかは、俺も知らない。

			　奴はそのデブウサギを抱え直しながら、くるりと後ろを振り向く。
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			「いいことアンタたち、よぉく覚えておきなさい！　報道は、命がけなの！」

			「はい、ファニーさん!!」

			　見ると、玄関の外には大量の学生が群がっていた。おそらく〝天上の眼(ヘヴンズ・アイ)〟に入った一年生だろう。新人教育のつもりか。ふざけんな、よそでやれ。

			　俺がこいつを嫌うのには、当然理由がある。一年前、俺の〝神(じん)通(つう)力(りき)〟が開眼した時の事件。それを面(おも)白(しろ)おかしく報道しやがったのが、こいつなのだ。当時の学内新聞の見出しは、今でも鮮(せん)明(めい)に覚えている。

			『話題の一年生、その身に宿る狂気の〝神(じん)通(つう)力(りき)〟とは!?』

			　だの、

			『〝血濡れぼっち〟、魔物を殺しながら嗤(わら)っていた!?』

			　だの、好き勝手に記事を書かれまくった。こいつのせいで俺の風評被害が広まったと言っても過言ではない。その後も事あるごとに俺の元にやって来て、新聞のネタを搾(さく)取(しゆ)しようとする。忌(いま)々(いま)しいったらありゃしねぇ。

			　ファニーは再びこちらに向き直り、

			「さぁさぁどうなんですかブリュードさん！　本当に貴方(あなた)の万年ぼっちギルドにサティアさんが入ったんですか!?　だとしたら一体どうやって！　やっぱりあの鎌で脅(おど)したんですか!?」

			「何の話だ。そんな奴知らねぇよ」

			「ふっふっふ～。とぼけたって無駄ですよぉ？　それなりの下調べがあって、ここに来てるんですから！」

			　コイツ……。一体どこから情報を仕入れたんだ。バレるにしたっていくらなんでも早すぎる。まさかフェミナがリークするわけねぇし。目撃者がいたってのか？　だとしても加入したかどうかなんて分かるわけがねぇ。

			　俺が無言でファニーの面(つら)をじっと睨(にら)んでいると、

			「何なのよ、騒がしいわね……」

			　最悪のタイミングで、サティアがトイレから出てきた。そして不審げな表情で俺の隣に立った。その姿を見た瞬間、ファニーの目がぐわっと見開かれる。

			「キタキタキタ――――!!　アンタちょっとラビーちゃん持ってなさい！」

			　興奮した様子で、後ろの連中にデブウサギを手渡す。

			「はい、ファニーさん！　……重っ」

			「うさうさー」

			　そしてカメラに目を押し当て、シャッターを切ろうとする。俺は即座に扉を閉めてやった。

			「あぁぁぁぁ！　ちょっと何するんですかブリュードさん！　せっかくのスクープなのにぃ！撮ーらーせーてー！」

			　騒がしく扉を叩いてくる。それを見ていたサティアは目の下をピクつかせながら、

			「……何、あの人。アンタの友達？」

			「んなもん俺にいるわけねぇだろ」

			「恋人？」

			「もっと有り得ねぇよ」

			「じゃあ何よ。ひょっとしてストーカー？」

			「……強(あなが)ち間違ってねぇかもな」

			　こいつの粘(ねん)着(ちやく)っぷりを表現するには、その言葉が一番妥(だ)当(とう)かもしれない。奴はなおも、人んちの庭で騒ぎ続ける。

			「くぅぅぅぅあとちょっとだったのにぃ！」

			「うさうさー」

			「あぁぁぁぁぁぁ!?　ラビーちゃんカメラ食べちゃダメっていつも言ってるでしょお!?　離しなさい！」

			「うさ、うさうーさ！　うさうさぁ！」

			「ダメったらダメ！　耳振り回さないの！」

			「ううっうー！　うさうさうっうー！」

			「ファ、ファニーさん……。そろそろ帰らないと、朝刊、間に合いませんよ？」

			「くぅぅぅぅ仕方ない、画像は昨日のを使うわ！　アンタたちよぉく覚えておきなさい！　報道は、時間との戦いなの！」

			「はい、ファニーさん!!」

			「うさうさー」

			「撤(てつ)収(しゆう)ぅぅぅぅぅ！　さぁ帰ってソッコーで記事に仕立てるわよぉぉぉ！」

			　地響きを伴(ともな)いながら、無数の足音が遠ざかっていく。俺は本当に、あの女が嫌いだ。

			　

			　二人で朝食を摂り、登校の準備を完了させる。と言っても俺は、背中に相棒たちを装備するだけなのだが。

			　サティアも綺(き)麗(れい)に髪型をセットし、ホルスターの中に〝超常銃(マギア・ガン)〟を仕舞う。そして血色の瞳(ひとみ)で俺を見上げた。

			「……で。校舎行って、何すればいいわけ？」

			「そこからかよ」

			　呆れ果て、額に手を当てながら答える。

			「今日は各学科の公開授業がある。一年はそれを見学して、自分がどこの学科に入るかを決めるんだ」

			「どこにも入りたくない人は、どうすればいいわけ？」

			「フェミナのお仕置きでも受けろ」

			「嫌よ。死んじゃうじゃない」

			「楽に死ねると思うなよ……？」

			　アイツの仕打ちは、本当に死んだ方がマシなんじゃねぇかと思う時がある。俺は溜息を吐きながら言った。

			「まぁ、もう時間ヤバイし。とりあえず行こうぜ？」

			　憂(ゆう)鬱(うつ)そうなサティアを連れて、家を出る。通学路は学生で溢れ返っていた。皆一様に同じ方を向いて歩いている。俺たちもその中に混じり、歩みを進めた。向かう先は住宅街北方の校舎群。学生は普段そこで授業を受けている。

			　サティアはなるべく目立たぬよう、道の端に寄りながら言った。

			「昨日から思ってたけど、フェミナ先生って何なの？」

			「何って？　学園長だろ」

			「そういう意味じゃないわよ。何で見た目があんなに幼いのかって訊いてるの。雷(かみなり)に変身したりするし」

			「あぁ――」

			　入ったばかりの一年生が不思議に思うのも無理はない。俺はアイツの姿を思い浮かべながら言う。

			「〝不老不死〟だ」

			「……は？」

			　サティアの口がぽかんと開かれる。

			「十歳の時に〝不(ふ)死(し)通(つう)〟の〝神(じん)通(つう)力(りき)〟が開眼して、以後、数百年生き続けてるらしい」

			「……本気で言ってるの？」

			「当たり前だろ。首斬っても死なない、心臓潰しても死なない。睡眠と食事は気分次第、別に摂らなくても死にはしない。もはや人間の括(くく)りから外れた存在だ」

			　俺も初めてそれを聞いた時は、自分の耳を疑った。サティアは呆(あつ)気(け)に取られた表情で言う。

			「ちょ、ちょっと話がぶっ飛び過ぎててよく分からないんだけど」

			「本人見ただろ。明らかに肉体と精神がつり合ってない。疑うなら、今度背後から刺してみろよ。コンマ一秒で再生しやがるから」

			　実際入学直後、俺は試しにフェミナの心臓を一突きにしたことがある。その後どんな報(ほう)復(ふく)を受けたのかは、言うまでもない。

			　サティアは脳内で必死に情報を整理している様子だった。やがてはっと思いついたかのように、

			「じゃ、じゃあ雷(かみなり)になるのは？　アレは〝神(じん)通(つう)力(りき)〟じゃないの？」

			「アレは――」

			　言いかけて、少し迷う。そう軽々しく口にしていいものか、と。この事情を知っている人間は、学園内にもそう多くはいない。

			　俺は後ろ頭をぽりぽりと掻(か)きながら言った。

			「重い話になるが、それでもいいなら」

			　サティアは目を見開き、しかしすぐさま引き締まった顔をする。

			「……話して。お願い」

			　こいつにお願い、なんて言われたのは初めてじゃないだろうか。そうまで言われて、拒否するわけにもいかないだろう。

			　俺はこくりと頷(うなず)き、彼女との距離をわずかに詰めた。そして、順を追って説明してやる。

			「――七百年前、人類史上最大の戦争が起こったのは知ってるよな？」

			「〝ヴァンナス戦争〟でしょ？　魔物の出現で終戦したっていう」

			「あぁ。ヴァンゲルト、アクィナス両国に甚(じん)大(だい)な被害が出て、文明が滅びかけた。その寸前に突(とつ)如(じよ)として異形の生物が湧き出し、人間同士で争ってる場合ではなくなったって話」

			　この世界に住む者なら常識だろう。終戦記念日は通称、〝流(る)転(てん)の日〟とも呼ばれている。殺しの対象が同族から異形へと移り変わった、象徴的な日だ。

			　しかし、と俺は逆説で続ける。

			「魔物が湧いてすぐに講和条約が結ばれたわけじゃない。長い歴史で見れば一瞬だが、そこには空白の時間が存在した。世界が最も混乱し、かつその在り様を変(へん)貌(ぼう)させた期間。フェミナは今まで生きてきた中で、この時が一番酷かったって言ってた」

			　実際どれだけ混(こん)沌(とん)としていたのかは、想像に難くない。現代でさえ、魔物が一匹街に入り込んだだけで大変な騒ぎになるのだ。警備体制も整っていない古代においては、ろくに応戦することすら、ままならなかっただろう。

			「その激動の時代の最中、世界にもたらされた物質が一つある。魔物とほぼ同時期に出現し、人類の文明を飛躍的に向上させたもの。何だか分かるか？」

			　サティアは顎に指を当て、少しの間思案に耽(ふけ)る。

			「もしかして、〝超(ちよう)常(じよう)石(せき)〟？」

			「そうだ」

			　俺は首(しゆ)肯(こう)で応えた。

			「今じゃ生活に必要なライフラインに加え、武器や防具にまで応用されている超常物質。衝(しよう)撃(げき)を与えると〝流(りゆう)水(すい)石(せき)〟は水を噴(ふ)き出し、〝炎(えん)上(じよう)石(せき)〟は炎を撒き散らす。殺しの技術が最優先とされていた時代に、そんなのが突然湧いて出たら――どうなると思う？」

			「……奪い合い、とか？」

			「それもあっただろうな。だが当時の国王は神と同義。鶴(つる)の一声で各地の〝超(ちよう)常(じよう)石(せき)〟は研究機関へと集められた。そこで真っ先に行われたのは、兵器への転用実験だ。どうにかして殺しの道具として利用できないかと、試(し)行(こう)錯(さく)誤(ご)が練られた。でも、安定して〝超常兵器(マギア・ウエポン)〟が製造できるようになったのは近代になってからだ。当時の技術であれを加工できるわけがない。困り果てた古代の連中は、狂気的な実験を開始する。――それこそが、フェミナが雷化した原因」

			　サティアの顔面から、血の気が引いていく。青ざめた唇から、微かに言葉が漏れた。

			「……まさか」

			「数百人の犠(ぎ)牲(せい)者を出した、〝人と超(ちよう)常(じよう)石(せき)との融(ゆう)合(ごう)実験〟。アイツはその、唯一の生き残りだ」

			　血色の瞳(ひとみ)が、大きく見張られる。

			「人に無理矢理〝超(ちよう)常(じよう)石(せき)〟を呑み込ませたらどうなるのか。あわよくば消化、吸収によって〝超常人間(マギア・モータル)〟へと進化するんじゃねぇか。そんな馬鹿げた実験が、本当に行われてたんだ。当然普通の人間なら即死。だが、フェミナだけは違った」

			　話している俺の方も、段々胸(むな)糞(くそ)が悪くなってくる。

			「当時のアイツは、まだ開眼したばかりだったそうだ。そんな少女を縛(しば)り付け、口を開かせ、石を流し込む。用いられたのは紫(し)電(でん)を発する〝雷(らい)鳴(めい)石(せき)〟。致死を超える電流が絶えず流れ続け、幼い体を焼き尽くした。七日七晩、破壊と再生を繰り返し、地獄の苦しみに耐え抜いた後。気付いたら、あんな体になっちまってたらしい」

			　その後フェミナは、周りにいた研究者たちを皆殺しにしたらしいが――そこまで言う必要はないだろう。因(ちな)みに今説明したのは、全てアイツの受け売りだ。でなきゃ俺がこんなにスラスラ話せるわけがない。

			　あまりにショックだったのか、サティアは言葉を失っていた。白い肌がさらにもう一段階、純白に近付いている。心なしか歩くスピードまでもが落ちていた。

			「同情してるのか？」

			「……別に、そんなんじゃないけど。ただ、可哀想だなって」

			「してんじゃねぇかよ。言っとくが、その必要は全くねぇぞ。もう七百年も前の話だし、本人だってヘラヘラしながら喋(しやべ)ってた」

			　実際はもう、当時の記憶が薄れているだけかもしれないが。サティアは顔を俯(うつむ)かせ、消え入りそうな声で言う。

			「……フェミナ先生は、強いね。あたしは、そうはなれない」

			「いや、なられたら困る。あんな最強女、一人で十分だ」

			「……そういう意味じゃないわよ、馬鹿」

			「あぁん？」

			　じゃあどういう意味だよ。そう問い質(ただ)したかったが、彼女はふいっとそっぽを向いてしまった。もう話すつもりはない、とでも言うかのように。

			　仕方なく俺も姿勢を戻し、歩く作業に専念する。気まずい空気が流れるが、どうすることもできなかった。

			　俺とサティアが一緒にいるのを見て、周りの生徒は一々驚(きよう)愕(がく)の表情を浮かべる。二人揃って黙り込んでいるせいで、奴らの会話が嫌でも耳に届いてきた。

			「くそっ、朝刊の記事って本当だったのかよ。何でよりによって血濡れぼっちなんかに……！」

			「それにしてもサティアちゃん、やっぱり可愛いよなぁ。あのムッチリした太ももがたまらん！」

			「はぁ？　お前、目ん玉大丈夫か？　あの子はモデルみてぇなスレンダー体形がウリだろ？」

			「え？　いや、お世辞にもスレンダーとは言えねぇだろ。ほど良い感じで肉ついてるし」

			「いやいや……」

			　――何をアホなことを言ってんだか。サティアはまるで慣れているかのように、微(み)塵(じん)も気にした素振りを見せない。俺もそれに倣(なら)い、黙々と歩き続けた。

			　

			　やがて前方に、堂々とそびえ立つ校舎群が現れる。学科ごとに分けられた四階建ての校舎が計六棟。その周辺には病棟や時計塔、グラウンドなどといった施設が点在している。

			　一年生はまずグラウンドに集まり、ガイダンスを受ける予定だ。その後、好きな学科の見学に行き、午後には所属先を決定する。最低戦闘学科を一つ受講すれば、掛け持ちなどは完全に自由。大体の奴は生計を立てるために、生活学科も一つは受けている。

			　俺はそんな余裕も才能もないから、フェミナの主(しゆ)宰(さい)する狂(きよう)戦(せん)士(し)科のみの受講だが。

			　大勢の学生が入り乱れる中、サティアがふと立ち止まる。そして顔をしかめながら、ぼそりと呟(つぶや)いた。

			「……人多すぎ。うざ」

			「仕方ねぇだろ。つか、お前結局どこの学科にするんだ？」

			「決めてないわよ。どんなのがあるかも知らないし」

			「パンフレット見てねぇのかよ……」

			「興味なかったから」

			　学生にとってはギルドの次に大事な選択のはずだが。俺は指折り数えて説明してやる。

			「一番人気が剣術科。次点で超(ちよう)常(じよう)騎(き)士(し)科ってとこだな。他には槍(そう)術(じゆつ)科、双(そう)剣(けん)科、弓術科とか……」

			「双(そう)銃(じゆう)科は、ないわけ？」

			「あるわけねぇだろ、んなもん」

			　〝超常銃(マギア・ガン)〟は騎士団製の最新殺傷兵器なのだ。一般には全くと言っていいほど浸(しん)透(とう)していない。

			　サティアは溜息を吐き、

			「一番人が少ないのは、どこ？」

			「……知ってるけど、教えねぇ」

			「はぁ？　教えなさいよ」

			「いや、ダメだ。そこだけは絶対にやめとけ。命がいくつあっても足りねぇから」

			　言うまでもなく、不人気ナンバーワンはぶっち切りで狂(きよう)戦(せん)士(し)科だ。なにせ俺以外に受講している生徒がいないのだから。

			　サティアは不機嫌そうに鼻を鳴らし、

			「どうせ説明聞けば分かるわね。アンタに頼るまでもない」

			　俺の傍を離れ、無数の人混みに紛れていく。

			　――まるでその瞬間を狙(ねら)っていたかのように。周囲の人影が、一斉に動き出した。

			「サティアちゃあぁぁぁぁぁぁん!!」

			「っ!?」

			　道の真ん中で突然湧き上がる、粘(ねん)着(ちやく)質な声音。俺がマズイと思った時にはすでに遅く、サティアは数十人からなる野郎どもに、取り囲まれていた。

			「な、なに……っ!?」

			　連中は一様に鼻息を荒くし、怯(おび)えるサティアへと詰め寄る。

			「何で〝孤独な螳螂(ロンリーマンテイス)〟なんかに入ったのさぁ!?」

			「脅(おど)されたんだろ？　そうなんだろ？　そうだと言ってくれ！」

			「僕が守ってあげるから！　早く移動手続きを取りに行こう！　ね、ね!?」

			　奴らの手には、〝天上の眼(ヘヴンズ・アイ)〟の朝刊が握られていた。おそらくまたファニーがろくでもないことを書いたに違いない。

			　俺は人(ひと)垣(がき)を押し退け、すぐさま彼女の元に行こうとする。しかしそれを阻(はば)むかのように、数人の男子生徒が立ちはだかった。顔面を蒼(そう)白(はく)にしながら、両腕をぐっと広げてくる。

			「い、いい行かせないぞ血濡れぼっち！」

			「彼女を解放しろ！　この加入は絶対に認められない！」

			　俺は迷うことなく背中の黒鎌を握り締め、奴らに突き付けた。

			「……どけ。刈(か)るぞ？」

			「ひぃぃぃぃぃぃぃ！」

			「やっぱり怖えぇぇぇぇ！」

			　途端に涙目になり、ぱっと道を空ける。泣くくらいなら最初からやらなきゃいいんだ。俺はズカズカと歩を進め、連中の輪の中に入り込んだ。

			「おい！　足止め部隊は何やってんだぁ!?」

			「テメェが何やってんだよ、あぁん？」

			　主犯格らしき茶髪の三年生の胸倉を掴(つか)み、捩(ね)じ上げる。

			「は、離せ！　こんなふうにサティアちゃんも脅(おど)したんだろ!?」

			「なわけねぇだろ」

			　脅(おど)されたのはむしろ俺の方だと言ってやりたい。茶髪男は苦しそうに表情を歪(ゆが)ませながら、

			「嘘をつけ！　これが証拠だ！」

			　俺の眼前に新聞を突き出す。そこには昨日俺が自宅前でサティアを押さえつけた時の写真が、デカデカと掲載されていた。

			　俺は思わず唇を噛み締める。よりによってこの時かよ。ピンポイントで誤解されるようなシーンを使いやがって。もはや弁解するのも面倒になり、男の面(つら)をじっと睨(にら)む。

			「だったら本人に訊いてみろ。それが一番手っ取り早ぇだろ」

			「言われなくても彼女は僕たちが保護して……アレ？」

			　茶髪男はばっと首を振り返らせる。しかし先ほどまでそこにいたはずのサティアは、忽(こつ)然(ぜん)と姿を消していた。騒ぎの隙(すき)を突いて、上手く逃げ出したようだ。

			「い、いない!?」

			「残念だったな。不要だってよ」

			　言いながら、掴(つか)んでいた手を離す。そして相棒を背へと戻した。

			　男は驚いた顔で周りの仲間に食ってかかる。

			「お、おい！　彼女はどこへ行ったんだ！」

			「そ、それが……！　凄い勢いでダダッと走って行っちゃって……！」

			「なにぃ!?　きっと恥ずかしがっているんだ、すぐに追いかけろ！」

			「は、はいぃ！」

			　連中はアホなことを抜かし、グラウンドの方へと散って行く。俺はそれをうんざりしながら見送った。

			　分かり切っていたことだが、やはりサティアの人気は凄(すさ)まじい。ギルドが決定したとはいえ、正当な理由があれば移動は自由。ゆえにまだまだ諦め切れない連中が彼女を狙(ねら)うのは、十分考えられる。

			「大丈夫かな、アイツ……」

			　誰ともなく呟(つぶや)く。逃げ慣れてはいるようだが、心配せずにはいられない。俺も様子を見に行くべきだろうか。

			　しかし、無常にも始業五分前を示す予(よ)鈴(れい)が鳴り響く。騒動を遠巻きに見ていた連中も、慌てた様子で動き出した。新学期早々遅刻したとあっては、フェミナに半殺しにされかねない。

			　俺は後ろ髪を引かれながらも、その場を後にした。

			　

			　狂(きよう)戦(せん)士(し)科には、教室が用意されていない。

			　設立当初は存在したらしいが、興味本位で受講した生徒がことごとく辞めてしまい。場所が勿(もつ)体(たい)ないという理由で、他の学科へと明け渡されたらしい。

			　ゆえに俺の授業は、一号館と二号館の間にある中庭で行われている。中庭と言っても、広さは十分だ。ちょっと暴れ回るくらいであれば何の問題もない。

			　なぜそこなのかと言うと、緊急時、すぐにフェミナへ連絡が行くようにするためらしい。

			　俺はいつもの場所へと、足早に向かう。角を曲がると、待ち合わせ場所である大木が目に飛び込んできた。その根元には、フェミナが退屈そうな表情で佇(たたず)んでいる。

			「やべっ」

			　アイツは待たされるのを極端に嫌う。俺は慌てて駆け出した。草の大地を踏みしめていると、それに気付いたフェミナがくいっと顔を上げる。今日も派手なゴスロリを着用していた。

			　俺が傍(かたわ)らにたどり着くと、不敵に口角を吊り上げて言う。

			「師匠を待たせるとは、お前も随(ずい)分(ぶん)偉くなったもんだな」

			「いや、今日は色々とトラブルが多発したんだよ……！」

			「ひゃひゃひゃ。相変わらず下手な言い訳しやがって」

			「本当だって。ついさっきも絡まれたんだぞ。サティアを引き抜こうとする連中に」

			　それを聞き、フェミナはわずかに眉(まゆ)をひそめた。

			「……そいつら、どんな様子だった？」

			「は？」

			　質問の意味が分からない。俺が聞き返すと、奴はずいっと幼い顔を寄せてくる。

			「どんな様子だったかって訊いてんだ」

			「いや、別に……。やけに必死だなぁとは思ったけど」

			　そんなくだらねぇこと訊いてどうするのだろうか。俺の内心とは裏腹に、フェミナは難しい顔で腕を組んだ。そして数秒沈(ちん)黙(もく)した後、

			「お前は、何ともねぇんだな？」

			「何なんだよ、さっきか……痛ってぇ!?」

			　口答えしようとした瞬間、右腕に激痛が走る。見ると、フェミナが電流を帯びた手で俺の腕を握り締めていた。

			「黙って質問にだけ答えりゃいいんだ。次は急所掴(つか)むぞ？」

			「か、勘(かん)弁(べん)してくれ……！」

			　こいつなら本当にやりかねない。最悪の場合、性別が変わる恐れすらある。俺はフェミナを振り払い、逃げるように距離を取った。

			「ふん。その様子なら問題なさそうだな」

			「何の話だよ……！」

			「分からねぇか？」

			「分からねぇよ！」

			「鈍感な野郎だ」

			「あぁん!?」

			　こいつはいつも、こうやって核心をはぐらかす。今の問いに何の意味があったってんだ。全く分からない。

			　フェミナは長い金髪を耳にかけながら、

			「んで、結局どうやって追い払ったんだ？」

			「……サティアが自力で逃げ出した。でも、あの様子じゃまた絡まれてそうな気がする」

			　今も心配で仕方なかった。アイツは俺と同じく極度のコミュ障だから。あまりしつこく詰め寄られると、うざい、死ねとか言って〝超常銃(マギア・ガン)〟をぶっ放しかねない。

			　俺の心情を察したかのように、フェミナは言う。

			「お前が心配する必要はねぇ。他の教師に目を光らせておくよう言ってある」

			「なんだよ、随(ずい)分(ぶん)気に掛けてくれるんだな」

			「……そうせざるを得ないからな」

			「……？」

			　何を考えているんだ。奴の真意を読むことができない。俺が訝(いぶか)しんでいると、フェミナは気持ちを切り替えるかのようにふっと息を吐いた。

			「ホームルームは終わりだ。早速春休みの課題の成果を見せてもらおうじゃねぇか」

			「課題？　んなもんあったっけか？」

			「……焼き殺されてぇのか」

			　黄金色の瞳(ひとみ)でじろりと睨(にら)まれる。同時に背筋が凍(こお)るほどの殺気を発せられた。

			　マズイ、何も覚えていない。進級試験を突破するのに必死で、その前後の記憶が曖(あい)昧(まい)なのだ。おまけにちょうどその頃、解散についても告げられ、課題なんて言葉は虚(こ)空(くう)の彼方に素っ飛んでいた。

			　俺は冷汗をかきながら、必死に取り繕(つくろ)う。

			「あ、あー。あれだろ、あれ。ははっ、もちろんばっちりに決まってんだろ」

			「ほう……。なら、やってみせろ」

			　フェミナは凶悪な笑みを浮かべ、俺から十メートルほど距離を取る。それを見て、ようやく思い出した。春休みになる間際、言い渡された課題について。

			　一年時は体力作りや魔物との戦い方など、基本的なことを叩き込んだ。二年からはその発展形――〝超常武芸(マギア・アーツ)〟の習得を中心に行っていく。

			　そうフェミナは言っていた。

			〝超常武芸(マギア・アーツ)〟とはその名の通り、超常的な技術の総称だ。発動に必要なのは鍛(きた)えられた肉体と、もう一つ。揺ぎない意志の力。

			　自らが起こす現象を明確にイメージし、決して疑わないこと。常識から外れた技ほどイメージしにくい、即(すなわ)ち難度が高いと言われている。

			　なぜそんなことが起こせるのか。俺もまだ詳しくは教わっていない。フェミナ曰(いわ)く、人と世界がそういうふうにできてるから、らしい。

			〝超常武芸(マギア・アーツ)〟は〝神(じん)通(つう)力(りき)〟と違って、訓練すれば誰でも扱える。その代わり、技の威力や形態は十人十色らしいが。

			　手始めとして俺はフェミナに、〝遠(とお)斬(ぎ)り〟という技の習得を命じられた。これは読んで字の如く、遠く離れた空間を切り裂(さ)く技だ。遠距離攻撃を仕掛けてくる敵と対(たい)峙(じ)した時に重宝するらしい。

			　春休みの課題は、そのイメージを膨(ふく)らませておくこと。そして不安定でもいいから、ある程度の感覚を掴(つか)んでおくこと。解散問題で切羽詰っていた俺は、そんなことなど記憶にすら残っていなかった。

			　――非常にマズイ状況である。

			　俺は風に金髪を揺らしながら立つフェミナを、じっと見据えた。無表情で腕を組み、試すような視線を送ってくる。大(おお)見(み)得(え)を切った手前、失敗したら何をされるか分かったもんじゃない。

			　緊張から生唾をごくりと飲み込んだ。震える手で黒の大鎌、アブソリッカーを構える。俺の意識とは対照的に、相棒は常と同じく鈍い光を湛(たた)えていた。まるで早く血を吸わせろと言っているかのようだ。

			　まず、脳内でイメージを膨(ふく)らませる。遠く離れた空間――即(すなわ)ちフェミナの柔肌を、ここから一歩も動かずに切り裂(さ)く。

			　本当にできるのか、そんなことが。一度だけフェミナに手本を見せられたが、未だに半信半疑だった。全くと言っていいほど、ビジョンが浮かび上がらない。

			　――こうなりゃ自(や)棄(け)だ。きっとどうにかなるだろう。投げやりな感情で、相棒を振り被る。目線はフェミナから外さない。あの細い首を、掻(か)っ切るイメージ……！

			　果たして黒き刃は、ぶおんと鋭い音で空気を裂(さ)いた。しかしそれ以外に何も起こることはない。傍から見れば、素振りでもしているように見えただろう。

			「……」

			「……」

			　フェミナの顔が、歪(ゆが)んでいく。にっこりと、笑顔を浮かべる。あぁ、そのままなら見た目相応で可愛い……、

			「ぶぐっ!?」

			　次の瞬間。バチッと放電の音が響き、奴が目の前に瞬間移動した。思考が追いつく間もなく押し倒され、胸板を踏み付けられる。

			「ま、待て待て、落ち着け！　お前パンツ丸見えだぞ!?」

			「ひゃひゃひゃ。冥(めい)土(ど)の土産(みやげ)だ、目に焼き付けておけ」

			「い、や、だぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

			　電流が全身を駆け巡る。赤の逆三角形が上下左右に揺れ動く。いや、実際に動いているのは俺の方だった。まるで水揚げされた魚のように、ぶるぶるとのた打ち回る。

			　痛いなんてもんじゃない。全ての思考が消し飛ぶレベルだ。なぜ春休みの間に練習しておかなかったのだろう。後悔の念だけがぐるぐると回り続けた。

			　ようやくお仕置きが終わった時、俺はまるで踏み潰された蛙(かえる)のように平伏していた。しばらく立ち上がれそうにない。その俺の上に、フェミナが馬乗りになる。

			「見え透いた嘘つくからだ、バカ」

			「しょ、正直に言ったら……許してくれたのかよ……」

			「なわけねぇだろ」

			「だろうなぁ……！」

			　だったら一(いち)縷(る)の望みに賭けた方がマシだ。フェミナは俺の頬をつんつんと突きながら、

			「〝超常武芸(マギア・アーツ)〟も使えねえんじゃ、その辺の雑魚(ざこ)と大差ねぇぞ」

			「だって、意思がどうとか言われてもよく分かんねぇんだよ……！」

			「難しく考える必要はねぇ。絶対にぶち殺す。その意思を描いたイメージと重ねて解放しろ。そうすりゃ世界の方からお前に応えるようになる」

			「そう言われてもな……」

			　絶対にぶち殺す。少なくともフェミナ相手にそんなこと、思えるはずがなかった。

			　俺の気を知ってか知らずか、奴は顔を近付けて囁(ささや)く。

			「鍛(たん)錬(れん)をサボった分、今日はみっちりしごいてやるからな。そのうち見学の連中も来る。無様な姿だけは晒(さら)すなよ？」

			「……全身火傷(やけど)を負ったから早退させてくれ」

			「ひゃひゃひゃ。認めるわけねぇだろ、バカ」

			　――また、こんなのが毎日続くのか。そう思うと、今から気が重かった。

			　

			　授業開始からおよそ三時間。ギャラリーの数は増えに増え続け、優に数百人を超えていた。一年生の半数近くは集結しているのではないだろうか。

			　皆一様に目を見開き、絶句している。無理もない。入学直後にこんなふざけた戦闘を見せられれば、誰だってそうなる。

			「ひゃひゃひゃひゃ！　遅ぇ、遅ぇぞブリュード！」

			　甲(かん)高(だか)い笑い声を上げながら、フェミナが雷速で宙を舞う。俺が一瞬でも姿を見失うと、すかさず稲妻を打ち込んでくる。反撃の暇なんてありゃしない。

			「ちょこまか動きやがって……！」

			　悪態をつくと同時に、再び雷撃が飛んできた。視界が黄金に染まり、耳をつんざく轟(ごう)音(おん)が轟き渡る。俺は咄(とつ)嗟(さ)にアブソリッカーを前に突き出した。直後、分厚い刀身に一筋の線が激突する。衝(しよう)撃(げき)で体全体が揺さぶられた。

			　しかし、俺が感電することはない。刃の中央に黒い波紋が浮かび上がり、エネルギーを全て吸収する。

			　これで安心することはできない。案の定、その隙(すき)をついてフェミナが瞬間移動する。放電の音が背後で響いた。振り返る暇はない。左腕だけを瞬時に後方へ振るう。握られているのは、アブソリッカーと対を成す白鎌リディエイター。

			　白き刃が弧を描き、獲物を狩らんと突き進んだ。しかし、それがフェミナに届くことはなかった。金属同士がぶつかったかのような、重い感触。

			　身を翻(ひるがえ)すと、悪戯(いたずら)っ子のような笑みを浮かべたフェミナがいた。腕からは剣状の雷(かみなり)が長く伸びている。その刀身に、リディエイターは難なく受け止められていた。

			「この程度か」

			　バチッと稲妻が走り、奴の右腕からもう一本の剣が伸びる。それをノーモーションで俺に突き刺そうとしてきた。狙(ねら)いは、心臓。くらえば間違いなく死ぬ。

			「っ……！」

			　筋肉の限界を超える速度で腕を動かした。アブソリッカーを死ぬ気で差し込む。ガキン、と甲(かん)高(だか)い音が響き、体からわずか数ミリの距離で雷(らい)剣(けん)は止まった。密着するような形で、幼き顔と睨(にら)み合う。

			「殺す気か、ババァ……！」

			「当たり前だろ。でなきゃ授業の意味がない」

			「本当に死んだらどうすんだよ！」

			「安心しろ。お前はこの程度じゃ死なない」

			　相棒たちがメキメキと軋(きし)むほど、全力で鍔(つば)迫(ぜ)り合う。フェミナはまだ余力がありそうだが、俺はこれが精一杯だった。この細い腕のどこにそんな力があるんだか。物理的におかしいだろ。

			　フェミナは白い歯を覗かせながら、ふと俺の後方に目をやった。そして何かを思いついたかのように、にやりと笑う。

			「もうすぐ授業時間が終わる。受け止めてみろ」

			「何するつ」

			　最後まで言うことは、叶わなかった。

			　フェミナの白い足が、空を切る。目が追いつく前に、腹部に激痛が走り、体が浮かび上がる。世界が歪(ゆが)む。俺は渾(こん)身(しん)の力で、蹴(け)り飛ばされた。

			「ぐ、がっ……！」

			　胃液と唾(だ)液(えき)が口から漏れ出る。まるで石ころのように吹っ飛んで行く。俺は霞(かす)む目で遠ざかるフェミナを見た。何かやろうとしている。両手を上段に振りかぶっている。まさか――

			　俺は悲鳴を上げる体を強引に動かした。黒白の相棒をクロスして構える。その直後だった。

			　ブオンと異質な音が響き、眼前に斜めの線が浮かび上がる。高速で移動しているにもかかわらず、正確に俺めがけて降ってくる。この光景は見覚えがあった。震える唇で呟(つぶや)く。

			「〝遠(とお)斬(ぎ)り〟かよ！」

			　それと同時に、同じような線が何本も現れた。十、二十、それどころじゃない。目に見える範囲全てが斬(ざん)撃(げき)で埋め尽くされる。

			　ヤバイ、と脳が認識するよりも速く、無数の斬(ざん)撃(げき)が雨のように降り注いだ。

			「くっそばばぁぁぁぁぁぁぁ!!」

			　上下左右ありとあらゆる方向から、即死の剣(けん)閃(せん)が迫る。俺は飛ばされた体勢のまま、二本の相棒を鬼のように振るった。一撃、一撃が信じられないほどに重い。少しでも気を抜けば八つ裂(ざ)きにされる。

			「ひゃひゃひゃ！　どーだ、使ってみたくなっただろ！」

			　想像以上にタチが悪い。どこから襲ってくるのか、直前まで分からないのだ。普通の雷撃の方が幾分マシに思えてくる。

			　俺は必死に目を凝らし続けた。フェミナの癖(くせ)は大体頭に入っている。右、左下、フェイントを交えて左上。火花を散らしながら、どうにか斬(ざん)撃(げき)を捌(さば)いていく。

			　いける、のか。わずかな希望を見出した、瞬間。

			　――がら空きだ。フェミナにそう、言われた気がした。

			「ぐっ!?」

			　奴が両手を前に突き出す。同時に極大の斬(ざん)撃(げき)が真正面に現れる。まさに俺の両腕が開き切ったタイミングで。相棒たちは、間に合わない。

			　どうする。防ぐことは不可能だ。だが攻撃が突きである以上、対処のしようはある。俺はそれ以外の全ての斬(ざん)撃(げき)を弾いた直後、空中で体全体を限界まで反らした。背骨が折れるくらい痛む。だが、こうするしかない。

			　バチバチと喧(やかま)しい音を奏(かな)でながら、俺の頭上数ミリの所を突きが通過する。前髪を数房持っていかれた。だがそれ以外は無傷で突破する。へっ、どんなもんだ。ざまぁみやがれクソババァ。心の内で密かに嘯(うそぶ)こうとして――、

			　はっと気付く。やべぇ、この体勢でどうやって着地するん、

			「べごぐぼくでぱぁ!!」

			　地面に激突した。

			　舌を噛む。後頭部が擦れる。ぐるぐると回転する。相棒たちが素っ飛んで行く。口中に草と血の味が広がる。

			　――最悪だ。体のあちこちに擦り傷切り傷を作って、ようやく停止する。髪の毛が焦げたような臭いがした。これで禿(は)げたら絶対に許さねぇ。

			　まるでノックアウトを示すかのように、授業終了の鐘が鳴り響く。こんなにボロボロにされたのは久しぶりだ。仰向けで大の字になったまま、一歩も動けそうにない。

			「……何やってんの、アンタ」

			　呆れたような声が、真上から掛けられる。ゆっくり瞼(まぶた)を開くと、怪(け)訝(げん)な顔をしたサティアがそこにいた。

			「見りゃ分かんだろ。ボコボコにされてんだよ」

			「……威(い)張(ば)って言うことじゃないでしょ」

			　彼女は溜息を吐き、俺の隣にしゃがみ込んだ。そして傷だらけの腕をそっと掴(つか)む。一体何のつもりだ。俺が無言で見詰めていると、あろうことか、自分の胸元へ導こうとしているではないか。

			　俺は痛みなんて忘れ、慌てて飛び起きた。

			「なぁにしてやがんだテメェ！」

			「さっさとセクハラしなさいよ。もう疲れたから出て行きたいの」

			「あぁん？」

			　疲れたってどういう意味だ。問おうとして、口を噤(つぐ)む。落ち着いてよく見てみると、サティアも俺と同じくボロボロになっていた。

			　靴底には泥や土が付着し、体の至る所に草や葉の欠片(かけら)が張り付いている。髪は艶(つや)を失い、顔も今朝(けさ)よりやつれたようだ。

			　俺はよもやと思い、問い質(ただ)す。

			「――ずっと逃げ続けてたのか？」

			「……」

			　何も言おうとしない。流石(さすが)の俺でも分かる。その沈(ちん)黙(もく)は、肯定と同義だ。

			　しかしこの時間に自由に動けるのは、一年生だけのはず。入ったばかりの彼らが勧(かん)誘(ゆう)戦争に加担するとは考え辛い。つまりそれとは別、個人的な好意で追い回されたということになる。

			　――異常、と言わざるを得ない。いくらサティアが人気とは言え、まさかここまでとは予想していなかった。

			　俺が何と声を掛けるべきか考えていると、バチッと閃(せん)光(こう)が走り、傍(かたわ)らにフェミナが瞬間移動してきた。そして短い腕を腰に当てる。

			「サティア、どこに入るか決めたか？」

			「ちょ、ちょっと待ってくれフェミナ。こいつは……」

			　気を利かせて止めようとする。しかし黄金色の瞳(ひとみ)でずいっと睨(にら)まれた。まるで黙ってろ、とでも言うかのように。

			　サティアは純白の髪をだらんと垂らし、顔を俯(うつむ)かせたまま答える。

			「……いいえ」

			「そうか。なら〝狂(きよう)戦(せん)士(し)科〟に入れ。あたしがみっちり鍛(きた)えてやる」

			「お、おい！」

			　会話に割り込もうとして、再び視線で制される。サティアがこのスパルタに付いて来られるわけがない。俺は彼女が痛めつけられる姿なんて見たくなかった。

			　しかしフェミナに本気で威(い)圧(あつ)されては何も言えない。俺が仕方なく口を閉じると、サティアは投やりな口調で言った。

			「どこでもいいです。どうせ勝負に勝ったら、すぐに学園辞めるので」

			「ひゃひゃひゃ。そうか、なら決まりだ。細かい処理はあたしの方でやっておく」

			　俺はいても立ってもいられなくなり、フェミナの肩を掴(つか)んだ。そのままぐいっと引っ張り、サティアから距離を取る。

			「……何考えてんだ、テメェ」

			「あたしの目の届くところに置いておく。それしかないと判断した」

			「それでどうにかなんのかよ」

			「授業時間はな。だが、それ以外の時に守ってやるのはテメェの役目だ」

			　言って、今度は逆にフェミナが俺の腕を引っ掴(つか)む。そしてズルズルとサティアの元まで引き戻された。

			「本格的な授業は明日から始める。お前ら、午後は買い物でも行って来い。ろくに着る物も持ってねぇんだろ？」

			　確かにサティアは制服以外に何も所持していない。色々と買い揃える必要はあるだろう。

			　俺は釈(しやく)然(ぜん)としない気分のまま、深く息を吐いた。

			　

			　学園商店街には、様々な店(てん)舗(ぽ)が軒(のき)を連ねている。その規模は、もはや一つの街と言っても過言ではない。飲食店から雑貨屋、服飾店に鍛(か)冶(じ)屋。他にもメイド喫茶や猫カフェなど、一風変わった店も存在している。もはや何でもありだ。

			　商人側としても警備が厳重であり、かつ労働力が豊富ということで、アミックスハートには出店しやすいようだ。そんな背景もあって、市場規模だけで言ったら王都に勝るとも劣らない。

			　時刻は午後になり、俺とサティアは揃って買い出しに出向いた。当初は乗り気でなかった彼女だが、俺が全部金を出すと言ったら途端に態度を一変させた。購買欲と絡まれる可能性を天秤に掛けた結果、前者に軍配が上がったらしい。一度自宅に戻って大量に金を補充させられた後、こうして二人で出掛ける運びとなったのだ。

			　まだ授業を受けている生徒もいるので、人通りはさほど多くない。かと言ってもちろん零ではないので、好奇の視線をちょいちょい浴びせられる。そのたびにサティアは顔を背け、俺はぐわっと睨(にら)みを利かせた。

			「……アンタと一緒にいると、皆逃げてくわね」

			「俺の悪評も、たまには役に立つもんだな」

			「言っとくけど、全然褒(ほ)めてないわよ。呆れてるだけだから」

			「……さいですか」

			　喜んでいいやら、悲しんでいいやら。しかし俺が付いてるだけでサティアを守れるなら、それに越したことはない。彼女の表情もさっきと比べて少し穏やかになった気がした。

			　石畳を淡々と歩いていると、やがて飲食店のエリアに差し掛かった。学園商店街は大まかに中央部が飲食エリア、東側が鍛(か)冶(じ)エリア、西側が雑貨エリアというふうに分かれている。西側に行くには中央のメインストリートを突っ切って、噴水広場から向かうのが一番分かりやすい。

			　道の両脇から食欲をそそる匂いがこれでもかと漂(ただよ)ってくる。未だに昼食を摂っていないのだ。ここらで何か買い食いでもするべきだろうか。

			　少し遅れて付いてくるサティアをチラリと見る。終始俯(うつむ)きがちだった彼女だが、この一帯に入ってからは視線をやや上向けていた。多分こいつも腹が減ってんだろうな。これだけ誘(ゆう)惑(わく)されれば、誰だってそうなる。

			　俺は何か手頃な店はないかと、視線を泳がせた。おそらくこいつの性格からして、席に着いてがっつりありつくのは好まない。であれば、歩きながら食べられる物が良いだろう。

			　すると丁度良いところに、ホットドッグの店があった。外部の人間らしきおっさんが、ジュージューとソーセージを焼いている。特に並んでいる様子もないし、ここでいいだろう。

			　俺はわずかに首を振り返らせ、言う。

			「ホットドッグ、食うか？　腹減ってるだろ？」

			　サティアはピタッと立ち止まり、血色の瞳(ひとみ)でじっと俺を見詰めた。

			「……なに、あたしがソーセージ食べるの見て興奮したいってわけ？　変態」

			「何でそうなんだよ!?」

			「それで性欲を満たそうって作戦なんでしょ。相変わらず姑(こ)息(そく)な手を使うのね」

			「お前は俺を何だと思ってんだ……！」

			「敵。戦闘狂。ぼっち。殺(さつ)戮(りく)者。変態」

			「合ってねぇ。ぼっちしか合ってねぇ！」

			　相変わらずな態度に辟(へき)易(えき)しつつ、おっさんからホットドッグを二つ購入する。

			「ほれ」

			　俺が手渡したそれを、サティアは無言で受け取った。女の子らしく両手で持ち、しげしげと眺める。

			　直前に変なことを言われたせいで、その姿がやけにいやらしく見えてしまった。悟られぬよう踵(きびす)を返し、歩き出す。そのまま大口を開けて頭からガブリと齧(かじ)り付いた。うむ、値段の割には結構美味い。

			　半分ほど口に含み、モグモグ咀(そ)嚼(しやく)していると、

			「きゃーたいへーん」

			　思わず吹き出しそうになるような棒読みで、サティアが声を発した。今度は何を企んでいるんだ。嫌な予感しかしない。俺が怖(お)ず怖(お)ずと振り返ると、

			「ソーセージが谷間に落ちちゃったぁ」

			　奴はわざわざ制服をはだけさせ、豊満な胸の上部を露わにし、その谷間にテカったブツを突っ込んでいた。俺が反応したのに気付くと、わざとらしくさらに強調してみせる。

			「ぶりゅーどぉ、取ってぇ？」

			　挙句の果てにはこの猫撫で声だ。俺は頬をぴくぴくと痙(けい)攣(れん)させながら言う。

			「食い物を粗末にすんじゃねぇよ……！」

			「はぁ？　アンタがしぶといのが悪いんでしょ。もちろん敗北を認めさせたらちゃんと食べるわよ」

			「その程度で俺は屈しねぇ。巨乳フェチってわけでもあるめぇし」

			「じゃあなに、ロリコンってわけ？　キモッ」

			「ちっげぇよ！　むしろ年上のが好みだ！」

			　何で白昼堂々、道の真ん中で性(せい)癖(へき)を暴露しなきゃならねぇんだ。案の定、周囲の学生からこれでもかと視線を浴びせられる。

			「はぁぁぁぁぁくそっ！」

			　いても立ってもいられなくなり、俺は歩き出そうとする。しかし右腕をサティアにぐっと掴(つか)まれた。

			「ちょっと待って、アンタやっぱりおかしくない？　巨乳好きってわけじゃないんでしょ？」

			「何回言わせるんだよ……！」

			「じゃあ何でそう見えてるわけ？」

			「あぁん？」

			　また意味の分からんことを言いやがって。無視して行こうとするが、サティアは手を離そうとしない。観念して振り返ると、やけに真剣な表情でこちらを見詰めていた。

			「おかしい。絶対におかしい。どういうことなの……？」

			「何がだよ」

			「アンタの存在全部」

			「俺の親に謝れ」

			　母親が腹痛めて死ぬ思いで産んでくれたんだぞ。それを全否定するのは許さねぇ。

			　まったく本当にこいつの頭の中はどうなってるんだろうか。何を考えているのかさっぱり分からん。掻(か)っ捌(さば)いて覗いてやりたいくらいだ。

			　その後もホットドッグ片手に睨(にら)み合っていると。不意にサティアが俺の後方に目を移し、小さく声を漏らす。

			「あ……」

			「あぁん？」

			　気になって俺も振り返ると――驚(きよう)愕(がく)のあまり、言葉を失った。あの人が、こちらに向かって歩いて来ていたのだ。彼女は俺たち、というよりサティアに気付くと、元気よく片腕を突き上げる。

			「あれれ～～っ！　サティアちゃんだぁ！　こーんにちはぁ！」

			　良く通る透き通った声音。歩くたびに揺れるピンクの長髪。洗練された完(かん)璧(ぺき)なプロポーション。学園のトップに君臨する、最高の美少女。

			　〝アミック・アミューズメント〟のギルドマスター、メリスちゃんがそこにいた。

			　彼女は軽快な足取りで俺たちの元へと駆け寄ってくる。それを見ただけでも、俺はどうにかなってしまいそうだった。心臓が煩(うるさ)いくらいに鼓(こ)動(どう)を速める。こんなに近くで彼女を見たのは、入学以来初めてだった。

			　スタン、と小気味良い音を立てて立ち止まり、その端(たん)整(せい)な顔でにこっと笑う。

			「偶然だねぇ！　これからお買い物？」

			「え、えぇ。まぁ……」

			　サティアは珍しくしどろもどろになっていた。心なしか表情も引きつっている。質問にだけ短く答えると、俺の背後にさっと隠れた。俺はメリスちゃんに聞かれぬよう、小さく問いかける。

			「お前、この人と知り合いなのか……？」

			「別に。昨日勧(かん)誘(ゆう)されただけ」

			　言われて思い出す。そう言えばあの野外ライブの時、俺が殴り飛ばした連中が、そんなことを話していた気がする。フェロモンちゃんと呼ばれる一年生が、〝アミアミ〟の勧(かん)誘(ゆう)を蹴(け)ったと。やはりアレはサティアのことだったらしい。

			　メリスちゃんは不思議そうに俺を振り仰(あお)いだ。真珠のような美しい瞳(ひとみ)で、じっと見詰められる。無論、一秒たりとも目を合わせていられない。俺は反射的に顔を逸らした。しかしメリスちゃんは、その先にすっと体を割り込ませてくる。

			「あれれ～～っ！　ブリュードさんだぁ！　いつもメリスたちのライブに来てくれてるよねっ！」

			「え、あ、いや、え」

			　無理。頭の中が真っ白になる。逃げるように方向転換。しかし同じように回り込まれ、執(しつ)拗(よう)に目を合わせようとしてくる。

			「なぁんで見てくれないのぉ？　メリス、可愛くないかなぁ？」

			「いや、そんなことはないですけど……！」

			　自然と敬語になってしまう。フェミナに対してすらタメ口なのに。どう足掻いても彼女と普通に会話できる気がしない。

			　日頃の鍛(たん)錬(れん)の成果を活かし、ヒュンヒュンと体を動かし続ける。やがてメリスちゃんは付いて来られなくなり、頬をぷくっと膨(ふく)らませた。

			「もう～～っ！　酷いよぉブリュードさん！　メリス怒っちゃうもん、ぷんぷんっ！」

			「……うざ」

			　ぼそっとサティアの呟(つぶや)きが耳に届く。おいヤメロ。もし聞こえてたらどうするつもりだ。

			　幸いにもメリスちゃんの鼓(こ)膜(まく)にまでは到達しなかったようで、彼女は舌をペロッと出しながら言った。

			「えへへ、ごめんね？　デートの邪魔しちゃったかなぁ？」

			「なっ……！」

			「デッ……！」

			　二人同時に息を呑む。デートだなんて、そんな馬鹿な。あまりに酷いリアクションをしたせいか、メリスちゃんは小首を傾げる。

			「あれれ～～、メリス変なこと言ったかなぁ？」

			　俺が答えるよりも先に、サティアが一歩前に踏み出した。

			「違いますから！　勘違いしないで下さい！」

			「あれれ～～、そうなの？　でもサティアちゃん、その格好……」

			　言わずもがな、彼女の視線はサティアの谷間に注がれていた。未だ抜群の安定感で挟まり続けるソーセージ。ケチャップとマスタードで艶(なま)めかしく汚れた柔肌。見方によってはサティアが俺を誘(ゆう)惑(わく)しているように見えなくもない。いや、実際そうであるのは間違いないのだが。

			「ち、ちがっ……！　これは……！」

			　今さらになって恥ずかしさが込み上げてきたのか、急激に頬を赤らめる。そして凄(すさ)まじい速度でソーセージを抜き取り、元のポジションへと戻した。それを見ていたメリスちゃんは神妙な顔つきで頷(うなず)き、そっとサティアの肩に手を置く。

			「隠さなくてもいいんだよ？　恋愛禁止のメリスの分まで、頑張って！」

			「だから違いますからぁ！」

			「メリスはずっと応援してるよ！　だってサティアちゃんの見た目、メリスとそっくりなんだもん！　他人事とは思えないよ！」

			「っ……！」

			　――何だって？　鈍(どん)器(き)で殴られたような衝(しよう)撃(げき)が走る。サティアとメリスちゃんがそっくりなんて、そんな馬鹿な。髪色も体型も顔つきもまるで違う。共通しているのは可愛いという点くらいだ。何かの暗(あん)喩(ゆ)でそう言ったのか？

			　俺が問い質(ただ)そうとした瞬間、サティアに思い切り突き飛ばされた。奴は顔を俯(うつむ)かせながら、酷く低い声で言う。

			「……すみません、もういいですか。急いでいるので」

			　その言葉には、有無を言わせぬ気迫が込められていた。メリスちゃんは呆(あつ)気(け)に取られたように一瞬言葉を失い、

			「う、うん！　ごめんね、本当に邪魔しちゃって！　二人ともまたライブに来てくれると嬉しいな。それじゃあ！」

			　逃げるように去って行った。サティアは彼女を見送ろうともせず、ズンズンと歩き出す。俺は慌ててそれを追った。

			「さっきの……」

			「何も言わないで。殺すわよ」

			　昨日初めて会った時と同じ、強烈な殺気。それを隠そうともせず全身から発する。拳をぎゅっと握り締め、ホットドッグは歪(ゆが)んでしまっていた。動揺しているのか、指先が震えているのが分かる。

			　彼女が何かを隠しているのは明白だった。しかしそれが何か聞き出せるわけもなく。俺は無言のまま、ただ彼女の後ろを歩くことしかできなかった。

			　

			　その後の時間は地獄だった。そこには二つの意味が込められている。一つは無論、何時間もサティアと気まずい空気を共有したという点。そしてもう一つは――。

			「いくらなんでも買い過ぎだろ……！」

			　自宅の玄関先に並べられた無数の買い物袋。俺はその大海の中心に立ち、頭をぐしゃぐしゃと掻(か)き毟(むし)った。パンパンに膨(ふく)れていた財布を引っ繰り返すも、出てくるのはわずかな小銭のみ。約一か月分の生活費が、たった一度の買い物で全て吹っ飛んでしまった。

			　多少食糧や生活必需品も買ったりはしたが、全体の一割にも満たない量だ。残りの九割はサティアの服やら家具やら化粧品やら、その他諸々と化して消えた。

			　俺が強く言えないのをいいことに、挙句の果てにはこのうざったいぬいぐるみまで買う始末。俺はその邪魔なだけの物体を持ち上げ、腹部を思い切り圧迫してやる。

			『うさうさー』

			　途端に響き渡る間の抜けた声音。その再現度の高さは評価してやってもいい。だが何で、よりによってこいつのぬいぐるみなんだ。

			　モコモコしたピンクの体毛。ぶくぶくに太った胴体。歩く気ねぇだろと突っ込みたくなる短い四足。それに反して長く伸びた二本の耳。

			　まさしくその姿は、〝天上の眼(ヘヴンズ・アイ)〟のファニーが抱いているデブウザギ――ラビーそのものだった。

			『うさうさー』

			　何でも巷(ちまた)ではこの気(け)怠(だる)い感じが人気らしく、等身大ラビーちゃんドール開発の希望が、以前から湧き上がっていたらしい。それを受けた職人たちが要らんところで本気を出した結果が、コレだ。細部まで精(せい)巧(こう)に作られ、腹には極小の〝音(おん)響(きよう)石(せき)〟が仕込まれている。それを刺激することによって、録音されたあのデブウサギの声が流れる仕組みだ。

			　店先にこいつが何体も積まれている様子は、異様としか表現できなかった。しかし、それを見たサティアは途端に目の色を変え、むぎゅっとしがみ付きやがった。

			　無視してとっとと帰ろうとするも、五分以上その場で固まり続けられ。一万二千ルクスとかいうアホみてぇな大金を支払い、この邪魔な物体を購入する羽目になったのだった。

			『うさうさー』

			　頬をぐにぃと引っ張り、今度は逆に押し戻す。あのストーカー女、よくこんなもん抱いていられるな。実物はこの十倍以上の重さがあるだろうに。俺が日頃のストレスを解消すべく、ウサギを虐(いじ)めていると、

			「ちょっと、触らないでよ」

			　二階から降りてきたサティアに、剥ぎ取られる。奴は愛おしそうにそれを抱き締め、

			「はぁぁん、可愛いなぁ……」

			　恍(こう)惚(こつ)の表情を浮かべた。そんなもんで機嫌が直ったのは幸いだが、俺としては痛すぎる出費なわけであって。正直今すぐにでも返品に向かいたいくらいだ。

			　そんな俺の感情など露知らず、サティアはふんっと鼻を鳴らして再び自室へと戻って行った。もうかれこれ三往復はそれを繰り返している。あの部屋のどこにこの大量の荷物を入れるつもりなのか。一応手伝いを申し出たが「今度部屋に入ったら問答無用でアンタの負けよ」と言われた。ゆえにこうして立ち尽くすしかない。

			　つーか、もし俺が万が一邪(よこしま)な行為に及んだとして、あいつはこれら全部を持って出て行くつもりなのか？　きっとその辺り何も考えちゃいねぇだろう。ただ欲しいものを欲望のままに買い占めただけだ。くそう、好き勝手やりやがって。明日の午後は金を稼ぐために、否応なく依頼を受けに行かなければならないだろう。

			　俺は抗(あらが)い難い疲労を感じつつ、リビングへと向かった。いつものソファに沈み込み、深く息を吐く。

			　新年度に入ってから、全く落ち着く暇がない。解散騒動に始まり、サティアとの奇妙な勝負、フェミナに言い渡された〝超常武芸(マギア・アーツ)〟の習得と来て、今度は財政危機か。どれもこれも、俺にとってしんどいものばかりだ。

			　確かに疲れはする。だが不思議と、悪くない気分だった。入学前の俺は、こんな生活を望んでいたんじゃないかと思う。

			　頭上から、サティアがドタドタと歩き回る音がする。彼女との心の距離は、全くと言っていいほど縮まっていない。だがそれでも、俺は決して一人じゃないと、実感できる。

			　今までこの家は、広くて仕方なかった。朝も夜も、元気な時も風邪を引いた時も、常に俺一人。たまにフェミナが転がり込んで来るのが、本当はとても嬉しかった。奴には決して言うつもりはないが。

			　――だからこそ、この生活が長く続くことを切に願う。人は一人で生きていける生物じゃない。それを改めて思い知った。

			　サティアだってきっとそのはずだ。自分からぼっちになることを望む人間なんて、いるわけがない。

			　アイツは一体、心の内にどんな闇を抱えているのだろう。その片(へん)鱗(りん)を窺(うかが)い知る機会は、何度もあった。たとえこの勝負に俺が勝ち、サティアを正式に加入させることができたとしても。それを取っ払ってやらなければ、本当の意味でアイツと〝仲間〟にはなれないだろう。

			「人付き合いって、難しいな……」

			　十年前に端を発した俺のコミュ障は、未だに尾を引いている。俺自身気付かぬうちに他者を撥(は)ね除けていたのも、痛いほど分かっている。

			　――だからこそ、今度は俺からアイツに歩み寄るんだ。どんな方法だっていい。俺なりのやり方で、アイツの心を開かせる。

			　それでいいんだよな？　フェミナ……。

		

	
		
			　

			第三章

			　

			　二日目の朝。昨日あれだけ大騒ぎしたこともあり、サティアは予定通りの時間に起きてきた。と言ってもやはり寝起きは悪いらしく、朝食を食べながら何度も寝落ちしそうになっていた。

			　その後、二日連続でファニーの襲撃を受けたりして、結局家を出たのは昨日と変わらない時間だった。

			　桜吹雪が舞う中、サティアに絡もうとする連中にガンを飛ばしつつ、授業場所へと急ぐ。死ぬ気で走ったお陰か、どうにかフェミナより一歩早く到着できた。

			　俺は大木の幹に背を預け、必死に呼吸を整える。

			「はぁ、はぁ……危ねぇ。間に合った……」

			　同じ速度で走っていたサティアも、ぐったりとその場にしゃがみ込む。

			「何で朝から、こんなにダッシュしなきゃならないのよ……！」

			「お前が、さっさと食わねぇのが、悪いんだろ」

			「アンタが、もっと近くのギルドハウスに、住んでれば良かったのよ」

			「無茶言うな。外側に行けば行くほど、家賃たけぇんだから……！」

			　北端は校舎に。南端は学園商店街にすぐ行けるとあって、どちらも人気なのだ。中でもメインストリート沿いにある五、六丁目の物件はさらに高い。ほとんどがＡやＳランクのギルドに確保されている。一番金持ちな連中は、授業のある日を北側の本宅で。休日前はすぐに商店街へ遊びに行けるよう南側の別宅で過ごす、なんて離れ業もやってのけている。

			　因(ちな)みに俺の家は、七丁目の南寄りの位置にある。家賃的には中の上辺りだ。たった一人でそれだけの家に住むには、かなり苦労する。何せ生産力が単純計算で、他ギルドの数分の一にも満たないのだから。

			　ゆえにあのデブウサギドールを買う余裕なんて、ありはしない。サティアはその辺、全然分かっちゃいねぇだろうが。

			　二人して荒い息を吐いていると、授業開始の鐘とともに雷鳴が轟(とどろ)く。その直後、フェミナが目の前に現れた。

			　奴は短い腕を腰に当てながら言う。

			「ひゃひゃひゃ。やる前からバテてどうすんだよお前ら、あぁん？」

			　今日はゴスロリではなく、ミニスカのメイド服をまとっていた。長く生きていると、どんな娯楽も大抵飽きてしまうようで。変遷を続けるファッションを楽しむのが、生き甲(が)斐(い)の一つでもあるらしい。奉仕するつもりなんてこれっぽっちもねぇババァが、それを着るのもどうかと思うが。
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			　俺は両足に力を込め、体勢を立て直しながら言う。

			「授業前に自主的にアップしてきたんだよ。むしろ褒(ほ)めて欲しいくらいだ」

			「ほう。そんだけやる気に満ちた野郎が、春休みの課題を忘れるとはな」

			「ぐっ……」

			　たとえ年度が変わろうと、こいつに口で勝つのは無理そうだった。奴は幼い顔でにやりと笑う。

			「馬鹿言ってねぇでさっさとやるぞ。二人とも準備はいいか？」

			「ちょっと待て。いきなり何させるつもりだ？　まだサティアは何も習ってねぇんだぞ」

			「あぁん？　あたしは実戦至上主義だ。初日だからって容(よう)赦(しや)はしねぇ」

			　こいつ……。相手が女だろうが関係なしかよ。俺は慣れてるからいいが、いきなりこいつの電流を食らったら死にかねない。何とか説得できないものか。

			　俺が無言の抗議を続けていると。何を思ったのか、フェミナはその場にすとんと腰掛けた。そして膝(ひざ)の上に頬(ほお)杖(づえ)をつきながら言う。

			「お前勘違いしてるな？　やり合うのはテメェとサティアだ。あたしはじっくり観戦させてもらう」

			「……は？」

			　一瞬、言葉の意味が理解できず、目を瞬かせる。そんな俺とは対照的に、サティアは嬉々として立ち上がった。そしてホルスターから二丁の〝超常銃(マギア・ガン)〟を取り出し、指先でくるくると回す。

			「それってつまり、合法的にコイツをヤっちゃっていいってことですか？」

			「あぁそうだ。ぶち殺していいぞ」

			「待て待て待て待て！」

			　俺は慌てて二人の間に割って入った。

			「色々とおかしいだろ！　まずは戦闘の基本とか魔物の習性についてとか、そっから入るべきなんじゃねぇのか!?」

			「あぁん？　なら講義名を〝イカれた戦闘狂と出会った時の基本対処法〟に変えてやる。これなら文句ねぇだろ」

			「そういう問題じゃねぇよ！」

			　このババァ、一体どういうつもりなんだ。いつにもまして行動がぶっ飛んでやがる。狼狽(うろた)える俺の肩に、サティアがポンと手を置いてきた。

			「早くやりましょうよ。もう授業は始まってるのよ？」

			「何でお前はそんなに乗り気なんだよ……！」

			「アンタを半殺しにして、無理矢理にでもセクハラさせる。それで全て終わるからよ」

			「俺にボコられるとは思わねぇのか！」

			「はぁ？　なめんじゃないわよ。こう見えてもあたしは――」

			　言いかけて、口(くち)籠(ごも)る。サティアはばつが悪そうな顔をして、それを隠すかのように背を向けた。そして純白の髪を揺らしながら、すたすたと歩いて行く。

			　一体何を言おうとしたのだろうか。俺の疑問をよそに、サティアは十メートルほど離れた地点で振り返った。そして黒光りする二つの銃口を、流れるような動作で俺に向ける。

			「そんな棒立ちのままでいいの？　あたしは撃つわよ。遠慮なく」

			「くっ……！」

			　俺はギリッと歯を噛み締め、仕方なく背中から二本の大鎌を抜き取った。黒鎌アブソリッカーと、白鎌リディエイター。それぞれを両手で強く握り、わずかに腰を落として、構えを取る。

			　そんな俺に、フェミナが小声で呟(つぶや)いた。

			「――迷うな。死ぬぞ」

			　その直後。

			　乾いた銃声とともに、サティアの〝超常銃(マギア・ガン)〟が発光した。赤と緑、二つの光が重なる。吐き出されたのは、炎(えん)塊(かい)と旋(せん)風(ぷう)。それらが互いに混ざり合い、巨大な炎の渦(うず)を形成する。

			「マジかよ……！」

			　凄(すさ)まじい速度で直進するそれは、空気を焦がしながらこちらに接近してくる。こんな使い方もできたのか、なんて感心している場合じゃない。炎が蜷局(とぐろ)を巻くその様子は、まるで生きた龍のようにさえ見えた。

			　フェミナは一切動こうとしない。熱風にその身を晒(さら)されても、眉(まゆ)一つ動かしはしない。

			　俺は初めて見る光景に呆(あつ)気(け)に取られ、初動が遅れた。回避行動は間に合わない。ならばやれることは一つ。

			　受け止めるしか、なかった。

			　右腕のアブソリッカーを、前に突き出す。そして柄の上部を掴(つか)んで高速回転。黒色の軌(き)跡(せき)が円を描く。普段は敵を切り裂(さ)くこの刃が、今だけは全てを呑み込む盾となる。

			　刹(せつ)那(な)。炎が黒鎌にぶち当たった瞬間。まるで特大ハンマーで殴られたかのような衝(しよう)撃(げき)が走った。じりじりと後退させられる。俺は歯を食いしばり、懸命に耐えた。草の大地が抉(えぐ)れていく。呼吸をするたびに肺が焼ける。

			　実際にはコンマ数秒にも満たない時間だっただろう。体感的には気が遠くなるほどの時間の後、吸収が開始される。

			　刃の中央に黒い波紋が浮かび上がる。それは瞬(またた)く間に猛烈な炎を呑み込んでいった。同時に腕に掛かっていた負荷が嘘のように消え去る。

			「うおあぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

			　気合一(いつ)閃(せん)。咆(ほう)哮(こう)とともにアブソリッカーを押し進める。数秒も経たぬうちに、巨大な炎風は跡形もなく霧(む)散(さん)した。

			　後に残されたのは、奇妙な一筋の線。俺とサティアの間を繋ぐように、草が焼け焦げ、黒い線が形成されている。その先に佇(たたず)むサティアは、腕を伸ばした姿勢のままポカンと口を開けていた。そこから小さな呟(つぶや)きが漏れる。

			「……何を、したの」

			　俺は肩で息をしながら答えた。

			「ぜぇ、ぜぇ……！　吸収したんだよ。つか、初っ端からそんなデケェの撃つんじゃねぇ……！」

			「は？　吸収？」

			　可愛らしい顔を怪(け)訝(げん)そうに歪(ゆが)める。一年生なら知らなくても無理はない、か。俺は黒鎌の柄を地面に叩き付けながら言う。

			「〝冥(めい)封(ふう)石(せき)〟だよ。〝超(ちよう)常(じよう)石(せき)〟の中でも、絶対的に数が少ない希少種の一つ。他の〝超(ちよう)常(じよう)石(せき)〟から発せられたエネルギーを、吸収する特性を持ってるんだ。このアブソリッカーにはそれが使われてる」

			　十年前、とある人物から託された時は、まさかそんな性能を有しているとは夢にも思わなかったが。サティアは血色の目を丸くし、

			「な、何よそれ！　そんなの反則じゃない！」

			「いや、んなこと言われてもな……。一応あまりに強いと吸収し切れねぇし、吸える量にだって限度はある。一度吸ったらこうやって吐き出さねぇと……！」

			　言いながら、今度はリディエイターを天高く掲げる。間違ってもフェミナやサティアに被害が及ばぬよう、できるだけ真上に。

			　そして、先と同じく柄の根元を掴(つか)んで高速回転。アブソリッカーとは対照的な、白い波紋が輝きを放つ。数瞬の後、勢い良く解放されたのは。

			　まさしく先ほど吸収したばかりの、あの炎風。轟(ごう)々(ごう)たる爆音を伴(ともな)い、天翔ける龍の如く上昇していく。やがてそれは校舎よりもさらに高い上空まで上り詰めた後、無数の火花と化して爆散した。

			　顔を真っ赤に照らされながら、サティアが地団太を踏む。

			「ちょっと、何なのよ！　吸えるだけじゃないの!?」

			「元々〝冥(めい)封(ふう)石(せき)〟は、同じく希少種の〝天(てん)解(かい)石(せき)〟ってのとワンセットなんだよ。吸収したエネルギーは、最も近い場所にある〝天(てん)解(かい)石(せき)〟へと蓄えられる。こっちの白鎌にはそれが使われてるってわけだ。ゆえに吸収も放出も自由自在。俺に〝超常銃(マギア・ガン)〟は効かねぇ」

			　相棒のこととなると、つい饒(じよう)舌(ぜつ)になってしまう。今まで自慢できる相手なんていやしなかったし。サティアは悔(くや)しそうに唇を噛み締め、

			「何でそんな武器持ってるのよ……！」

			「貰った。十年前に」

			「誰によ!?」

			「見知らぬお姉さん」

			「そんな子供の頃から他人を脅(おど)してたわけ？」

			「ちっげぇよ、んなわけねぇだろうが！　正当に譲り受けたんだ！」

			　まぁ、まだ年(とし)端(は)もいかねぇガキにこんな物騒なもん渡すのもどうかと思うけどな。当初は重すぎてろくに持ち上げることすらできなかった。

			　――あの人、今はどこで何をしているのだろうか。あれ以来一度も会っていない。あまりに昔の記憶すぎて、顔すらほとんど覚えていないが、いつかきっちり礼を言いたいと思う。この大鎌と、あの事件のことも含めて。

			　俺が回想に浸っていると、その間にサティアは次の作戦を考えていたようだった。余(よ)裕(ゆう)綽(しやく)々(しやく)の表情で腕を組み、見下すように言う。

			「アンタも馬鹿よね。普通、敵にカラクリ教える？」

			「いや、敵と思ってねぇから」

			「じゃあ何だと思ってるの？」

			「同じギルドの仲間」

			「きもっ。さむっ。有り得なっ」

			　真顔で言われるとちょっと傷付く。サティアは腰をかがめながら、

			「……そう思ってるのは、アンタだけよ」

			　弾丸の如く駆け出した。勢いそのままに右手の引き金を連続で引く。撃ち出されたのは、六発もの炎弾。俺は二発ほど黒鎌で吸収し、残りは横跳びでかわした。

			　なおもサティアは動きを止めない。俺を中心とし、円を描くように走る。体勢を崩すことない、正確な流れ撃ち。赤と緑が入り乱れ、炎と風が絶え間なく襲い来る。

			「そう来たか……」

			　サティアの作戦とは即(すなわ)ち、とにかく撃ちまくること。俺が対処し切れなくなるのを狙(ねら)っているのだろう。

			　確か〝超常銃(マギア・ガン)〟の威力は、三段階まで調整できたはず。引き金を引く深度によって強さが変わるのだ。一番奥まで引くと最高火力を出せるが、その分戻りが遅くなる。

			　ゆえに彼女は今、浅い位置で連射を繰り返しているのだ。一発一発の威力はさほどでもないが、代わりに驚異的な頻(ひん)度(ど)で撃ち込んでくる。俺としてはこの戦法の方がよほど厄(やつ)介(かい)だった。

			　眩(まばゆ)い光がいくつも浮かび上がる。俺は視覚に頼らず、ほとんど感覚のままに相棒たちを振るった。横並びの五発の炎弾に向けて、アブソリッカーを薙(な)ぎ払う。その隙(すき)をついて、後方から疾風の迫り来る気配。即座にリディエイターを回転させ、同程度の風で相(そう)殺(さい)させる。

			　撃ち漏らして校舎に直撃しそうになった弾は、フェミナが対処していた。無造作に体から雷(かみなり)を発し、的確に処理している。

			　爆音、雷鳴、風切り音。様々な超常現象が混ざり合い、まるで戦場の様な音が響き渡る。何事かと驚き、数名の職員や生徒が窓から身を乗り出していた。

			　サティアの足は、止まらない。長い髪を振り乱し、短いスカートをはためかせ、ひたすらに走り続ける。発射の間隔は毎回バラバラだ。俺が予測出来ないよう、微妙に角度や時間をずらして撃ってくる。

			　――本当に、一年生なのか。

			　俺は滝のように汗を流しながら、そう思った。動きがあまりに洗練されている。おそらく入学当初の俺が今のサティアとやり合ったら、為す術(すべ)もなかっただろう。そう断言できるくらい、サティアは強かった。

			　あの時だってそうだった。自宅前で急襲された時。不意をつかれたとはいえ、直前まで彼女の存在に気付けなかった。到底素人とは思えない。一体こいつは、今までどんな生活を送ってきたんだ……？

			「おいブリュード」

			　俺の思考を掬(すく)い上げるかのように、フェミナが声を掛けてきた。俺は相棒たちを振り回しながら、どうにか奴の方を向いた。

			「なんだよ。今忙しいんだ。見りゃ分かんだろ……！」

			「なぜ反撃しねぇ。ふざけてんのか？」

			「っ……！」

			　本当に、痛い所を突いてくるババァだ。俺は顔を引きつらせながら答える。

			「その暇も、ねぇんだよ」

			「本気で言ってるなら、マジでぶち殺すぞ。今すぐ授業を中断してな」

			　――やっぱり、バレてたか。

			　奴の言う通り、反撃の機会はいくらでもあった。吸収した分をそのままサティアに跳ね返せばいいのだ。ほとんど彼女と同じ動きができる。

			　しかし俺にはどうしてもそれができなかった。自分に向かって飛んでくる弾を、ただ受け止め続ける。

			「女だからできねぇってか？」

			「違う」

			　即答した。

			「まさかアイツに惚れたのか？」

			「違う！」

			　そんな心の余裕はない。

			「じゃあ何だ。言ってみろ」

			「んなもん……！」

			　動揺して感覚が鈍る。サティアがその隙(すき)を見逃すはずもなく。アブソリッカーの刃を擦り抜け、旋(せん)風(ぷう)が直撃した。

			「ぐっ!?」

			　風のナイフが容(よう)赦(しや)なく身体を切り裂(さ)く。右肩から鮮血が吹き出した。手から黒鎌が零(こぼ)れ落ちる。すかさずサティアは肉薄し、俺を押し倒して馬乗りになった。額に銃口を突き付けられる。走り続けて限界が近かったのか、相当息が上がっていた。

			「はぁ、はぁ……！　何で攻撃してこないのよ。なめてるの!?　本当に撃つわよ。早く抵抗しなさいよ!!」

			　背筋に悪(お)寒(かん)が走る。身の危険を察知し、深(しん)淵(えん)に眠る〝神(じん)通(つう)力(りき)〟が蠢(うごめ)き始める。

			　つい一昨日(おととい)までの俺ならすぐさま反撃していただろう。実際にあの時はサティアを強引に押さえつけ、〝超常銃(マギア・ガン)〟を剥ぎ取った。首筋に相棒の刃を突き立てもした。だがそれは全て、まだ俺とサティアの関係が何も成り立っていなかったからだ。しかしこうして彼女のことを少しずつ理解し始めた今、そんなこと――。

			「できるわけねぇだろ！　自分の仲間を傷付ける馬鹿がどこにいんだよ!!」

			「っ……！」

			　俺は学園中に響き渡るほどの声で、叫んだ。サティアの目が大きく見開かれる。

			　フェミナにやるのとはわけが違うんだ。もしもそれでサティアが怪(け)我(が)を負ったらどうする。俺の〝神(じん)通(つう)力(りき)〟は制御が利かない。本気になったら何をしでかすか、自分にだって分からない。

			　サティアは顔を俯(うつむ)かせ、両腕をだらんと垂らした。力が抜け落ちたように、〝超常銃(マギア・ガン)〟が指先から外れる。その全身は小刻みに震えていた。

			　打って変わって周囲は静(せい)寂(じやく)に包まれる。聞こえてくるのは、自分とサティアの呼吸音だけ。肩からは絶えず血が流れ続けているが、痛みは全く感じない。むしろ俺は安(あん)堵(ど)していた。俺が旋(せん)風(ぷう)を飛ばしていたら、こうなっていたのはサティアの方だったかもしれないのだ。そんなの、身を切られるよりも辛い。

			　静(せい)寂(じやく)を打ち破ったのは、やはりフェミナだった。

			「……ふんっ。いっちょまえなことぬかしやがって。今日はもう終わりだ。さっさと止血して来い、バカ」

			　それだけ言い残し、稲妻と化して姿を消す。俺もサティアも、しばらくその場から動こうとしなかった。

			　

			　俺は校舎群の脇にある病棟に向かい、治療を施してもらった。幸いにも傷口は浅く、止血はすぐに完了した。怪(け)我(が)の度合いが軽度であった場合、本来であれば〝看護科〟に所属する学生に担当されるのだが、皆、俺を怖がり誰も近寄らず、結局ベテランのオバサンに包帯を巻いてもらった。

			　その間、意外にもサティアは待合室でずっと待ってくれていた。当然の如く口説かれていたが、俺が戻るなり連中はそそくさと退散して行った。

			　しおらしく項(うな)垂(だ)れる彼女の隣に、俺はそっと腰掛ける。

			「先に帰っても良かったんだぞ。もう授業は終わったんだし」

			「……あたしの勝手でしょ」

			　その声には、いつもの覇(は)気(き)が微(み)塵(じん)も感じられなかった。ゆっくりと顔を上げ、虚(うつ)ろな瞳(ひとみ)で俺の傷口を見る。

			「……痛かった？」

			「全然。こんなもん日常茶飯事だ」

			　強がりでも何でもない。ただいつもとは若干怪(け)我(が)の種類が違うだけだ。サティアは再び顔を俯(うつむ)かせ、

			「……そう」

			　と消え入りそうな声で言った。

			　その後は二人揃って黙り込む。忙しそうに動き回る看護師たちの姿を、呆(ぼう)然(ぜん)と眺めていた。今日は一年生の授業初日とあってか、訪れる生徒が後を絶たない。俺はそれが何だかとても懐かしく思えた。入学直後は毎日のようにボコボコにされ、そのたびにここへ通ったものだ。

			　ふと時計に目をやる。午後一時を回ったところだった。誰が担当するかで揉めたせいで、多少時間が掛かってしまった。しかし家に戻るにはまだ早い。何かやるべきことはあっただろうかと思考を巡らせ、

			「あ」

			　思い出す。俺の呟(つぶや)きに反応し、サティアがぴくっと顔を上げた。

			「依頼、受けに行かないか？」

			「……依頼？」

			「そう。別に嫌だったらいいけど、さ。今うちの家計ピンチだし。できれば手伝ってもらえると、助かる」

			　どうせ「はぁ？　ふざけんじゃないわよ」とか言われるのがオチだろうが。一応建前として訊いてみただけだ。

			　だが、サティアは数秒の間を置いた後、

			「……いいよ」

			「だよなぁ。じゃあ俺一人で行って……え？」

			　全く予想していなかった返答を受け、俺は思わず唖(あ)然(ぜん)とした。そんな馬鹿な。まさか肩以外に耳までやられたのか？

			　放心状態と化す俺を尻目に、サティアは立ち上がる。

			「何してるのよ。アンタが言い出したんじゃない。早く行くわよ」

			「お、おおおう！」

			　どういう風の吹き回しかは分からない。だが、せっかく手伝ってくれると言うのだから、お言葉に甘えておくべきだろう。せめてこいつの気が変わるまでは。

			　俺は戸(と)惑(まど)いながらも、サティアを引き連れて歩を進めた。向かう先は一号館だ。ギルド本部はそこの一階に設置されている。新規ギルド設立の申(しん)請(せい)や、メンバー移動手続き。ギルドハウスの移転や依頼の受付など、ギルドに関するありとあらゆる事柄は全てここで処理される。

			　入り口にたどり着くと、やはり結構な数の生徒が出入りしていた。この時期は新入生の影響もあって、資金が不足しやすい。ゆえにどこのギルドも早目に依頼を受けに来ているのだろう。

			　内部は普通の教室よりもかなり大き目に造られている。長方形の構造で奥に窓口があり、両脇の壁には様々な依頼がランク順に貼り付けられている。俺たち生徒はそこから受けたいのを探し出し、依頼書を引っぺがして受付に持って行くのだ。

			　無論どんな依頼でも自由に受けられるわけではない。報(ほう)酬(しゆう)金額が上がるほど、必要ギルドランクは高くなる。

			　俺が早速どれを受けるか吟(ぎん)味(み)していると。隣に立ったサティアが、一緒に書類を眺めながら言った。

			「アンタのギルドって、ランクいくつなの？」

			「Ｂだ。因(ちな)みに一番上がＳで、その逆はＦ。ここまで上り詰めるのに、滅茶苦茶苦労したもんだ」

			　思い出されるのは、ギルド設立直後の極貧生活。隙間風が吹きまくるボロ小屋で過ごした日々は、絶対に忘れはしない。あまりに辛くて何度もフェミナの自宅に転がり込んだ。泊まる代わりに家事全般を押し付けられたが、当時は喜んで引き受けていた。雨漏りする家で寝るより、よほどマシだったからだ。

			「ふぅん……。どうすればランクって上がるわけ？」

			「一定以上の依頼をこなして、決められた金額を学園に納めるだけだ。他には特別な功績を立てた時に、フェミナが独断で上げてくれたりする。俺はほとんど後者でのし上がった。ぼっちギルドで前者の条件満たすのは、ほぼ不可能だったから」

			　もちろんその代わりふざけた条件ばかり突き付けられたが。約一年前の魔物強襲事件なんか良い例だ。あんなのを何回も繰り返し、俺のギルドはここまで成長した。

			「……ずっと、全部一人でやって来たのよね」

			「ん？　あ、あぁ。まぁ……」

			　俺はこくこくと頷(うなず)く。何だろう、サティアの様子がおかしい。まさか怪(け)我(が)させたのを気にしてるのだろうか。態度が柔らかくなったのは嬉しいが……どうにも、接しにくい。

			　俺はぽりぽりと頬を掻(か)き、誤(ご)魔(ま)化(か)すように壁面へと目を移した。しかし今日中に終わる手頃な依頼はほとんど取られてしまっていて、残っているのはどのランクでも受けられる低報酬のものしかなかった。

			　どうするべきか考えていると、サティアが一枚の紙の前で足を止める。そして俺の袖(そで)をくいっと引っ張ってきた。

			「ねぇ、これは？」

			「ん？」

			　近付き、内容を読む。それは〝看護科〟教師からの依頼だった。規定のバスケット一杯分の薬草を、学園中西部アンデロッド大樹海周辺で採取してきて欲しい、とのこと。余った薬草は各自持ち帰って良いそうだ。簡単な仕事なので、報(ほう)酬(しゆう)は千八百ルクスとかなり少ない。精々小遣い稼ぎ程度だ。

			「俺は何でもやるけど……お前はいいのか？　アンデロッドまでは、ちょっと歩くことになるぞ」

			「別に。どうせどれも大して変わらないでしょ」

			　サティアは躊躇(ためら)うことなく依頼書を剥がした。そしてスタスタと受付に持って行く。俺も慌てて彼女に続いた。

			　書類を提出し、事務のお姉さんが裏に引っ込む。そして持ってきたのは、深さ三十センチほどのバスケットだった。手で持ち運べるくらいのサイズで、これならすぐに満杯にできるだろう。あの近辺には薬草なんていくらでも生えている。

			　俺が受け取るよりも早く、サティアが両手でカゴの取っ手を掴(つか)んだ。そして血色の瞳(ひとみ)でこちらを見上げ、

			「あたしが持つから」

			「え？　いや、いいって。本当にこんな怪(け)我(が)、何ともねぇから」

			　見せつけるようにぶんぶんと肩を回す。しかしそれでもサティアは意見を曲げず、

			「うるさい。あたしが持ちたいの！」

			　大股で歩いて行ってしまった。……何を考えているんだか、さっぱり分からない。後で「さっき優しくしてあげたんだから、全財産寄越しなさいよ」とか言うつもりなのだろうか。冗談抜きでそうとしか思えない。

			　俺は内心、戦々恐々としながらも、揺れる純白の髪を追った。

			　

			　アミックスハートには、様々な自然が内包されている。草原、荒原、沼地、霊峰、森林、その他諸々。それら全てがフェミナの所有物だってんだから、恐れ入る。アイツが本気を出せば、国の一つや二つぐらい創れたのではないだろうか。まぁ、この学園も似たようなものではあるが。

			　今向かっているアンデロッド大樹海も、アミックスハートが管理する大自然の一つ。学園中西部に延々と広がっている、バカみたいにデカい森だ。総面積など考えたくもない。

			　多種多様な動植物が生息し、生命に満ち溢れている。サバイバル訓練の一環として、あそこを使う学科も少なくない。俺も昔一度だけフェミナに放り込まれたことがある。

			　道に迷ってめんどくさくなり、大木をぶった斬って進んでたら半殺しにされた。斬った分だけ植樹しろと言われ、滅茶苦茶辛かったのをよく覚えている。

			　校舎から三十分ほど歩き続け、ようやく樹海の入り口へと到着した。流石(さすが)にここまで来ると周囲に人の気配はない。聞こえてくるのは、虫や鳥たちが囀(さえず)る声。漂(ただよ)ってくるのは、土と草の匂い。一本一本の木々が高さ数十メートルにも及び、見る者を圧倒する。

			　サティアは首を限界まで反らし、

			「……何よ、これ。おっきすぎ」

			　感嘆の声を漏らしていた。

			「だよな。俺も初めて来た時は驚いた」

			　アンデロッドの内部は、昼でも薄暗い。大木同士が競い合うように枝葉を伸ばし、日光を奪い合っているからだ。去年の夏にはここで肝試し大会なんてのも開催されていた。無論、俺は参加せずにずっと家にいたわけだが。

			　サティアは気味悪そうに腕をさすりながら、

			「この中に、入るの……？」

			　泣きそうな声で尋ねてきた。普段あれだけ強気なのに、こういう場所は苦手らしい。俺は苦笑しながらかぶりを振った。

			「いや、大丈夫だ。種類は限定されるが、量だけならここら辺でも十分確保できる。別にどれって指定されてたわけでもねぇし。薬用植物なら何でもいいだろ」

			　言いながら、俺は付近の茂みに近付いて行った。そして手頃そうなのを引っこ抜いて、サティアに見せてやる。

			「これがハートハーブ。名前の通りハートの形をした葉っぱが目印だな。茎を切り開いて中の汁を患部に塗って使うんだ。火傷(やけど)とか擦り傷とか切り傷とか、これ塗っときゃ大体治る。あとは――」

			　俺はしゃがみ込み、近くに生えていたもう一つの薬草も毟(むし)り取る。

			「こっちがポイゾネスハーブ。青紫色で一見ヤバそうに見えるが、煎(せん)じて飲めば解毒に使える。この辺に自生してるのはこれらだけだな。結構分かりやすいからすぐに見付かると思う」

			「……アンタ、何でそんなに詳しいわけ？」

			「うちの学生なら皆知ってるって。基礎知識だからな。お前も覚えておいて損はないと思う。――んじゃ、とっとと始めますか」

			　言うが早いか、俺は作業を開始した。うじゃうじゃと生えまくっている薬草を引き抜き、どんどんバスケットに詰めて行く。サティアも慣れない手つきで、一本一本丁寧に抜いていく。

			　何だか不思議な気分だった。今まではずっと一人だったのに。今日は隣にサティアがいる。それだけで、何とも言えない感情に包まれる。

			　決して楽しいとは言えない地味な作業。小遣い稼ぎにしかならない依頼。だが彼女がいてくれるだけで、そんなことはどうでも良くなった。むしろこの時間がもっと長く続けばいいのに。両手を土で汚しながら、そう思った。

			　一人だと、寂しい。二人なら、楽しい。

			　他の学生の皆は、毎回こんな気分を味わっていたのだろうか。だとしたら、俺が過ごした一年は一体何だったのだろう。

			　――もっと早く、勇気を出していたら。俺の生活は、今とは変わっていただろうか。フェミナのように、俺を理解してくれる奴もいたかもしれない。

			　だがその代わり、サティアとは知り合えなかった。あいつが俺の元へやって来たのは、俺がぼっちギルドを創ったからだ。

			　――ならば断言できる。あの一年は、決して無駄ではなかったと。

			　やがて一時間も経たないうちに、バスケットは満杯になる。俺は入り切らなかったポイゾネスハーブを、ポケットの中に捻(ねじ)じ込んだ。いつか役に立つかもしれないし。

			　サティアも土を綺(き)麗(れい)に落とし、ハートハーブを大事そうに仕舞い込む。何かに使うつもりなのだろうか。まぁ、あえて問い質(ただ)す必要もあるまい。

			　俺はサティアよりも早く左手でバスケットを掴(つか)み上げながら、言う。

			「手、汚れたよな。近くに湖があるから、そこで洗って行こう」

			「……うん。でも、荷物はあたしが持つから」

			「いやいや。左は怪(け)我(が)してねぇし。俺、筋トレ中だからさ」

			「いや。あたしもダイエット中だから」

			「それ以上痩(や)せてどうすんだよ。いいから行こうぜ」

			　サティアは不満げに頬を膨(ふく)らませていたが、やがて諦めたように息を吐いた。そして大人しく俺に付いて来る。

			　穏やかに降り注ぐ春の日差しが、とても心地良かった。

			　ここにいると、学園の喧(けん)騒(そう)を忘れることができる。サクサクと草を踏みしめながら、樹海をぐるっと回り込むように進んでいると、すぐに目的の湖が見えてきた。

			　森林に降った雨が湧いている場所なので、水質は非常に良い。そのお陰で魚が大量に棲んでおり、釣りに来る奴も結構いる。夏場は水遊びにも利用できる場所だ。そう、例えばあんなふうに――

			「ララ姉ぇ、早くこれに掴(つか)まるにゃ～～っ！」

			「心配だけど、ルルは眠いにゃあ～～！」

			「……何やってんだ、あいつら」

			　俺はピタッと足を止め、前方を凝視した。見覚えのある猫耳と尻尾(しつぽ)。特徴的な喋(しやべ)り方。そして茶と白の毛。湖岸でにゃーにゃー騒いでいるのは、紛れもなく先日俺が勧(かん)誘(ゆう)に失敗した、リリとルルだった。

			　リリの手にはその辺で拾ったらしき、無骨な木の棒が握られている。陸地から身を乗り出して、それを精一杯、湖に向かって伸ばしていた。俺は不審に思いながらその先を見詰める。

			「あっぷ、あっぷ！」

			　そこには、水面からわずかに顔を出し、ばしゃばしゃともがき続ける、ララの姿があった。

			「ね、ねぇ……。あの子もしかして、溺れてる……？」

			　サティアが不安げな声で言う。確かにそう見えなくもない。だが湖岸付近ならギリギリ足が着くはずだ。なぜそんな場所で溺れている。俺が訝(いぶか)しんでいると、

			「うぅぅぅ、リリは飛び込むにゃあぁぁぁぁぁ！」

			「待ってリリ姉ぇ、ルルも眠いけど行くにゃあ～！」

			　痺(しび)れを切らしたように、二人同時に飛び込む。小さな水(みず)飛沫(しぶき)が二つ上がった。

			　――できるなら最初からそうしろよ。なんて言葉を思い浮かべ、すぐに引っ込める。俺は自分の目を疑った。

			「にゃあ～～んっ！　リリは水嫌いだにゃあ！　泳げないにゃあ！　お腹減ったにゃあ！」

			「ルルも眠いし水嫌いだにゃあ！　ぶくぶくぶく………」

			「あっぷあっぷ！　リリィ、ルルゥ、にゃんでお前たちまでぇ……！」

			　三人揃って溺れている。ミイラ取りがミイラになるとはまさにこのことだ。もはや一刻の猶(ゆう)予(よ)もない。気付けば俺はバスケットを放り出し、駆け出していた。

			「ブリュード!?」

			　驚いたようなサティアの声がする。構わず全速力で湖岸へ向かう。邪魔な相棒たちを取っ払い、ブレザーも脱ぎ捨てる。身軽になった俺は迷うことなく、水面へ飛び込んだ。

			　途端に制服が水を吸収する。地肌にくっつき動き辛い。俺は強引に体を動かした。派手な水(みず)飛沫(しぶき)を上げてバタ足をし、三人の元へ急ぐ。

			　まずは完全に沈み込んだ白猫、ルルの首根っこを引っ掴(つか)む。片腕で引き上げ、自分の背中へと回した。

			「おい、掴(つか)まれるか!?」

			「にゃあ……。眠いけど、掴(つか)まるにゃあ」

			　なんでこんな時まで眠いんだよ。そんな突っ込みをしている暇すらない。ルルは弱々しくも俺の首に両手を回した。そして足を体に引っ掛けてしがみ付いてくる。それだけできれば十分だ。ルルを背負った状態で、姉二人の元へと急ぐ。

			「あっぷ、あっぷ……！　お前ぇ、ララたちを、食べに来たにゃあ!?」

			「た、食べる……？　ずるいにゃ、リリも、お腹、減ったにゃあ……！」

			「うるせぇな、黙って溺れてろ！」

			　どういう神経してやがんだこの三姉妹は。こんな時までマイペースなことこの上ない。俺は両手をそれぞれの腰に回し、二人を持ち上げた。相棒に比べれば屁でもない重さだ。そのまま岸まで引っ張っていく。

			「ブリュード、こっちよ！」

			　陸ではサティアが待ち構えてくれていた。彼女にララとリリを託し、俺はルルを背負ったまま上がる。水の重みから解放されると同時に、疲労がどっと押し寄せてきた。

			　俺だって泳ぎはそんなに得意じゃない。大地のありがたみを噛み締めながら、仰向けに倒れ込む。傍(かたわ)らでは三姉妹が互いの体を抱き合いながら、わんわんと泣いていた。

			「ララ姉ぇ、リリはお腹減ったにゃあ～っ！」

			「ルルは眠かったにゃあ～っ！」

			「二人ともごめんにゃあ！　ララのせいで、猫鍋にされちゃうにゃあぁぁぁぁ！」

			「誰がするかよ、アホ……！」

			　相変わらずな三人にうんざりしながら、俺は深く息を吐いた。

			　

			　赤々と燃え盛る焚(たき)火(び)を、五人で囲む。俺がその辺で木の枝や落ち葉を掻(か)き集め、それにサティアが〝超常銃(マギア・ガン)〟で火をつけたのだ。

			　今日が春らしい暖かな陽気だったのは、不幸中の幸いだろう。俺は上半身裸で、濡れた制服を乾かしながら言う。

			「……で。お前らこんなとこで何してたんだ」

			　二対三組、計六つの円(つぶ)らな瞳(ひとみ)が、一斉にこちらを向いた。その中央に座す黒猫ララが、しょぼくれた表情で口を開く。

			「……それ教えたら、猫鍋にしないでくれるかにゃ？」

			「だからしねぇって何度言えば分かるんだよ」

			「だって人間の間では、猫を鍋に押し込めるのが最近の流行りだって聞いたにゃ。食べる前に写真を撮って、皆に見せびらかすとも聞いたにゃ」

			「食わねぇし、そもそも猫鍋自体が若干古いっての！」

			「じゃあ何で一昨日(おととい)リリとルルに近付いたにゃ？」

			「それは……」

			　口(くち)籠(ごも)る。今さら何と説明すればいいんだ。サティアまでもが興味深そうに俺を見る。

			　言うべき言葉が見付からず困っていると、リリがララの裾をちょいちょいと引っ張って、

			「この人、リリに鯛焼きくれたにゃ。だから悪い人じゃないにゃ」

			「にゃにぃ？　そうなのかにゃ？」

			　ナイスフォロー。供(く)物(もつ)を捧げたかいがあったぜ。俺は水を得た魚のように、それに乗っかる。

			「そ、そうだとも。一人で腹空かしてたから、可哀想だと思って近付いたんだ」

			「にゃ、にゃんて良い人間なんだにゃ！」

			　打って変わってララが目をキラキラと輝かせる。それを見ていたサティアは小声で、

			「……嘘くさい」

			　と呟(つぶや)いた。

			　お前、いいから黙ってろ。これ以上話をややこしくすんじゃねぇ。

			　俺が横目でサティアを睨(にら)んでいると、不意にララが両手で俺の手を掴(つか)んできた。ぷにゅっとした肉球の感触が心地良い。

			「ララ、お前を誤解してたにゃ！　ぼっちで戦闘狂でイカれた奴だと思ってたにゃ！」

			　……安易に否定し切れないのが何とも。

			「そんなお前を見込んでお願いにゃ！　ララたちにお魚を獲って欲しいにゃ！」

			「……魚？」

			　ララは猫耳を揺らしてぶんぶんと頷(うなず)く。

			「そうにゃ！　ララたち三人で〝三(み)毛(け)猫(ねこ)三姉妹(シスターズ)〟ってギルドを創ったんだけど、全然お金がないのにゃ。だから仕方なく自分でご飯獲ろうとしたんだけど、泳げなかったのにゃ！」

			「あー……」

			　なるほど、ようやく話が繋がった。確かにギルド設立直後は資金が不足しやすい。おまけに今はろくな依頼にすらあり付けない状況だ。それで魚を獲ろうと湖に入ったものの、あんなふうに溺れてたってわけか。納得。

			「ララ姉ぇ、リリはもう限界だにゃあ」

			　茶色の猫耳を垂れ下げ、リリがへなへなとララの膝(ひざ)に倒れ込む。その逆サイドからは、

			「ララ姉ぇ、ルルも眠いにゃあ……」

			　お魚クッションを抱えたまま、同じようにルルが黒猫の膝(ひざ)へ突っ伏す。二人の頭を撫でながら、ララが必死の形相で俺を見上げた。

			「頼むにゃ！　このままじゃリリとルルが死んじゃうにゃ！」

			　俺は後ろ頭をガリガリと掻(か)きながら言う。

			「ったくしょうがねぇなぁ……」

			　本当に餓(が)死(し)でもされたら目覚めが悪すぎる。俺は相棒たちを掴(つか)みながら立ち上がった。

			「今回だけだぞ？」

			「わぁーい、やったにゃあ！」

			　設立直後の辛さは俺が一番よく分かっている。ララの頭を引っ叩いちまった件もあるし。猫どものために一肌脱ぐのも悪くないだろう。

			　しかしせっかく乾いた制服をもう一度濡らしたくない。ゆえにその場でズボンを脱ぎ捨てると、

			「ちょ、ちょっと！　いきなり脱がないでよ！」

			　サティアが顔を赤らめながら、視線を逸らした。白昼堂々、道の真ん中で胸を露出させる奴に言われたくないが、

			「悪い」

			　と形だけでも謝っておく。

			　パンツ一丁のまま歩いて行き、俺は湖へと飛び込んだ。目を凝らさずとも、大量の魚が泳いでいるのが見て取れる。

			「ブリュードォ！　頑張ってにゃー！」

			「お腹減ったけど、リリも応援してあげるにゃー」

			「眠いけど、ルルもちゃんと見てるにゃあ」

			　三人娘の声援を一身に受けながら、俺は両腕を振りかぶった。そして魚群に狙(ねら)いを定め、超高速で振り下ろす。

			「ふっ！」

			　丸々太った美味そうな魚。その体を刀身で掬(すく)い上げ、陸に向かって吹っ飛ばす。激しい水(みず)飛沫(しぶき)が上がると同時に、四匹の魚が宙を舞った。そいつらは見事に湖岸へ着地し、ピチピチと踊り跳ねる。

			「うわぁ、すっごいにゃー！」

			「まだまだぁ！」

			　少し楽しくなった俺は、逃げ惑う魚たちを追いかけ回した。こういう時に相棒のデカい刃は役に立つ。昔は俺もこんな風に食料を確保したものだ。釣竿でちまちま釣るのは性に合わない。

			　見る見るうちに湖岸には魚の山が築かれた。数にしておよそ二十匹くらいだろうか。これだけ獲れば十分だろう。三人で食って余りある。

			　俺は満足げに鼻を鳴らし、踵(きびす)を返した。ララたちが暴れる魚を前に大はしゃぎしている。俺もその輪に加わるべく、歩き出した瞬間。

			「ブリュード、後ろ！　何かいるわよ！」

			　サティアが俺の後方を指さし、叫んだ。

			「あぁん？」

			　言われるがままに振り向き――絶句する。水中に浮かぶ黒い影。歪(いびつ)に盛り上がる湖水。衝(しよう)撃(げき)で激しい波が発生する。俺は足を持って行かれぬよう、懸命に堪(こら)えた。

			　やがて盛大な水(みず)飛沫(しぶき)とともに、ソレが姿を現す。

			「何だ、コイツ……！」

			　全長三メートルはあろうかという、巨大な魚。黒光りする頑(がん)丈(じよう)そうな鱗(うろこ)。両脇の目は人の顔ほどの大きさがある。それがぎょろりと動き、俺を見た。口元には鋭い歯が並んでいる。あれに噛(か)まれれば無事では済まないだろう。

			　俺と睨(にら)み合うこと数秒。その巨大魚は突然尾を水面に叩き付けると、信じられない動きで空中に跳び上がった。そして口を限界まで開き、襲い掛かってきた。

			「ぎにゃあぁぁぁぁぁぁ！　ブリュードが食べられちゃうにゃあ!!」

			　ララの叫びが耳に届く。俺はその巨体を間一髪のところでかわした。魚は水中に潜り込み、矢のように動き回る。

			「ブリュード、早く上がりなさいよ！」

			「そう言われてもな……！」

			　逃げる間もなく再び奴が顔を出した。今度は水平に突進してくる。俺は黒鎌の刃で、迫り来る顎門(あぎと)を受け止めた。

			「ぐっ!?」

			　腕が折れそうなほどの衝(しよう)撃(げき)。堪(こら)え切れず派手に素っ飛ばされる。まるで水切りのように何度も跳ね、冷たい湖中へと沈み込んだ。大量に水を呑み込んでしまう。

			　一体何なんだ、アイツは。普通の魚とは思えない。もはや魔物と呼べるレベルだ。あんなのが潜(ひそ)んでいるなんて聞いたこともない。ここの主か何かか？　いずれにせよ、魚の分際で生意気な。ぶち殺してやる。

			　俺は相棒たちをぎゅっと握り締め、浮上した。その途端、黒い影に覆(おお)われる。見上げると、大口を開けた巨体魚が降ってきていた。逃げる必要なんてない。タイミングを見計らって両腕を振りかぶり、

			「死ねコラァ!!」

			　罵(ば)倒(とう)とともに薙(な)ぎ払う。黒白の刃が光(こう)芒(ぼう)を引いて、奴の首へと叩き込まれた。確かな手応えと同時に、夥(おびただ)しいほどの血液が弾ける。頭と胴体を切り離してやった。ざまぁみやがれ。

			　巨大な肉片が水面に打ち付けられる。しかし勝利の余韻に浸る気にはなれない。飛び上がった血液が、まるで雨のように降り注いだ。為す術(すべ)もなく全身が汚されていく。強烈な臭いが鼻を突いた。体中がねちょねちょして気持ち悪い。その状態で陸の方に体を向けると、

			「ち、血濡れぼっちだにゃあぁぁぁぁぁぁ！」

			「お腹減ったにゃあぁぁぁぁぁ！」

			「眠いにゃあぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

			　三毛猫たちに悲鳴を上げられる。俺はまた変な噂(うわさ)を立てられそうな予感を、沸(ふつ)々(ふつ)と感じた。

			　

			「にゃんにゃんにゃ～♪　にゃんにゃんにゃ～♪　おっさかなおっさかなうっれしいにゃ～♪」

			「ララ姉ぇ上手だにゃ～」

			「ルルも眠いけど、ちゃんと聞いてたにゃ～」

			　ララのわけの分からん鼻歌を、妹二人が褒(ほ)め称える。それを受けた黒猫は、得意気にえっへんと胸を反らした。

			　夕暮れ時の住宅街を、三毛猫たちを引き連れて歩く。一人につき五匹程度の魚を抱えながら。三人だけじゃ持って帰るのが大変そうだったので、俺も手伝ってやっていた。その間サティアには、依頼の報告に向かってもらっている。まさか魚を持ったまま歩き回るわけにもいかないし。少しの間だけだが、別行動だ。

			　俺がこんなことをしていれば、注目を受けるのは当然であって。道の両脇から、好奇の視線をこれでもかと浴びせられる。

			「血濡れぼっちの奴、今度は何をやってんだ……？」

			「一緒にいるの、新規勢の〝三(み)毛(け)猫(ねこ)三姉妹(シスターズ)〟じゃん。脅(おど)して傘(さん)下(か)に加えたんじゃね？」

			「年度も変わったし、いよいよ勢力を拡大させようってか。えげつねぇ……」

			　何とでも言いやがれ。もうこんな陰口にも慣れた。無視して歩き続ける。

			　猫たちのギルドハウスは、住宅街東端の十丁目にあるらしい。ゆえにメインストリートからは結構距離がある。一番家賃が安いエリアだ。俺も昔は同じ十丁目に住んでいた。立ち並んでいるのはほとんどがボロの木造建築だった気がする。あんな場所で三人で生活するのはさぞ大変だろう。

			　そんなことを考えていると、隣にララが小走りで近寄ってきた。そしてニコッと笑って俺を見上げる。

			「にゃ～。ブリュード、今日は本当にありがとにゃ。妹たちも大喜びにゃ」

			「……いいって、別に」

			　何だか無性に恥ずかしくなり、思わず視線を逸らした。人に感謝されることなんて滅多にない。どうにか話題を変えるべく、適当に口を開く。

			「……お前らは、何でここに入学したんだ？　将来なりたい職業とか、決まってるのか？」

			　俺はコミュ障を治したいという、漠然とした想いで入学を決意した。卒業後、何をするかなんて、何も考えちゃいない。

			　ララは猫耳をピクッと立て、迷いなく言い放つ。

			「決まってないけど、パパとママに楽させてあげたいにゃ！　そのためにいっぱい勉強したくて、入学したのにゃ！」

			「……そうか」

			　最初から分かっていたことだが、このララはとても家族想いだ。俺に襲い掛かってきたのだって、リリとルルを守るためだった。さっきも腹を空かした妹たちのために、泳げないにもかかわらず湖に飛び込んでいた。

			　しかし、〝猫(ねこ)人(びと)〟に限らず〝亜人〟の就職には困難が付きまとう。アミックスハートはマシな方だが、差別意識が強い街も多い。それを知っているからこそ、彼女たちの健気な様子が不(ふ)憫(びん)に思えた。

			「頑張ってな」

			　今の俺には、そんな無責任な言葉を投げかけることしかできない。それでもララは表情をぱっと明るめ、

			「うん、ありがとにゃ！」

			　満面の笑みを浮かべた。

			　今後も何かあれば協力してやりたい。俺は心の底からそう思った。すると逆にララが小首を傾げ、俺に尋ねてくる。

			「何でブリュードは優しいのに、皆から怖がられてるのにゃ？」

			　俺は苦笑交じりに答える。

			「さぁ、何でだろうな。俺が知りたいぐらいだ」

			　――本当はそんなこと、分かり切っている。

			　人は触れ合わないと、分かり合えない。一年前の魔物強襲事件。あの時植えつけられた俺に対する価値観は、そう簡単には拭(ぬぐ)えない。俺自身も、拭(ぬぐ)う努力をしてこなかった。その結果が、今の状況に結びついている。

			　俺はどんな顔をしていたのだろう。ララが心配そうに覗き込んでくる。

			「ブリュード、大丈夫かにゃ？」

			「お、おう」

			「安心してにゃ。ララたちはもう、ブリュードの友達にゃ！　ねっ、リリィ、ルルゥ～っ！」

			　ララの呼びかけに呼応し、妹二人がトテトテと駆けてくる。

			「お腹減ったけど、リリは友達だにゃ～」

			「眠いけど、ルルも友達にゃ～」

			　〝猫(ねこ)人(びと)〟三人がまるでマーキングでもするかのように、小さな体を擦り付けてくる。柄にもなく目頭が熱くなった。俺は懸命に震える声を絞り出す。

			「……ヤメロって。歩きにくいだろ」

			　周囲の生徒たちは唖(あ)然(ぜん)としていた。顔を見られたくなくて、咄(とつ)嗟(さ)に魚で隠す。生臭い。だが、悪い気分ではない。あの時、勇気を出してリリに声を掛けて良かったと思う。

			　――だが、そんな俺を動揺させる一言を、ララが言い放った。

			「もちろん、同じ〝猫(ねこ)人(びと)〟のサティアも友達にゃ！」

			　……。何、だって……？

			　足が止まる。息が詰まる。動(どう)悸(き)がする。悪(お)寒(かん)が背筋を駆け巡る。今まで感じていた違和感の全てが、津波となって押し寄せる。

			「ブリュード、どうかしたにゃ？」

			「いや、だって、え……？」

			　三毛猫たちが不思議そうに俺を見上げる。サティアが〝猫(ねこ)人(びと)〟だなんて、そんな馬鹿な。猫耳も尻尾(しつぽ)も肉球もないのに。何でそんなことを言ってるんだ。

			　額から冷汗が噴(ふ)き出る。彼女たちを問い詰めるのは簡単だ。だがそれをしてしまったら、今日一日で積み上げたものが瓦(が)解(かい)してしまいそうな、そんな恐怖に見舞われた。

			「悪い、ちょっと気分が悪くなった……」

			　俺は呟(つぶや)くように言って、抱えていた魚を全部ララに押し付けた。

			「わにゃ!?」

			「ごめん、ほんとごめんな。今日はもう、家に帰って休むわ……」

			　彼女たちの返事を聞くこともせず、全速力で駆け出す。何か叫んでいる気がしたが、耳に全く入らなかった。あんな言葉を聞いて、平静でいられるわけがない。

			　湧き上がる不安、焦(しよう)燥(そう)、戦(せん)慄(りつ)。それら全てが胸中で混ざり合い、巨大な渦(うず)を巻く。この想いを誰にぶつければいい。俺はどうすればいいんだ。サティアの顔を思い浮かべ、すぐに振り払う。アイツに問い質(ただ)すなんて論外だ。絶対に取り返しのつかないことになる。

			　全てを理解していて、なおかつ俺を導いてくれる奴。そんなの、この学園に一人しかいない。

			「フェミナ……！」

			　俺の口からは、自然とアイツの名前が漏れ出ていた。今の時間なら多分、一号館の学園長室にいるはずだ。真面目に仕事をしていれば、の話ではあるが。

			　帰宅の途に着く学生たちを撥(は)ね飛ばしながら、突っ走る。猛然と走る俺を見て、また女子から悲鳴を上げられた。怯(おび)えた表情で武器を構える奴もいる。それら全てを無視し、ひたすらに走り続ける。

			　幸いにもサティアと鉢合わせることはなかった。一号館に入って階段を駆け上がり、最上階である四階にたどり着く。廊下の一番奥にある突き当りの部屋が、フェミナが普段仕事をしている学園長室だ。

			　他に生徒や職員の姿はない。もう皆、帰り支度をしているのだろう。好都合だ。こんな話、他の誰にも聞かれたくない。

			　縺(もつ)れる足を懸命に動かし、やがて部屋の前に到着する。そのままの勢いでノブを回そうとした、瞬間。

			「っ!?」

			　俺が触れるよりも先に、扉が開いた。慌てて急制動をかける。驚きながら視線を上向けると、

			「……」

			　見知らぬ男が、立っていた。そいつがまとっているものを見て、愕(がく)然(ぜん)とする。

			　白を基調とした、重厚感溢れる鎧(よろい)。腰から提げられた、無骨なバスタードソード。紛れもなくそれは、〝アクィナス王国国(こく)営(えい)騎(き)士(し)団(だん)〟の装備だった。

			　男は俺に何も言わず、部屋の中へと向き直る。そして腰を曲げて深々と一礼した。

			「それではフェミナ学園長、これにて失礼致します。例の件、早急に対処して頂くよう、くれぐれも宜しくお願い申し上げます」

			「分かった分かった」

			　投げやりな口調でフェミナの声が響く。騎士団相手にも奴の態度は全く変わらない。男はそれに気を悪くする素振りも見せず、鎧(よろい)を打ち鳴らして去って行った。

			　出(で)端(はな)をくじかれた形となったが、俺は改めて部屋の中に入る。扉をきっちりと閉め、内側から鍵を掛けた。そして真正面の机に座るフェミナを、じっと見据える。奴は頬(ほお)杖(づえ)をして俺を眺めていた。その黄金色の瞳(ひとみ)に向かって、低く言い放つ。

			「……話がある」

			「奇遇だな、あたしもだ」

			　向こうの話を聞いている暇なんてない。俺はずんずんと歩を進め、机を挟んでフェミナと向かい合った。

			「悪いけど、後にしてもらえるか。こっちの方が先を急ぐ」

			「あぁん？　あたしを差し置こうとはいい度(ど)胸(きよう)……」

			「サティアについてだ」

			　奴の言葉を、無理矢理上から塗り潰した。形の良い眉(まゆ)がピクッと歪(ゆが)められる。フェミナは体勢を変えて、背もたれに寄りかかった。そして胸の前で短い両腕を組む。その顔には、くだらねぇことだったらぶっ殺すぞ、とでも書いてあるように見えた。

			　俺は一度目を閉じ、深く息を吐く。これまでサティアと触れ合って感じたこと。分かったこと。メリスちゃんのおかしな発言。ララの奇妙な言葉。そして何より、フェミナ自身が俺に言った台詞(せりふ)。それらすべてを鑑(かんが)みて、導き出される答え。彼女が抱える闇。それを明確に表す言葉があるとしたら、一つしかない。

			　俺はフェミナの顔をじっと見詰め、ゆっくりと口を開いた。

			「……単刀直入に訊くぞ。アイツの〝神(じん)通(つう)力(りき)〟は、何なんだ!?」

		

	
		
			　

			第四章

			　

			「……今頃気付いたのか」

			　事務机の後方に設置された大窓から、赤い夕陽が眩(まばゆ)く差し込む。その光を背に受けたフェミナが、短く呟(つぶや)いた。その言葉だけで、俺の抱いていた疑念は確信へと変わる。

			　思えば、最初からおかしかったんだ。初めてアイツがメインストリートに姿を現した時。その場にいた全ての生徒が、狂ったように歓声を上げた。

			　そんなの、普通に考えて有り得ねぇだろ。人間には好みがある。いくらアイツが可愛いからって、全部の人間がそう思うとは限らない。身長の高低。髪の長短。胸の大小。雰囲気や顔の造り、人柄や仕草。それら細かい条件など最初からなかったかのように、学生は皆無条件に、堕ちた。それはもう、〝神(じん)通(つう)力(りき)〟の影響以外に考えられない。

			　俺は動揺を隠し切れず、両手を机に勢い良く叩き付ける。

			「教えてくれ。アイツの中には、一体何が入ってるんだ!?」

			　声を荒げる俺とは対照的に、フェミナはまるで彫(ちよう)像(ぞう)のように静かだった。赤く染まった顔から、酷く冷たい声音を放つ。

			「あたしにそれを訊いて、どうする。それで何か解決するとでも思ってるのか？」

			「……どういう、意味だ」

			　戸(と)惑(まど)いながら聞き返した俺に、フェミナは見せつけるように溜息を吐いた。

			「そのまんまだ、バカ。あたしが今ここで答えを教えてやるのは簡単だ。でもな、それじゃ何の意味もねぇんだよ」

			　奴は椅子を引いて立ち上がった。腕を組んだまま歩き、俺の真横に立つ。そして顎(あご)をくいっと上向け、挑発的な表情で俺を見上げた。

			「そもそも取るべき行動を誤ってるんだ、テメェは。なぜあたしを頼る。知りたきゃ本人に訊けばいいだろうが」

			「できるわけねぇだろ、んなこと。お前のおかしな〝神(じん)通(つう)力(りき)〟について教えろって言うのか？　それが原因で仲(なか)違(たが)いしたら、どうする」

			「そう思うなら、まだその時期じゃねぇってことだ」

			「だからこうしてお前に……」

			　俺が言い終わる前に、フェミナは短く舌打ちをした。顔の周りに、紫(し)電(でん)が迸(ほとばし)る。

			「いつまでガキでいるつもりだ、テメェは」

			　その表情に、いつもの砕けた雰囲気は微(み)塵(じん)も含まれていなかった。本来の年相応の、圧倒的な威(い)厳(げん)。思わず怯む俺に、さらに畳み掛けてくる。

			「あたしが助けてやらねぇと、人間関係の構築もままならねぇのか。今後同じようなことがあるたびに、毎回あたしを頼るのか？　それじゃいつまで経っても成長しねぇぞ。公園の隅でシクシク泣いて、母親に助けを求めるガキと同じだ」

			「っ……！」

			　屈(くつ)辱(じよく)だった。俺がそんな幼い子供と同じだって言うのか。反論しようと口を開く。だが、何の言葉も出て来ない。

			　――頭では理解しているからだ。フェミナの言ってることは、全て正しいと。俺は何も言うことができず、悔(くや)しさから唇を噛み締めた。

			　なぜ、俺は真っ先にフェミナを頼ろうとしたのだろう。それは今までずっと、そうしてきたからだ。学園内の唯一の理解者。乱暴な口調と相反した、面倒見の良い性格。俺はその優しさに甘えてきた。だから今回も、こいつを頼れば何とかしてくれると思った。

			　打って変わって黙り込む俺のネクタイを、乱暴に引っ張られる。まるで人形のように整った顔が、間近に据えられた。

			「お前、何をそんなに怯(おび)えてやがる。アイツの〝神(じん)通(つう)力(りき)〟が怖いのか？」

			「そんな、ことは……」

			　ない。そう即座に断言できない自分が、たまらなく情けなかった。

			　実際、ララの不可解な発言を聞いた時から、一向に動(どう)悸(き)が治まる気配がない。不特定多数の人間に影響を及ぼす、強大な〝神(じん)通(つう)力(りき)〟。それが彼女に宿っていると知った今、どんな顔でアイツに接すればいいのか、分からないのだ。

			　フェミナはネクタイを握る力をさらに強めながら、言う。

			「テメェはこれまで、一体何を見て来たんだよ。アイツは化け物でも何でもない、ただの一人のガキだったろうが。自分の居場所を見付けられず、必死にもがき続けている。自らに植えつけられた宿命と、懸命に戦い続けている。哀れな一人のガキだ。それを恐れる必要がどこにある」

			　放たれた言葉一つ一つが、まるでナイフのように俺の胸に突き刺さった。サティアが時折見せた酷く辛そうな表情が、脳裏に浮かんでは消える。

			　呆(ぼう)然(ぜん)とする俺の両肩を、フェミナがぐっと掴(つか)んだ。そして黄金色の瞳(ひとみ)で、じっと見詰められる。

			「よく考えてみろ、ブリュード。アイツに宿る〝神(じん)通(つう)力(りき)〟が怖い。それはまさしく、他の生徒がお前に抱いている感情と同じだろうが！」

			「っ!?」

			　心臓の鼓(こ)動(どう)が、一気に跳ね上がる。

			　まさに、その通りだった。あの強襲事件の時に〝開眼〟した、狂気の〝神(じん)通(つう)力(りき)〟。その影響で、学園の連中はより一層、俺から距離を置くようになった。本当の俺がどんな人間なのか、何も知らないくせに。

			　――俺が今やっていることは、それと全く変わらない。勝手な思い込みで、サティアに恐れを抱いている。何でだ。俺はそれで一年間苦しんだというのに。何で同じことを、サティアにしようとしていたんだ。

			「馬鹿だ、俺……」

			　全身の力が抜け落ちる。俺は糸が切れたかのように、その場に崩れ落ちた。後悔と自責の念が頭の中を支配する。たとえ一瞬でも彼女を恐れてしまった自分に、途方もないほどの嫌気が差した。

			　俺と目線を合わせるように、フェミナも座り込む。

			「分かっただろ。あたしから真実を聞いたところで、何の意味もない。人間ってのは直接触れ合わないと、分かり合えないんだ」

			　そんなこと、身に染みているはずだった。学園で俺を理解してくれているのは、フェミナだけだから。こんなんでサティアを仲間と呼ぼうとしていたなんて、勘違いも甚(はなは)だしい。

			　俺は奥歯をギリッと噛み締め、立ち上がった。

			「……もう、帰るよ」

			　これは俺自身の手で、解決しなければならない。他の誰も頼りにするわけにはいかない。

			　フェミナも体勢を戻し、長い金髪を背中に流しながら言う。

			「焦る必要はない。まだ例の勝負も終わってねぇんだろ？」

			　俺はこくりと頷(うなず)いた。明日が最終日。それを無事に乗り切れば、彼女は正式に俺のギルドに加入することになっている。

			　フェミナは顎(あご)に手を当て、何やら思案顔を浮かべた。そして数秒の後、伏せていた目を上げる。

			「明日はサティアと二人で、いつもより三時間早く授業場所へ来い」

			「……なぜ？」

			　意図が分からず問い掛ける。フェミナは抑(よく)揚(よう)のない声で続けた。

			「さっき、あたしも話があると言っただろ。それに関連することだ」

			　嫌な予感が沸(ふつ)々(ふつ)と込み上げる。脳裏を過ぎるのは、先ほど入れ違いになった騎士団。そこから連想できる事柄。

			「詳細は明日説明してやる。持ち物は健康な肉体と整備した武器。そして――移動用の〝暴風二輪車(ウインドバイク)〟」

			　それだけでこいつが何をさせようとしているのか、大体察してしまった。

			　

			　自宅前にたどり着き、一度大きく深呼吸する。パンパンと両頬を叩き、凝り固まった表情筋を解した。

			　変に意識する必要はない。さっきまでと同じようにしていれば、それでいい。サティアはサティアなんだから。何度も自分にそう、強く言い聞かせる。

			　意を決し、扉を開こうと手を伸ばした。――だが、

			「……？」

			　開かない。ガタガタと突っ張る感覚。何でだ、合鍵は渡してあるのに。もしかして内側から鍵を掛けたのか？

			　不審に思いつつ、自分で鍵を開けて中に入る。だがそこに、サティアの靴は置いてなかった。耳を澄ませてみても、人の動く気配はない。俺は靴を脱ぎ捨て、リビングへと駆け込んだ。

			　朝出た時と、全く同じ光景。物が動いた形跡は見当たらない。一応確認のため、二階へ上がる。彼女の部屋を覗いてみるが、やはりいない。

			　――どういうことだ。俺は途中までララたちに付き添った後、フェミナの元へ向かってからここへ来た。一方のサティアはギルド本部へ寄った後、直で家に帰ったはず。どう考えても、俺より遅くなるなんて有り得ない。

			　何だか途(と)轍(てつ)もなく悪い予感がする。胸騒ぎが止まらない。俺は堪(たま)らず家を飛び出した。

			　住宅街にはすでに、夜の帳(とばり)が下り始めている。通りを歩く生徒の数も徐々に減ってきていた。俺は周囲に目を凝らしながら、一号館へとんぼ返りする。

			　彼女はどこへ行ったのだろうか。まさか結局嫌気が差して、出て行っちまったのか？　いや、それなら昨日購入した物品を多少なり持って行くはずだ。ラビーちゃんドールを含め、何もなくなってはいなかった。

			　息を切らせながらギルド本部へとたどり着く。こんな時間でもまだ依頼を探している生徒たちがちらほらいた。俺は彼らを擦り抜け、受付の姉ちゃんの元へ直行する。

			「ちょっと訊きたいんだが……！　さっき〝孤独な螳螂(ロンリーマンテイス)〟のメンバーが、依頼達成報告に来たか？」

			　二十代後半くらいの女は怪(け)訝(げん)な表情を浮かべながらも、

			「え、えぇ。ツーサイドアップの女の子でしょ？　確か三十分くらい前に来たけど……」

			「どんな様子だった！　何か変わったこととかあったか!?」

			「え……？　さ、さぁ。特には……。あ、でも、部屋を出た辺りで、他のギルドの男子たちに声を掛けられていたような……」

			　予感が悪い方向で的中する。まさかそいつらが関与してんじゃねぇだろうな。俺は拳を固く握り締め、事務員に詰め寄る。

			「……どこのギルドの連中だった？」

			　自分でも驚くくらい、ドスの利いた声音。女は顔を引きつらせて怯(おび)えつつ、

			「え、えっとぉ……確か、そ、そう。彼女の一つ前に報告に来たところだから……〝狂乱の牙(クレイジーフアング)〟、だったかな？」

			　知らない名前だった。少なくとも、高ランクギルドではない。

			「そいつらのギルドハウスの住所は？」

			「じゅ、住所？　え、っとぉ……。そういう個人に関わる情報は、一応正当な理由がないと……」

			「あぁん？」

			「ひっ！」

			　凶悪な目で睨(にら)み付けると、女は小さく悲鳴を上げた。どうせ知ってる奴に訊けば分かることなんだから、個人情報もクソもあるか。俺は苛(いら)立(だ)ちを全面に押し出し、捲(まく)し立てる。

			「もしも問題になったら、俺に脅(おど)されましたって言え。仕置きでも何でも受けてやる。分かったらグダグダ言ってねぇでさっさと教えろ！」

			「は、はいぃ！」

			　女は涙目になりながら資料を漁(あさ)り出した。分厚いファイルをバラバラと捲(めく)り、震える声を絞り出す。

			「に、二丁目の七十四番地、です……！」

			　俺はそれを聞くなり、返事も言わずに駆け出した。見物していた生徒たちを押し退けつつ、本部から飛び出す。後ろからさっきの女が「え～ん怖かったよぉ！」と泣く声が響いたが、構うものか。

			　靴裏のスパイクから火花が散りそうになるほど、全力で石畳を蹴(け)る。単に声を掛けただけなら、百歩譲って大目に見てやる。だが無理矢理、彼女を連れ出したなら――。

			　俺は背中の相棒たちに手を掛けた。そして迷うことなく抜き取る。臨戦態勢で走る俺を見て、他の生徒たちは目を丸くしていた。

			「や、やべぇぞ。血濡れぼっちが殺る気満々で走ってる！」

			「つ、つつ、通報した方じゃいいんじゃねぇのか!?」

			　真横で聞いた声も、すぐに後ろへ流れて行く。相手している暇はない。したきゃ勝手にしやがれ。

			　やがて数分もかからぬうちに、二丁目の通りにたどり着く。俺は一度足を止め、長く続く道のりをじっと見据えた。

			　歩いている生徒の姿は、今のところない。ここら辺は極端に空き家が多いのだ。理由はその中途半端に設定された家賃にある。

			　メインストリートから遠く比較的安価だが、西端の一丁目ほどではない。つまり設立から時間が経っても安定した収入を得られない、三流ギルドが住まう場所。素行の悪い連中も多い。よけいに俺の不安は募(つの)っていく。

			　俺は相棒たちを握る手に力を込め、再び駆け出した。家の前に置かれたポストの数字を凝視しつつ、走り続ける。

			「ここか……！」

			　やがて聞き出した番地の前で立ち止まる。何の変哲もない、プレハブのような一軒家だった。申し訳程度の小さな庭があり、その隅には頑(がん)丈(じよう)そうな物置が置いてある。

			　俺は破損させるほどの勢いで呼び鈴を連打した。しかしいつまで経っても出てくる気配がない。ドアに体をくっつけ中の様子を窺(うかが)うが、何の物音もしなかった。

			　試しにノブを回してみる。すると鍵は掛かっておらず、すんなりと開いた。俺は躊(ちゆう)躇(ちよ)なく体を滑り込ませる。不法侵入なんて知ったことか。

			　玄関には一足の靴も置いてなかった。不在なのか？　だとしたら、なぜ鍵を掛けていない。明らかに不自然だろ。俺は遠慮の二文字を頭から消去し、家の中に上がり込んだ。

			　ごちゃごちゃと全く整理されていない室内。脱ぎ散らかした衣服や、食べ終えた弁当のゴミなどが散乱していた。他人の家独特の不快な臭いが漂(ただよ)っており、あまり長居はしたくない。

			　リビング、キッチン、トイレの中まで確認したが、やはり人の姿は見受けられなかった。サティアの足跡を辿るには、こいつらを問い詰めるのが一番手っ取り早いというのに。

			「どこ行きやがったんだ、くそっ！」

			　俺は悪態をつきながら、相棒の柄を床に叩き付けた。不在ならなぜ鍵を掛けていない。そういう性格なのか？　あまりにも不用心すぎる。別に盗られるような物はないと言われれば、それまでだが……。

			　せめて何か手がかりはないかと、視線を泳がす。男の生活感溢れる室内。ソファの上には、〝アミアミ〟の写真集が置かれていた。雑に扱われたのか、所々破れている。おそらくこのギルドに女性メンバーはいないのだろう。

			　――と、俺の目はある一点に釘付けになった。薄汚れた窓ガラス。その向こう側に佇(たたず)む、遮蔽された物置小屋。その扉がわずかに揺れ動いた気がしたのだ。

			　家の敷地内で、何かを隠すには絶好の場所。あの中はまだ、確認していない。

			　俺は吸い寄せられるように玄関を出て、庭を突き進んだ。そしていかにも怪しい物置の前に立つ。聞き耳を立てると、案の定、

			『……めて！　……ないで！』

			　聞き間違えるはずもない。くぐもったサティアの声が、微かに中から響いてきた。

			　俺は鬼のような形相で横開きの扉に手を掛ける。しかし、内部で何かが突っ掛かっているのか、開かない。歯を食いしばり、何度も力を込める。すると焦った男の声で、

			『おい……！　一体誰だよ!?』

			『ま、まさか血濡れぼっちか!?』

			『馬鹿言え、バレるにしたって早すぎ……』

			　――確定的だった。

			　目の前が真っ赤に染まる。激しい怒りが烈火の如く燃え盛る。俺は生まれて初めて、人に対し明確な殺意を覚えた。

			　相棒たちを振りかぶる。鉄製の扉に向けて、交差するように振り下ろす。まるで紙を斬るかのように、いとも容易(たやす)く切断した。

			　崩壊した扉の奥で、制服姿の男三人が驚(きよう)愕(がく)の表情を浮かべている。その足元には、口をタオルで縛(しば)られたサティアが座り込んでいた。
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			　――それを見た瞬間。俺の中の自制心は、跡形もなく消え去った。

			「嘘だろ、何……」

			　男が何か言うよりも早く、黒鎌の柄を一人の腹に突き立てた。そのまま全力で後ろの壁に叩き付ける。破砕音が轟(とどろ)き、鉄の壁が歪に変形した。男は口から血を吐き出し、白目を剥(む)いて気絶する。

			　役目を終えた相棒たちを放り投げ、狭い内部へと侵入する。呆(ぼう)然(ぜん)としていたもう一人の頭を引っ掴(つか)み、猛烈な速度で床に打ち付けた。顔面が深くめり込み、一瞬のうちに昏(こん)倒(とう)させる。

			「ひ、ひいぃ……！」

			　俺は動きを止めない。即座に立ち上がり、後(あと)退(ずさ)る最後の一人を睨(にら)み付ける。その胸倉を握り、強引に引き寄せた。衝(しよう)撃(げき)で制服のボタンが二、三個ちぎれる。

			　俺は額に青筋を立て、目をギラつかせながら言った。

			「テメェら、何したか分かってんのか……？」

			「ち、ちち違うんだ！　俺はただ、リーダーに従っただけで！」

			　この期に及んで責任転(てん)嫁(か)。あまりの屑(くず)っぷりに虫(むし)唾(ず)が走る。男は汚い唾を飛ばしながら、

			「そ、それにまだ縛ってしかいない！　本当だって！」

			「……っ！」

			　その言葉が、俺の逆(げき)鱗(りん)に触れた。右腕を振りかぶり、殺すつもりでぶん殴る。バキッと異音が響き、折れた歯が飛び散った。それでも俺は容(よう)赦(しや)なく拳を振り抜く。男の体はまるで小石のように、物置の外まで吹っ飛んで行った。

			「はぁ、はぁ……！」

			　手から血が滴り落ちる。追いかけて馬乗りになり、顔の形が変わるまで殴ってやりたい気分だった。

			　だが、我を失いかける俺をサティアの声が現実に呼び戻す。

			「ブリュード……」

			　はっとして視線を移す。赤い瞳(ひとみ)に涙を浮かべたサティアが、じっと俺を見上げていた。弾かれるように座り込み、きつく縛(しば)られたタオルを外してやる。解放されると同時に、サティアは酷く咳き込んだ。

			「げほっ、げほっ……！」

			　見ると、後ろ手にロープまで結ばれている。これが本当に、同じ生徒のやることなのかよ。激しい憤(いきどお)りを覚えるとともに、守ってやれなかった事実を心底悔やむ。

			　彼女の白い手首には、くっきりと赤いロープの跡が浮かんでいた。見ているだけで痛々しい。俺は顔を俯(うつむ)かせ、力なく呟(つぶや)く。

			「……一人にして、ごめん」

			　サティアはわずかに首を振り、

			「……大丈夫、慣れてるから……」

			　掠(かす)れた声で、そう言った。

			　――視界が霞(かす)む。涙が溢れてくる。何で、慣れてるなんて言うんだよ。こんな経験を、何度もしてきたって言うのかよ。

			　血が滲(にじ)むほどに唇を噛み締める。同時にサティアと初めて会ったあの日、彼女が口にした言葉を思い出す。

			『――アンタ、あたしと一つ屋根の下で暮らして、自我を保てる自信ある？――』

			　あの言葉の真の意味を、俺はようやく理解した。彼女の〝神(じん)通(つう)力(りき)〟は、理性を失くさせるほどの力を秘めている。でなければ、こんな目に何度も遭(あ)うわけがない。お前は一体、今までどんな生活を送って来たんだ……！

			　彼女の過去を推し量るだけで、胸が締め付けられる。何も分かっていなかった自分に、死ぬほどの嫌悪感を抱く。

			　あまりの衝(しよう)撃(げき)に打ちひしがれていると。その静(せい)寂(じやく)を破るかのように、耳障りな笛の音が響いた。

			「ピピーーッ！　〝ジャスティナイツ〟です！　通報を受けて……ってやっぱり事件起こってるぅ！　皆こっちよ、早く来てぇぇぇぇぇ！」

			　虚(うつ)ろな瞳(ひとみ)を外に向けると、特徴的な腕章を着けた生徒たちがゾロゾロと集まってきていた。青地に白色十字の紋(もん)章(しよう)を縫(ぬ)い付けてあるそれ。有志で結成される学園自警団――〝ジャスティナイツ〟の腕章だった。奴らは常に呼子笛を首から提げており、有事の際にはそれを吹き鳴らす。

			　どうやらさっき俺の姿を見かけた連中が、本当に通報したらしい。これで教師を呼びに行く手間が省(はぶ)けた。後のことは全て、あいつ等に任せればいい。

			　――俺は事情聴取が終わるまでの間、片時もサティアから離れなかった。

			　

			　あれから数時間が経過し、周囲は完全に夜の闇に包まれた。

			　〝狂乱の牙(クレイジーフアング)〟の連中は、暴行罪、拉(ら)致(ち)・監(かん)禁(きん)罪、強(ごう)姦(かん)未(み)遂(すい)罪など数々の罪に問われた。現行犯ということで言い逃れできるはずもなく、丁度学園に居合わせていた騎士団によって連行されて行った。

			　俺とサティアは簡単な聴取を受けた後、そのまま帰宅。彼女が犯される前に救い出せたのは、不幸中の幸いと言わざるを得ない。

			　俺はサティアをリビングのソファに座らせ、対面に腰掛けた。そして改めて深く頭を下げる。

			「……ごめん。俺の認識が甘かった。全部俺のせいだ」

			　彼女は小さな微笑みを浮かべ、

			「もう、何度謝れば気が済むの？　アンタは、ちゃんと助けてくれたじゃない。あたしは本当に、ちょっと縛(しば)られただけだから」

			　そう言うサティアの手には、未だロープの跡が残っている。地肌が限りなく白いせいで、よけいにそれが際立っていた。あまりに、痛々しい。見ているだけで再び涙が浮かんでくる。

			　そんな俺を気遣うように、サティアはぽつぽつと語り出した。

			「……今までも、ああいうことは何度もあった。それこそ、数え切れないくらい。でも、あんなギリギリの状況まで持ってかれたのは、今回が初めてで」

			　いつもの強気な彼女の姿は、微(み)塵(じん)もない。触れればすぐに壊れてしまいそうな、一人の少女。手に浮かぶ傷を擦りながら、絞り出すように言う。

			「それは、上手く逃げてたからでも、誰かに助けてもらってたからでもない。本当に危ない時は――自分の力で、相手を殺してきたから」

			「っ……！」

			　俺は思わず息を呑んだ。彼女の持つ、並外れた戦闘能力。それは先のような修(しゆ)羅(ら)場(ば)を、何度も潜り抜けた結果だと言うのか。

			　サティアは涙声になりながら続ける。

			「今回も、最初はそうしようと思った。……でも、どうしても引き金を引けなかった。殺すことに、抵抗を持っちゃったの。そんな自分に動揺しているうちに、気付いたら……」

			　体の自由を奪われていた、ということか。俺は不(ぶ)躾(しつけ)とは思いつつ、口を開く。

			「……相手が、同年代だったからか？」

			　彼女はふるふると首を振り、

			「それは、絶対に違う。相手が誰であろうと、あたしは殺してきた。そうでもしなきゃ、生きて来れなかったから。……でも、何でかな。自分でも分からないの」

			　潤んだ赤い瞳(ひとみ)で、じっと俺を見詰める。

			「今朝(けさ)の授業の時、アンタは一切あたしを攻撃しようとしなかった。絶対に、本気でやられると思ってたのに。だって今まで嫌われるようなこと、我(わ)が儘(まま)なことを言い続けてきたから……」

			　その瞳(ひとみ)から、一筋の涙が零(こぼ)れ落ちる。

			「でもアンタは、反撃しなかった。できるわけねぇだろって、言ってくれた。自分は肩から血を流してたのに……。それを見て、はっと気付いたの。あたしだって、殺したくて殺してきたわけじゃない。それなのに何で今、この人を殺そうとしてるんだろうって……」

			　溢れ出した涙は、止まらない。綺(き)麗(れい)な頬を伝って滴り落ちる。

			「そう思った瞬間、何もできなくなっちゃった。アンタの傷口を見るたびに、胸が痛んだの。あたしの身勝手な動機で銃口を突き付けたことを、心底後悔した。だからせめて、何か償いがしたいと思って、これ……」

			　スカートのポケットに手を入れ、何かを取り出す。現れたのは、特徴的なハート形をした薬草。――紛れもなく、俺とサティアが一緒に採取したハートハーブだった。

			「本当は、アンタが寝ている間にこっそり塗ってあげるつもりだった。そうでもしなきゃ、あたしの気が収まりそうになかった。……でも、それじゃやっぱりダメよね。ちゃんと面と向かって謝らなきゃ。だから、今塗らせてもらってもいい……？」

			　上目遣いで尋ねられる。そんなことを言われ、断れるわけがなかった。

			「あ、あぁ……」

			　戸(と)惑(まど)いながらも頷(うなず)いた俺を見て、サティアは立ち上がる。そして俺の足の間に入り、ゆっくりと跪(ひざまず)いた。パサリと髪が舞い、シャンプーの匂いが香る。

			　彼女は白い指先で、俺のブレザーに触れた。そして丁寧にボタンを外していく。俺は緊張で体が硬直し、そのくらい自分でやるとは言い出せなかった。

			　やがてブレザーを脱がされ、シャツ一枚になる。彼女は前屈みになり、そのボタンにも手を掛けた。一つ一つ、まるで焦らすように、時間をかけて外していく。俺は知らぬ間に頬が熱くなるのを感じた。

			　ようやくと言っていいほどの間の後、俺の地肌が露出する。病棟で巻いてもらった包帯は、すでにない。湖に飛び込んだ時に、使い物にならなくなってしまった。

			　サティアは膝(ひざ)立ちのまま、俺の体に手を伸ばした。傷の周辺をつーっと撫でられる。その淫(いん)靡(び)な動きに、全身がゾクリと粟立った。

			「……痛い？」

			　至近距離で顔を覗き込まれる。俺は堪(たま)らず目を逸らした。

			「……い、いや」

			　正直痛みなんてとうの昔に忘れている。それよりも、心臓の鼓(こ)動(どう)が速くて困っている。

			　しかしサティアは痩(や)せ我慢と受け取ったのか、

			「……本当に、色々と迷惑掛けて、ごめんね」

			　申し訳なさそうに呟(つぶや)いた。俺は何も言えず、ただ無言で小さく頷(うなず)く。

			　サティアは傍(かたわ)らに置いてあったハートハーブを拾い上げた。そしてぐっと力を込め、茎の部分をパキッと割る。中から半透明の液体がどろりと流れ出た。それと同時に漂(ただよ)う独特の匂い。病棟でよく嗅(か)ぐのと全く同じだ。

			　彼女は液体を掬(すく)い上げ、指先でじっくり伸ばした。そして震える手付きで俺の傷口に触れる。何とも言えない感覚が走り、俺はビクッと体を跳ねさせた。

			　そのまま十分過ぎるほどに、何度も何度も往復される。俺は懸命に耐え続けた。顔が沸(ふつ)騰(とう)しそうなほどに熱い。看護師のおばさんに塗られるのとはわけが違う。サティアは医療知識なんて皆無のはずなのに。なぜこんなにも心が満たされるのだろう。

			　永遠にも感じる時間の後、サティアは名残惜しそうに指を離した。そして上擦った声を発する。

			「お、お終い……」

			　彼女の顔が真っ赤に染まっているのは、おそらく勘違いではないだろう。俺はカラカラに乾き切った口から、どうにか言葉を捻り出す。

			「……あ、ありがとう」

			「ううん。あたしが、自分からやったことだし。それにお礼言うなら、むしろあたしの方だから……」

			　消え入りそうな声で言って、恥ずかしそうに俯(うつむ)いてしまう。お互いがお互いを見れない。室内は静(せい)寂(じやく)に包まれ、心臓の鼓(こ)動(どう)だけがやけに大きく聞こえる。だがこの沈(ちん)黙(もく)に、決して居心地の悪さは感じなかった。

			　やがてサティアは深く息を吐き、再びこちらを向く。そして目の周りの涙を拭き取りながら言った。

			「ここまでしても、アンタは自我を保っていられるのね」

			「……結構危なかったけどな」

			　彼女はくすりと笑い、

			「……約束通り明日一日で、アンタを見極めさせて。それで何もなかったら、正式にギルドに入ってあげる」

			「いいのか？　あんなことがあったのに。学園に残るの、嫌じゃないのか？」

			「……本当は、ちょっと怖い。でもそれは、どこに行っても同じことだから。だったらあたしは、アンタに賭けてみることにした。あたしの前で唯一理性を失わなかった、アンタに」

			「そう、か。でも明日は……」

			　言い淀(よど)む俺を見て、サティアは小首を傾げる。

			「どうかしたの？」

			「……ちょっと、遠出する羽目になるかもしれない」

			「そうなの？　どこに？」

			「俺もまだ、詳しくは聞いてない。たださっき、フェミナに言われたんだ。明日はいつもより三時間早く、サティアと二人で授業場所に来い、って……」

			　どこへ行って、何をさせられるのか。俺の中で大体見当はついている。そしてそんな場所に、彼女を連れて行きたくないとも思っている。

			「三時間も？　随(ずい)分(ぶん)早いのね。あたし起きられるかな……」

			「キツかったら、別にいいんだぞ？　今日のこともあるし。俺がどうにかフェミナを説得して……」

			「ううん、大丈夫よ。頑張るから」

			　俺の言葉を遮(さえぎ)り、優しく微笑む。

			　――もしかしたら明日、この笑顔を失うことになるかもしれない。そう考えただけで、俺の心は押し潰されそうになった。

			　

			　翌日。

			　これほどまでに、時間の経過を恨んだことはない。ベッドに入った後もサティアのことを考え続け、ほとんど一睡もできなかった。

			　午前四時を過ぎ、渋々体を起こす。寝不足のせいで頭がズキッと痛んだ。しかし泣き言を言ってはいられない。洗面所に向かい、冷たい水で顔を洗う。タオルで力任せにゴシゴシ拭(ぬぐ)っていると、階段を下りる音が響いてきた。

			　リビングに顔を出すと、サティアと目が合う。彼女は眠そうに瞼(まぶた)を擦りながら、

			「おは、よう……」

			　欠伸(あくび)混じりに言った。

			　朝の挨(あい)拶(さつ)をしてもらったのは初めてだ。俺は苦笑しながらそれに応える。

			「おはよう。大丈夫か？」

			「う、ん……。なんとか……」

			　まるで亡霊のような足取りで歩く。全然大丈夫じゃなさそうだが。俺と入れ替わりで洗面所に入り、何度も水を被る。

			　二人で簡単な朝食を摂り、身支度を整えると、時刻はすでに四時四十分を回っていた。

			　気乗りしないまま家を出て、しっかりと鍵をかける。この時間になってもサティアは眠そうに欠伸(あくび)を繰り返していた。あたしの眠りは浅いとか言ってたのは、一体何だったのだろう。

			　空を見上げると、分厚い雲に覆(おお)われていた。陽はまだ昇り切っておらず、薄暗い。春特有の朝霧まで発生している。まるで俺の心を投影したかのような、そんな光景。

			　俺はまず、庭の隅に停めてある〝暴風二輪車(ウインドバイク)〟の元へと向かった。被せておいた布を外すと、紅(あか)い車体が艶(つや)を放つ。こいつを持ち出すのも、春休みを挟んでおよそ一か月振りだった。

			　サティアは初見なのか、興味深そうに顔を近付ける。

			「……何？　これ。変な形」

			「知らないか？　騎士団製の最新式移動兵器だ。つっても値段が馬鹿みたいに高いから、一般にはほとんど普及してねぇけど」

			　二人乗りができるよう、大き目に設計されたシート。それを支える二つのホイール。車体の中心部には〝暴(ぼう)風(ふう)石(せき)〟が仕込まれており、そこから発生する風の力で動く仕組みになっている。

			　サティアはあちこちを撫でたり触ったりしながら、

			「何でそんな物を、アンタが持ってるわけ？　盗んだの？」

			「なわけねぇだろ……！　去年の誕生日に、フェミナから貰ったんだよ。試作品として受け取ったはいいが、どうせこんなもん使わねぇからって」

			　アイツは雷速で動き回れるからな。以後は俺が有難く使わせて貰っている。

			「ふぅん……。これ、本当に動くの？　お馬さんの方が速そう」

			「それは、乗ってみりゃ分かることだ」

			　実際馬よりも使い勝手はいいだろう。疲労することはないし、餌(えさ)代もかからない。燃料も不要で、中の〝暴(ぼう)風(ふう)石(せき)〟が破損しない限り動き続ける。

			　俺はスタンドを蹴(け)り上げ、ハンドルを押して歩き始めた。サティアはまだ不思議そうに車体を眺めていたが、ゆっくりと俺に付いてくる。

			　住宅街は静(せい)寂(じやく)に包まれていた。まるで昼間の喧(けん)騒(そう)が嘘のように。明かりの点いている家もほとんど見当たらない。俺とサティアの歩く音だけが、静かに谺(こだま)する。

			　やがて十数分ほど歩き続け。一号館の前へとたどり着いた。薄闇の中に佇(たたず)むその姿は、どこか不気味ささえ感じられる。昇降口の脇を通り抜け、二号館との間にある中庭へ。

			　朝霧の中、大木の根元に立つ一つの影があった。金髪を揺らしながら、腕組みをする一人の女。俺はサティアと頷(うなず)き合い、そいつの元へと向かう。

			　フェミナは俺たちの姿を順に認めると、口角をにやりと吊り上げた。

			「よく寝坊せずに来たな、お前ら。あと五分遅けりゃ、殴り込んでたところだ」

			「……そうされるのが嫌だから、ちゃんと来たんだよ」

			「ひゃひゃひゃ。感心感心」

			　こいつの場合、冗談じゃなくて本当にやりやがる。今まで寝起き電流ドッキリを何度くらったことか。

			　フェミナはくいっとサティアに視線を移し、

			「お前、昨日は災難だったな。体とメンタルは大丈夫か？」

			「は、はい。大丈夫です。どこにも怪(け)我(が)はありませんし……」

			「そうか――昨日の連中は、即日退学処分にした。今後同じことが起こらぬよう、教師どもにも監視の強化を命じておいた。つっても、あまり効果はねぇかも知れねぇが……」

			　それはおそらく、サティアの〝神(じん)通(つう)力(りき)〟のことを言っているのだろう。いくら教師とはいえ、彼女の力に屈しない保証はない。ゆえにあまりあてにしない方が良い。……むしろ、教師に襲われる危険性すらある。

			　そのことを自覚させるかのように、

			「分かってるな？　ブリュード」

			　フェミナは俺を見た。

			「あぁ……」

			　もう二度と、彼女を一人にはしない。そう心に強く誓う。フェミナはふんっと鼻を鳴らし、

			「それじゃ、あまり時間もない。早速本題に入る」

			　緩んでいた表情を引き締めた。たったそれだけで、空気がピンと張り詰める。俺もサティアも、自然と背筋を伸ばした。

			「昨日、〝国(こく)営(えい)騎(き)士(し)団(だん)〟からとある報告と、それに関する調査の依頼を受けた。内容は至極不可解なもの。――〝神(じん)通(つう)領(りよう)域(いき)〟において、原因不明の地形変動が起こったらしい」

			「っ……！」

			　ドクン、と心臓が高鳴る。俺の予想は半分当たりで、半分外れだった。あの空間に関すること、とは思っていたが……。

			　サティアは小さく「えっ」と声を漏らし、

			「〝神(じん)通(つう)領(りよう)域(いき)〟って、あの……。大陸東部にある、魔物の巣のこと、ですよね……？」

			「あぁそうだ。一年中魔物の吐き出す〝瘴(しよう)気(き)〟に覆(おお)われている、地獄の空間。生身の人間が迷い込めば、助かる道はない」

			　サティアの体がビクッと震える。いたずらに脅(おど)すような真似すんじゃねぇ。その意図を込めて、フェミナを睨(にら)み付ける。奴はそれをさらりとかわし、言葉を続けた。

			「地形変動。具体的には、目に見える景色が変わったということだ。あったはずの丘が消え、なかったはずの岩塊が忽(こつ)然(ぜん)と姿を現した。これだけでも十分異常事態だが――さらに追い打ちをかける異変が、もう一つ」

			　これ以上何があるってんだ。初めてフェミナに連れられてあの空間を訪れてから、約一年。今までそんなこと一度も起きなかったというのに。

			　フェミナは十分過ぎるほどの間を置いた後、

			「魔物の数が、激減したらしい」

			「何だと……？」

			　俺は眉(まゆ)をひそめた。

			　あそこは常に魔物が蠢(うごめ)いている。奥に進めば進むほど、遭(そう)遇(ぐう)率が上昇する。そんな文字通りの魔物の巣だ。人類はおろか、動物でさえあそこには本能的に近寄らない。ゆえに生態系が急激に変化するなんて、有り得ないはずだが……。

			「無論、ここ最近、有感地震は発生していない。騎士団が討(とう)伐(ばつ)隊を編成して、突撃したわけでもない。にもかかわらず今の二つの異変が、わずか一夜の間に起こったんだ。……どう考えても、おかしいだろ？」

			　おかしいなんてもんじゃない。何かの前触れとしか思えない。フェミナの口ぶりから察するに、こいつにとっても初めての経験なのだろう。

			「今回学園が請け負ったのは、内部の地形調査だ。騎士団の職務は基本、迎(げい)撃(げき)。中に入ることは滅多にない。あの空間を踏(とう)破(は)するのは不可能だし、戦力を浪費する結果になるのは目に見えているからだ」

			　確かに。只でさえ騎士団の人員が不足している今、彼らは〝神(じん)通(つう)領(りよう)域(いき)〟から抜け出した魔物を討(とう)伐(ばつ)するので手一杯だ。内部調査に戦力を傾けた結果、国の村々が壊(かい)滅(めつ)させられた。そんな事態に陥(おちい)ったら目も当てられない。

			　それに、とフェミナは付け加える。

			「あいつ等が今入ったところで、以前とどう変わったのか詳細に把(は)握(あく)できない。変化は入り口から見える範囲だけなのか。それとも深部にまで及んでいるのか。それが分かるのは、普段からあの領域に足を踏み入れている人間――」

			　フェミナの細い指が、ピッと俺に突き付けられる。

			「あたしと、お前だけだ」

			　それを聞いたサティアは、驚いたように俺を見上げる。

			「ア、アンタ、〝神(じん)通(つう)領(りよう)域(いき)〟入ったことあるの!?」

			「……フェミナに無理矢理連れられて、な」

			「よく言うぜ。復(ふく)讐(しゆう)に憑(と)りつかれてる野郎が」

			「……黙れよ」

			　サティアの前でその話をすんじゃねぇ。フェミナは澄ました表情で髪を後ろに払う。

			「ま、そういうわけだ。つまりこの依頼は、お前に届いたと言っても差支えない。騎士団の連中にも、お前の噂(うわさ)は知れ渡っているからな。有用な情報を持ち帰れば、国から謝礼も出るそうだぞ」

			「……そうか」

			　別にこの依頼を請け負うのは何の問題もない。俺自身、〝神(じん)通(つう)領(りよう)域(いき)〟で何が起こっているのか興味がある。――唯一問題があるとすれば、それは。

			「俺一人で、行くんだよな？」

			　その点だった。

			　フェミナはまるで俺の問いを予想していたかのように、

			「なわけねぇだろ」

			　間髪入れずに答えた。

			　その瞬間、俺とフェミナの間で激しく火花が散る。

			「……あ？　まさか、サティアも連れてけって言うんじゃねぇだろうな」

			「そのまさかだ」

			　俺は歯をぎりっと噛み締め、ババァに詰め寄った。

			「正気かテメェ。こいつはまだ、魔物について何の講義も受けてねぇんだぞ！」

			「んなもん本来必要ねぇ。どれだけ知識を入れようと、一度の実戦には勝らない」

			「それで死んだらどうすんだよ！　テメェ責任取れんのか、あぁ!?」

			「アホなことほざいてんじゃねぇ。死なねぇように守るのが、テメェの役目だ」

			「この……！」

			　背中の相棒に手を伸ばす。その腕を、慌てた様子のサティアに掴(つか)まれた。

			「ちょ、ちょっと落ち着きなさいよ、アンタ！」

			　しかし彼女を振り解いたのは、俺ではなくフェミナだった。俺たちの間に割って入り、紫(し)電(でん)を発しながらネクタイを引っ張る。

			「あたしは分かってるぞ。お前は、こいつを守り切る自信がない。だからそんなに必死で拒否するんだろ」

			「っ！」

			　――蘇(よみがえ)る十年前の記憶。妹を魔物に殺された、あの日の記憶。俺が家に引き籠る原因となった、戦(せん)慄(りつ)の記憶。それを全部分かった上で、フェミナは言っている。

			　俺はババァの両肩を、爪(つめ)が食い込むほどに強く掴(つか)んだ。

			「あぁそうだ。くだらねぇプライドなんざ捨ててやる。お前の言う通りだ。だからサティアを連れて行くわけにはいかねぇ!!」

			「開き直るな馬鹿。テメェはその力を得るために、鎌を振るってきたんじゃねぇのかよ。ここで逃げたところで何の意味もねぇぞ。いずれ同じ状況は必ずやって来る。今よりもさらに過(か)酷(こく)な試練が。お前はその時も開き直るのか？　そうして殻(から)に閉じこもりゃ楽だろうな。何も失うものがねぇんだから」

			「黙れよクソババァ……！　不死身のテメェには分かんねぇだろうな。人間ってのは、死ぬ時は呆(あつ)気(け)なく死ぬんだよ。積み重ねてきた時間も絆(きずな)も関係なく、たったほんの一瞬で。お前にはその怖さが分かんねぇんだよ！」

			「人の儚(はかな)さなんざあたしが誰よりもよく知ってる。その上で言ってんだよクソガキ。あの日の自分を乗り越えなきゃ、何も変わりはしねぇぞ!!」

			　学園中に俺とフェミナの怒号が響き渡る。驚いた宿直の職員が、何事かと顔を出す。

			　珍しくババァも興奮状態にあるようだった。互いが互いの体を掴(つか)み合い、目をギラつかせて睨(にら)み合う。

			　俺たちを引き剥がそうと、サティアが懸命に俺の背中を引っ張ってきた。

			「やめて二人とも、喧(けん)嘩(か)しないで！　あたし行くから！　ブリュードと一緒に、〝神(じん)通(つう)領(りよう)域(いき)〟に行くから！」

			「お前まで何言ってんだよ!?　あそこは本当に危険な場所なんだぞ!!」

			　フェミナを突き飛ばし、サティアへと向き直る。彼女は赤い瞳(ひとみ)に涙を溢れさせながら、

			「……だって、そんな場所にアンタは一人で行くつもりなんでしょ？　心配だよ、そんなの。あたし、アンタにだけは死んで欲しくない……！」

			「っ……！」

			　思わず言葉を失う。

			　それを聞いたフェミナは乱れた服を正しながら、

			「サティアの方がよほど肝が据わってんじゃねぇか。腰が引けてんのはテメェだけだ、ブリュード。いい加減覚悟を決めろ。いつかは乗り越えなきゃならねぇ壁なんだよ」

			「でも、だけどよ……！」

			　今でも鮮(せん)明(めい)に覚えている。俺の顔に降り注ぐ、妹の血の生暖かさ。胴体を半分に裂(さ)かれ、魔物に食われた妹の顔。わずかに残った意識の中で、俺に向かって伸ばされた小さな手。

			　それを掴(つか)むことすらできず、あいつは俺の目の前で呆(あつ)気(け)なく死んだ。その時の光景が、十年経った今でも俺を縛(しば)り続ける。

			　項(うな)垂(だ)れる俺の顔を、フェミナが下から覗き込んできた。

			「ぼっちを卒業するってことは、こういうことだ。お前はもう、一人じゃいられない。戦いの時だってそうだ。死なせたくねぇなら、死ぬ気で守れ。大丈夫、お前にはその力がある」

			「ブリュード……」

			　サティアが心配そうに俺の肩に手を置く。

			　こうなった以上、フェミナは絶対に意見を曲げない。俺がどれだけ拒否しようとも。おまけにサティアまでもが俺に付いてくると言っている。これ以上抵抗したところで、時間の無駄だろう。

			「はぁぁぁぁぁくそっ！」

			　俺は叫びながら髪をぐしゃぐしゃと掻(か)き毟(むし)った。そして体中の空気を一気に吐き出す。

			「行けばいいんだろ、行けば！　その代わり、範囲は一日で戻って来られる所までだ！　そこだけは絶対に譲らねぇ！」

			　フェミナは勝ち誇(ほこ)った笑みを浮かべ、

			「いいだろう。お前も何度も通ったことのあるメツヴァラ山。その頂上まで行って帰って来い。山地にまで変動が及んでいるのか。高所から見渡した時に、地形全体がどうなっているのか。その二点に留意しろ」

			　メツヴァラ山は入口からおよそ一時間ほど歩いた場所にある山だ。標高はそこまで高くない。精々二時間もあれば上まで行ける。合計して往復六時間。それなら十分、今日中に帰って来られる。

			　俺は渋々頷(うなず)いた。

			「……分かったよ、ちくしょう」

			「あの、でも……」

			　その傍(かたわ)らで、サティアが不安げな表情を浮かべながら言う。

			「〝瘴(しよう)気(き)〟は、どうやって防げばいいんですか？」

			　一般人なら当然の疑問だろう。フェミナは待ってましたと言わんばかりに、足元に置いてあったローブを手に取る。

			　それは、白銀に輝く半透明の物質。フェミナにしては珍しく綺(き)麗(れい)に折り畳んであった。奴はそれを見せびらかすように持ちながら、

			「こいつはアンデロッド最深部に生えている、〝聖樹〟を元に作ったローブだ。世界で唯一、〝瘴(しよう)気(き)〟を吸収する性質を持っている。これさえ羽織れば、何の問題もない。だが無論、絶対に破損させないよう気を付けろ。ちょっとやそっとじゃ破れはしないが……流石(さすが)に爪(つめ)や牙(きば)なんかまでは無理だ」

			　俺はサティアに向かって言う。

			「接近戦は全部俺がやるから。お前は壁を背にして、〝超常銃(マギア・ガン)〟を撃ってるだけでいい」

			「う、うん」

			　彼女が頷(うなず)いたのを見て、俺はフェミナから二人分のローブを受け取った。そして〝暴風二輪車(ウインドバイク)〟のシートを上げ、中に仕舞い込む。もう、後には引けない。

			　俺はそのまま車体に跨った。そして、きょとんとするサティアを見下ろし、

			「乗れるか？」

			「う、うん」

			　彼女は覚(おぼ)束(つか)ない動作で足を上げ、タンデムシートに腰掛けた。

			「え、あたしはどこに掴(つか)まってればいいの？」

			「俺の腰とか、ベルトとか」

			「腰……こう？」

			　恐る恐るといった感じで、サティアの両手が回される。

			「アンタの鎌、邪魔なんだけど……」

			「それはどうにもならねぇ。悪いけど我慢してくれ」

			　まさか手に持ったまま運転するわけにもいかないし。サティアは不満げに息を漏らし、もぞもぞと動いて体勢を整える。

			　俺はハンドルを握り締め、最後にフェミナを見やった。

			「今日ほどお前を煩(わずら)わしく感じたことはねぇよ」

			「そうか。それでお前が成長するなら、あたしは本望だ」

			「……ふんっ」

			　言ってやりたいことは山ほどあった。だがそれはもはや、時間の無駄にしかならない。こいつは多分、最初からこうするつもりだったんだろう。俺とサティアを〝神(じん)通(つう)領(りよう)域(いき)〟に放り込む。そうして経験を積ませる。教師の風上にも置けねぇ、強引な教育手段。

			　こんな窮(きゆう)地(ち)は今まで何度も経験してきた。今日も、絶対に大丈夫。自分にそう、強く言い聞かせる。そうすることでしか、精神の安定を保てそうにない。

			「行くぞ、しっかり掴(つか)まってろ。向こうには、一時間くらいで着くから」

			「うん、分かった……」

			　サティアがぎゅっと手に力を込める。俺はその重みを肌で感じながら、学園を出発した。

			　

			「ひぃやぁぁぁぁぁぁ！　待って待ってブリュード待って、速すぎぃぃぃぃぃ！」

			　絹(きぬ)を裂(さ)くようなサティアの悲鳴が、大草原に響き渡る。彼女の細い腕はがっちりと俺に巻き付き、ふくよかな胸はこれでもかと背中に押し付けられている。運転しにくいことこの上ない。俺は首だけを振り返らせ、

			「あんましがみ付くなって！　動き辛いだろ！」

			「だって怖いんだもん！　何なのコレ！　意味分かんない！」

			「お前がバンバン撃ちまくってるのと性質は同じだっての！」

			「同じじゃない！　あたしのはこんなに怖くない！」

			「そりゃ撃ってる本人はそうだろうな……！」

			「いいからもっと速度落としてよ！」

			「これ以上落としたら日が暮れちまうって！」

			　誇張表現では決してない。現にいつもの半分以下にまでスピードを落としている。学園を発ってからこれまで、サティアはずっとこんな感じで叫び続けていた。

			　俺としては、到着が遅れるのは好ましくない。それでもしも〝神(じん)通(つう)領(りよう)域(いき)〟内で夜を迎えることになったら、洒落(しやれ)にならないからだ。

			　俺は心を鬼にして、速度を上げる。排出される風の量が一段階上昇し、車体を強く前進させた。途端にサティアは腕に力を込め、

			「バカバカバカ！　最低！　変態！　あたしを守ってくれるんじゃなかったの!?」

			「そのために急いでるんだろうが！　魔物は夜になると活動性を増すんだよ！」

			　視界も悪くなって、道に迷いやすくなる。気温だって下がる。デメリットしかありゃしない。いくら罵(ののし)られようが、これは全てサティアのためだ。

			　やがて青々とした草原が終わりを迎える。地面は徐々に剥(む)き出しになり、走行を妨げる小石が散乱し始めた。あの空間に近付くにつれて、自然や動物の姿はどんどん失われていくのだ。

			　先よりもさらに振動が激しくなる。サティアは悲鳴を上げ、より一層体を密着させてきた。

			「ねぇぇ、いつになったら着くの!?」

			「もうちょっとだ……ほら、アレ！　極東の騎士団砦が見えてきた！」

			　どうにかサティアの意識を逸らすべく、前方を指さす。数キロ先に佇(たたず)む砦(とりで)の姿を、微かに目にすることができた。ここからだと、まるで一つの山のようにさえ見える。

			　堆(うずたか)く積まれた石垣。四隅に設置された物(もの)見(み)櫓(やぐら)。あそこに配置された団員は、常に〝神(じん)通(つう)領(りよう)域(いき)〟を監視している。もしも魔物の大軍が押し寄せるようなことがあれば、すぐに飛び出して対処する。

			　――一年前は、奴らが不甲斐ないせいで学園に魔物が到達する事態に陥(おちい)った。あれから体制は改善されたのだろうか。一か月後にはまた国王の生(せい)誕(たん)祭(さい)が控えている。それと魔物の侵攻が被らないことを祈るしかない。

			　サティアは俺の制服をぐいぐい引っ張りながら、

			「あんなの見ても全然面白くない！　降ろして！」

			「面白くないって、お前な……。あの砦(とりで)がなかったら、国民全員が困るんだぞ？」

			「あの砦(とりで)があっても、今あたしは困ってる！」

			「……さいですか」

			　このお姫様には何を言っても無駄なようだ。少なくとも俺のトークスキルではどうにもならない。諦めて運転に集中し、さらに速度を上げる。

			　耳元で暴れる風の音が一段と強くなった。景色がどんどん後ろに流れて行く。サティアは叫び疲れたようで、ただただ身を縮めじっとしがみ付いていた。俺は極力平坦な道を選び、ハンドルを切る。

			　やがて砦(とりで)の脇を通り過ぎ、いよいよ前方に魔の空間が見えてきた。

			　草木の一本も生えていない、荒涼とした岩石地帯。その全域を余すことなく覆(おお)っている、白い霧のような物質。あれこそが魔物の吐き出す猛毒の気体、〝瘴(しよう)気(き)〟だ。

			　俺は緩んでいた気を引き締め、前方を凝視する。入り口とは名ばかりの巨大な岩壁の切れ目の両脇に、二人の騎士団員が立っていた。

			「あれが、〝神(じん)通(つう)領(りよう)域(いき)〟……？」

			　サティアが不安げな声で尋ねてくる。

			「あぁ、そうだ」

			　彼女の体が一瞬震えたのが分かった。あんなのを見れば、人間誰しも恐怖を抱くだろう。魔物の出現から数百年経った今なお、あの最果てがどうなっているのかは誰も知らない。

			　〝暴風二輪車(ウインドバイク)〟を走らせ続け、約二時間。予定より大分遅れてしまったが、無事に入り口へ到着した。

			　サティアはぐったりした様子で車体にへばり付いている。俺が手を貸しどうにか降車させると、二人の男性騎士団員が近付いて来て、洗練された動作で敬礼をした。

			「ご苦労様です！」

			「え、あ、お、おう」

			　俺は戸(と)惑(まど)いながらも、見よう見まねで敬礼を返す。こんなにきちんと出迎えられたのは初めてだった。いつもはフェミナと一緒に勝手に入り込んでいるからかもしれないが。

			　二十代前半くらいの騎士団員はそのままの体勢で、

			「お話は伺っております！　お二方とも、調査にご協力頂き感謝します！」

			「あ、あぁ」

			　こういう時何て返すのが正解なのか分からない。俺は気まずさを紛らわすため、〝暴風二輪車(ウインドバイク)〟のシートを持ち上げた。そして中から白銀に輝く〝聖樹〟のローブを取り出す。

			「ほら、サティアも」

			　着やすいように広げてやってから差し出す。彼女は力なくそれを受け取り、しげしげと眺めた。

			「何よ、これ……。凄く軽いのね」

			「だろ？　色も半透明だし、不思議なもんだよな」

			　俺はこのローブの元になっている〝聖樹〟とやらを、未だ拝(おが)んだことはない。おそらくこの世界の誰しもがそうだろう。たった一人、フェミナを除いて。

			　木から作っている以上、生み出せるローブの数には限りがある。ゆえに無闇に伐(ばつ)採(さい)するわけにはいかない。また、金儲けを企む輩に狙(ねら)われる危険性もある。フェミナはそういった連中に対処するため、〝聖樹〟の周辺一帯を通行不可能にした。具体的には、雷(らい)泥(でい)と呼ばれる物質で取り囲んだのだ。

			　それは文字通り、電気を帯びた泥。踏み込んだ瞬間に致死の電流が流れ、体が沈み込む。一歩たりとも進むことは叶わない。そうまでしてアイツは、〝聖樹〟を守っている。

			　俺は相棒たちを両手に持ち、制服の上からローブをまとった。サティアも予め〝超常銃(マギア・ガン)〟を取り出し、同じように羽織る。彼女は首の後ろのフードを気にしながら、

			「頭も被った方がいいの？」

			「どっちでも。最低限着てさえいれば、グングン吸い取ってくれるから大丈夫だ。俺は視界が狭まるから被らない」

			「そっか」

			　頷(うなず)き、被らずに背中へ垂らしておく。彼女の場合、髪を仕舞い切るのも大変だしその方が良いだろう。

			　突入の準備が整い、俺は改めて空間を凝視した。フェミナが言っていた通り、魔物の数が減っている。少なくとも、目に見える範囲には見当たらない。おまけに見覚えのない岩塊がゴロゴロと転がっていた。

			　――なるほど。これは調査のしがいがありそうだ。

			　俺は生唾をごくりと呑み込み、傍(かたわ)らに立つ騎士団員に問いかける。

			「その後、何か動きはあったか？」

			　俺より少し年上のそいつは、ふるふると首を振り、

			「いえ、全く。昨日からずっと、交代でここに立ち監視を続けているのですが……。不気味なほどの静けさを保っています」

			　それに続くように、彼の上司らしき三十代前後の男が口を開く。

			「見て分かる通り、魔物はほとんど姿を現していない。だが油断は禁物だ。くれぐれも注意するように」

			「あぁ、分かった」

			　俺が頷(うなず)くのを見て、男はサティアへと視線を移した。彼女の体を舐めるように観察し、その太い眉(まゆ)をひそめる。

			「君は……戦えるのか？」

			　如何にも胡(う)散(さん)臭(くさ)そうな声音。それを受けたサティアはむっと頬を膨(ふく)らませ、

			「アンタには、関係ないでしょ」

			　腕を組んでそっぽを向く。

			　二人の間に険悪な空気が流れた。若い騎士はそれを見てオロオロしている。

			　俺が間に入るべきか迷っていると、おっさんは小さく息を吐き、表情を和らげた。

			「なに、心配しているだけだ。将来有望な学生を、無闇に死なすわけにはいかんのでな」

			　サティアはぴくっと体を反応させたが、断固として目を合わせようとしない。おそらく素直になれないだけだろう。

			　おっさんは再び俺に向き直り、

			「君なら心配は要らないと思うが……彼女をしっかり守ってやりなさい。それと、危険と判断したら、任務は放(ほう)棄(き)して構わん」

			　俺は相棒たちを握る手に、ぐっと力を込めた。

			「――言われなくても。話してる時間が勿(もつ)体(たい)ねぇ。行こう、サティア」

			「うん」

			　意を決し、二人同時に〝神(じん)通(つう)領(りよう)域(いき)〟へ足を踏み入れる。二人の騎士団員は直立不動で、俺たちに最後の敬礼をした。

			　――途端に空気が一変する。まるで異空間へ迷い込んだかのような、そんな感覚。

			　ローブはその特性を如何(いかん)なく発揮し、漂(ただよ)う〝瘴(しよう)気(き)〟を吸収し始めた。俺たちが歩いた場所にだけ、人形の穴が出来上がる。

			　領域内は外部と比べて、体感温度が急激に低下する。日光がほとんど〝瘴(しよう)気(き)〟に遮(さえぎ)られてしまうからだ。薄闇の中を、一歩一歩確かめるように進んでいく。

			　俺は例の見覚えのない岩塊の前で、足を止めた。周囲を警戒しつつ、その形状を凝視する。

			　それはまるで、地面から突き出すように伸びていた。先端が鋭く尖っており、大体二メートルくらいの高さがある。

			　サティアは血色の瞳(ひとみ)で岩を見上げ、

			「変な形……」

			「あぁ、そうだな」

			　俺は呟(つぶや)くように答えつつ、思考を巡らす。なぜこんな岩が突然現れたのか。まるでずっと昔からここにあったかのように、地面と一体化している。別の場所から転がって来たのなら、こうはならないはずだ。

			　視線を移すと、他にも同じような岩が点在している。不可解なことこの上ない。とりあえず、他の場所も確認しなければ。

			　俺はサティアに目で合図し、進行を再開する。その行く手を阻(はば)むかのように、冷たい風が吹き荒んだ。入り組んだ地形によって複雑な渦(うず)が出来上がり、悲鳴にも似た音が響く。この空間には何度も足を運んでいるが、今日は一段と不気味さが際立っていた。

			　やがて百メートルほど進み、眼前に分かれ道が現れる。岩壁の間を縫(ぬ)うように、二つの道が左右に向かって伸びていた。

			「こっちだ」

			　俺は迷うことなく左の道を選択する。右に進んでもその先は行き止まりであり、メツヴァラ山にはたどり着けない。サティアはこくりと頷(うなず)き、俺の後に付いてくる。

			　――しかし何だろう。妙な違和感を覚える。

			　両脇の壁が以前と比べてやけに高いのだ。俺の背丈くらいだったはずが、今では登り切れないほどの高さになっている。おまけにその上部は、内側に向かって大きく反っていた。まるで絶対に登らせない、とでも言わんばかりに。

			　俺が周囲の様子に不審感を募(つの)らせていると。サティアが身を屈め、両腕を擦りながら言った。

			「アンタ、こんな場所にいつも一人で来てたの？」

			「昔はフェミナと一緒が多かったけど……。最近は、そうだな。ほとんど俺一人だったかもしれない」

			「授業とか、依頼以外でも来てたってこと？」

			「あぁ。休みの日とか、することなかったし」

			「だから戦闘狂なんて言われるのよ」

			　呆れたように息を吐かれる。俺は頬をぽりぽりと掻(か)きながら、

			「しょうがねぇだろ。友達いなかったんだから」

			「……ま、あたしも人のこと言えないけどね。友達どころか、家族もいないし」

			「っ……。それは、なんつーか。アレだけどよ……」

			　こういう時に気の利いた言葉が出せない自分が恨めしい。何か言わねば、と口をパクパク開閉させる。そんな俺のテンパり具合が面白いのか、サティアはくすりと笑った。

			　――その時、彼女の足が急に止まった。

			「あれ？」

			　怪(け)訝(げん)そうに前方を見詰める。何事かと、俺もそちらに視線を向けると、

			「なっ！」

			　目の前の光景を見て、愕(がく)然(ぜん)とした。

			　なんと、道が塞(ふさ)がっていたのだ。まるで両脇の岩壁を捻(ねじ)じ曲げたかのように、袋小路が出来上がっていた。

			　俺は慌てて駆け寄り、壁を相棒で叩いてみた。重厚な感触が返ってくる。これを破壊して突き進むのは無理そうだった。

			「ねぇ、どういうこと？　道、間違えたの？」

			「いや、そんなはずはない……。今まで何度も通った道だ。間違えるわけがない」

			「じゃあ、これも地形変動の影響ってこと？」

			「そうなる、のかな。でも、あまりに局地的過ぎる。崖崩れが起こったならまだしも、この塞(ふさ)がり方は妙だ……」

			　普通こういう場合、どこかの岩が崩れて塞(ふさ)がるものだ。しかし一見したところ、その痕(こん)跡(せき)は見当たらない。元々そういう形であったかのように、壁同士が綺(き)麗(れい)に接合されている。

			「とにかく一度戻って、別の道を進んでみよう」

			「うん」

			　言うが早いか、俺は踵(きびす)を返して駆け出した。サティアも半秒遅れて俺に付いてくる。極力足音を立てないよう気を付けながら、先ほどの分岐点に舞い戻った。そのまま今度は右側の道を進む。俺の記憶が正しければ行き止まりだったはずだが、果たして……。

			「嘘、だろ」

			　俺は再びの驚(きよう)愕(がく)に見舞われた。

			　前方の道が、三方向に枝分かれしているのだ。どの道もぐねぐねと折れ曲がっており、先がどうなっているのかまでは視認できない。

			　サティアは膝(ひざ)に手をつき乱れた息を整えながら、

			「はぁ、はぁ……。ちょっと、一体どうなってるのよ」

			「いや、俺にもさっぱり分からねぇ。何で向こうが塞(ふさ)がって、逆にこっちは道が増えてるんだ……」

			　常識的に考えて有り得ない。これはもう地形変動の域を超えている。まるで神が意図的に組み替えたかのようだ。そうでもなければ、到底説明がつかない。

			　この〝神(じん)通(つう)領(りよう)域(いき)〟で、一体何が起こっているんだ。ただでさえ全貌が把(は)握(あく)できてないというのに。これ以上、人類に厄(やつ)介(かい)事を突き付けないで頂きたいぜ。

			「ねぇ、どうするのよ」

			　サティアが紅(あか)い瞳(ひとみ)で俺を見上げる。

			　とりあえず、先へ進まなければならない。だが道を一度でも間違えれば、即タイムロスに繋がる。時間短縮のためにも、それは避けたいところだ。

			　俺は何か手がかりはないかと、目を凝らした。壁をよじ登れれば良かったのだが、それはできそうにない。やはり運を天に任せるしかないのか。

			　などと考えていると、

			「――ウゥゥゥゥゥ……」

			「っ……！」

			　風に乗って、何者かの唸り声が響いてきた。まるで地の底から湧き上がるような、重低音。音というよりもはや、振動として感じられるそれ。

			　俺はサティアを庇(かば)うように、一歩前に出た。彼女が何か言うよりも早く、唇の前に指を立てて制止させる。小さく頷(うなず)いたその顔には、不安が色濃く滲(にじ)み出ていた。

			　二人揃って息を殺し、神経を極限まで尖らせる。一際大きく寒風が吹き荒んだ、その時。左側の道の先から、黒い影がいくつも現れる。

			　まるで闇を具現化したかのような、漆(しつ)黒(こく)の体毛。先端に鋭い爪(つめ)を生やした、四本の足。〝瘴(しよう)気(き)〟の中にあってもはっきりと浮かび上がる、紅(あか)い瞳(ひとみ)。

			　〝神(じん)通(つう)領(りよう)域(いき)〟の番人とも言える、狼に似た魔物――〝魔狼(ガルム)〟。その群れが今、俺たちを視界に捉えた。

			　獲物を見付けた喜びで、口角を歪に吊り上げる。ナイフのように尖った牙(きば)から、唾(だ)液(えき)が絶えず滴り落ちる。

			　先頭に立っていた一匹が、徐(おもむろ)に天を仰(あお)いだ。そして地平線の彼方まで届く声で、叫ぶ。

			「ワオオォォォォォォォォォ――!!」

			　おそらく仲間の〝魔狼(ガルム)〟を呼び寄せるつもりなのだろう。それに続くように、後ろの連中も一斉に遠吠えをする。

			　――止めなければ。俺は舌打ちをし、大地を蹴(け)って駆け出した。黒白の大鎌をギラつかせ、弾丸のように突撃する。

			「ブリュード!?」

			　驚いたようなサティアの声。俺はちらりと彼女を見やり、

			「お前はそこにいろ！　絶対に動くな！」

			　有無を言わさぬ強い口調で言い放つ。それを皮切りに、〝魔狼(ガルム)〟どもが一斉に動き出した。顎門(あぎと)をばっくりと開け、肉を食い千切らんと迫り来る。

			　俺は飛び掛かってきた一匹の胴体に、アブソリッカーを叩き込んだ。黒い軌(き)跡(せき)が弧を描き、がら空きの腹部に突き刺さる。そのまま迷うことなく相棒を振り抜いた。

			　断末魔すらあげる間もなく、〝魔狼(ガルム)〟の体が真っ二つに切断される。斬れた前半分は標的を失い、地面に勢い良く突っ伏した。

			　まるでそれに怒ったかのように、後続の連中が速度を上げる。四本の足を巧みに操り、空中へと跳び上がった。俺はその群れを限界まで引き付ける。全員の軌道を見極め、奴らが相棒の間合いに入り込んだ瞬間、

			「――っらぁ!!」

			　気合とともに、両腕を繰り出した。黒と白、二つの刃が乱舞する。ザシュ、ザシュと音が鳴るたびに、血(ち)飛(しぶ)沫(き)が飛び交った。俺は体中を赤く染めながら、獣(けもの)を葬(ほうむ)り続ける。

			　足元はすぐに死体でいっぱいになった。俺はそれを蹴(け)飛(と)ばしながら前進する。少しでもサティアから離れなければ。アイツには指一本触れさせるわけにはいかない。

			　だがその俺を嘲(あざ)笑(わら)うかのように、〝魔狼(ガルム)〟どもは進路を変えた。死神と化した俺を避け、両脇の岩壁へと飛び退る。そこを伝って俺を擦り抜けようという魂(こん)胆(たん)か。

			　俺は即座に体を反転させる。突破しかけた一匹に向かって、右腕を限界まで伸ばした。どうにかアブソリッカーの刃先が届き、足首を切断する。

			　だがその隙(すき)を突いて、今度は逆側の壁を一匹が駆け抜けていった。そうはさせまいと、左手のリディエイターを投げ飛ばす。ブンブンと回転しながら突き進み、見事に頭を撥(は)ね飛ばした。

			　――やはり守りながらの戦闘は難しい。俺は唇をぐっと噛み締めた。今までずっと一人で戦っていたのが、裏目に出ている。自分だけ無事で済めばいいわけじゃない。サティアの安全を第一に考えなければ。

			　リディエイターを回収する暇はなかった。先ほどの遠吠えを聞き付け、さらに多くの〝魔狼(ガルム)〟が姿を現す。目算だが、およそ二十匹はいるだろうか。ここが開けた場所でなかったのがせめてもの救いだ。

			　今度は一気に五匹もの〝魔狼(ガルム)〟が、横並びに飛び掛かってきた。俺はアブソリッカーを両手で持ち、背中まで振りかぶる。先と同じように間合いに入り込んだ瞬間、全身の筋肉を唸らせた。

			　ぶおん、と大きく空を裂(さ)き、〝魔狼(ガルム)〟どもを空中で仕留める。狙(ねら)い違わず五匹全てを真っ二つに切断した。と思った、その時。

			「なっ!?」

			　すぐ真後ろに潜(ひそ)んでいた奴らが、一斉に跳(ちよう)躍(やく)する。空中に残っていた亡(なき)骸(がら)を踏み台にして、さらに高く跳び上がった。

			　――マズイ。あの高さでは、アブソリッカーは届かない。突破されてしまう。考えている間にも、後続が迫って来ている。どうする。このままではサティアが襲われてしまう。あの獰(どう)猛(もう)な牙(きば)に嚙(か)まれ、柔(やわ)肉(にく)を引き千切られ、物言わぬ肉塊と化してしまう。十年前の妹と、同じように。

			　アイツの死に際が頭を過ぎった瞬間、俺の思考は完全にフリーズしてしまった。何かしなければ。そう分かっているのに、体が動かない。脳が機能しない。頭の中が真っ白になる。何やってんだ、俺。おい、動けよ。死んじまうぞ。

			　――〝神(じん)通(つう)力(りき)〟を使うか？　禁断の最終手段。そうすればこんな状況造作もない。一瞬にして片を付けられる。だが一度発動させてしまえば、俺は正常な思考を失う。それでサティアを攻撃するようなことがあれば、目も当てられない。

			　一向に決断することができず、硬直していると、サティアの甲(かん)高(だか)い声が響いた。

			「ブリュード、伏せて！」

			「っ！」

			　その言葉の真意を探る暇はない。俺は言われるがままに、膝(ひざ)を折ってしゃがみ込んだ。

			　直後、視界の端で赤い閃(せん)光(こう)が迸(ほとばし)る。〝超常銃(マギア・ガン)〟だ。銃口から炎弾が発射され、空中の〝魔狼(ガルム)〟どもに直撃する。

			　一発、二発、間髪入れずに三、四、五発。彼女の放った炎は、全弾正確に命中した。黒き獣(けもの)が火(ひ)達磨(だるま)になり、もがきながら落ちてくる。

			　――そうだ。彼女には、戦える力がある。今までずっと、一人で生きてきたんだから。

			　それを再認識すると同時に、俺は前方を見据えた。残った約十匹の〝魔狼(ガルム)〟。奴らに向けて突撃する。

			　まずは真正面の一匹を袈(け)裟(さ)斬(ぎ)りで葬(ほうむ)る。さらにその背後の一匹を、横(よこ)薙(な)ぎに吹っ飛ばす。そいつらを囮(おとり)に、先と同じく壁際を擦り抜けようとするのが四匹。

			　その対処は、サティアが行ってくれた。乾いた銃声とともに、旋(せん)風(ぷう)が吹き荒れる。風のナイフが奴らの体を切り刻む。

			　両脇から飛んでくる凄(すさ)まじい返り血を浴びながら、ラスト――残った全ての〝魔狼(ガルム)〟を、俺は余すことなく仕留めた。

			　

			「はぁ、はぁ……」

			　むせ返るほどの悪臭の中、俺は壁に背を預け、乱れた息を整えた。

			　いつもとは比べ物にならぬほどの緊張感。額にはじっとりと汗が滲(にじ)んでいる。たかが〝魔狼(ガルム)〟ごときに手こずるとは、夢にも思っていなかった。

			　切り捨てられた死体を避けながら、サティアが近付いてくる。途中、落ちていたリディエイターの前で足を止めた。柄を掴(つか)んで持ち上げようとするが、ヨロヨロと体勢を崩してしまう。

			「ちょ、何よこれ。重すぎ……！」

			　俺はそれを見て、慌てて彼女の元へ駆け寄った。

			「無理すんなって」

			　両手で懸命に上げようとしていたそれを、片手一本でひょいっと持ち去る。サティアは手首を痛そうに擦りながら、

			「アンタ、そんなの振り回してたの……？　一体何キロあるのよ」

			「さぁ、量ったことないからな。それより、怪(け)我(が)はないか？」

			「あたしは大丈夫よ。アンタの方こそ、全身血塗れじゃない」

			「あぁ……」

			　そこで俺は初めて、自分の体を見下ろした。銀色のローブの大部分に、赤黒い血液が付着している。

			「平気だ。俺のじゃねぇから」

			「そういう問題じゃないんだけど……」

			　呆れたように肩を竦(すく)められる。

			　こればかりはどうしようもない。接近戦を生業(なりわい)としている以上、返り血はもはや勲章のようなものだ。

			　せめてもと、俺は相棒たちにこびり付いた血を払い飛ばしながら言う。

			「一先ずここから離れよう。死臭を嗅(か)ぎ付けて、他の魔物が寄ってくるかもしれねぇ」

			「それはそうだけど。結局どっちに進むのよ？」

			「あっちだ」

			　俺は〝魔狼(ガルム)〟が現れた方向を指さす。

			「奴らがここへ来たってことは、つまりこの先が出口に繋がってるってことだ」

			「そっか。言われてみれば確かにそうね」

			　俺は頷(うなず)き、すぐさま歩き出す。サティアもその後に続いた。

			　彼女は足元の死(し)骸(がい)を苦々しい表情で眺めながら、言う。

			「ねぇ、こんな凶暴な魔物が、他にもいっぱいいるの？」

			「もちろん。むしろこいつらはまだマシな方だ。行動が単純で、ただ突っ込んで来るだけだからな」

			「マシな方って……。じゃあ、他にはどんなのがいるのよ」

			「この辺りじゃ、そうだな……。毒持ちの〝双頭蛇(ツインコアトル)〟とか、鋏(きよう)角(かく)が剣みたいに巨大な〝剣状蜘蛛(ソードスパイダー)〟とか。特に後者のが厄(やつ)介(かい)だな。メツヴァラ山の麓(ふもと)の辺りに、どデカい巣を張ってるんだ。そこを通り抜けなきゃ、山道には入れない」

			　サティアは顔を引きつらせ、

			「スパイダーって……蜘(く)蛛(も)、よね。おっきぃの？」

			「個体にもよるが、大体一メートルくらいだな」

			「いやぁぁぁ、想像しただけで気持ち悪いぃぃぃ!!」

			　全身をぶるぶると震わせる。俺はその女の子的な反応に、思わず苦笑した。

			「まぁ、またさっきみたいに俺が前に立つから。お前は後ろで隠れていれば、それでいい。奴らは結構ヤバイからな。特に吐き出す糸に捕まったりしたら……」

			「やめて、もういい分かったから言わないで」

			「いや、でも特性くらい知っておいた方が」

			「言・わ・な・い・で！」

			　赤い瞳(ひとみ)でギロリと睨(にら)まれる。そこまでされては、「お、おう」と頷(うなず)くことしかできなかった。

			　いつもは魔物の話題でフェミナと長時間語り合えるのだが……。それを拒否されてしまっては、他に何を話せばいいのか分からない。

			　俺が困ったように頭を掻(か)いていると。サティアは大きな胸を上下させ、深く息を吐いた。

			「アンタ、こんな所に何度も来てて、嫌にならないの？」

			「嫌、か。あんまりそう思ったことはねぇな。無論最初のうちはキツかったけど……。段々違う感情の方が強くなった」

			「どんな？」

			　サティアが小首を傾げて俺を見上げる。俺は言うべきか一瞬躊(ちゆう)躇(ちよ)したが――素直に打ち明けることにした。そうしなければ、いつまで経っても互いに分かり合えないと思うから。

			　俺は意を決し、心の奥底に渦巻く感情を口にする。

			「復讐心」

			「え……？」

			　サティアの血色の目が、一際大きく見開かれた。

			「どういうこと？」

			「……長くなるけど、それでもいいなら」

			　俺はこの話を、フェミナ以外の人間にしたことはない。軽々しく話すべき内容ではないからだ。

			　サティアは口を引き結び、大きく頷(うなず)いた。

			　彼女のことを、理解したい。そう思っているのであれば、まずは俺のことを知ってもらわねば。

			　俺は少しの間を置き、やがて絞り出すように言葉を連ねた。

			「――俺の妹、十年前に殺されたんだ。〝神(じん)通(つう)領(りよう)域(いき)〟を抜け出した魔物によって。家の近所の林で遊んでたら、突然襲われた」

			　思い出すだけでも吐き気がする。今も脳裏に焼き付いて離れない、あの日の記憶。

			「お兄ちゃん、って呼ばれて振り向いたらさ。顔面に血が降ってきたんだ。何が何だか意味が分からなかった。俺の何倍ものデカさの魔物が、妹を鷲(わし)掴(づか)みにしてて……。幼心に助けなきゃって思った。落ちてた木の棒を振りかざして、必死に殴りかかった。でも石ころみてぇに蹴(け)飛(と)ばされてさ。それだけで骨が折れて、動けなくなった」

			　胸が張り裂(さ)けそうなほど痛む。相棒たちが軋(きし)むほど、強く拳を握り締める。

			「その俺に見せ付けるみてぇに、アイツは妹の体を半分に裂(さ)いた。それで美味そうに顔を歪(ゆが)めて、ボリボリ食いやがったんだ。――悪夢だと思ったぜ。この世の光景とは思えなかった。泣き叫んでも足は動かねぇし。妹が死に行く様を、じっと見てることしかできなかった」

			　サティアは顔面を蒼(そう)白(はく)にし、怖(お)ず怖(お)ずとした口調で尋ねる。

			「……アンタは、どうなったの？」

			「俺も食われる寸前までいった。でもその間際、通りすがりの見知らぬお姉さんに助けてもらったんだ。何をしたのか全然分かんなかったけど。目の前がいきなり明るくなったと思ったら、もうその魔物は死んでた」

			　サティアは何かに気付いたかのように、俺の大鎌を見る。

			「まさか、アンタにそれをくれたのって……」

			「あぁ。その人だよ。妹の亡(なき)骸(がら)の前で泣き喚(わめ)いてたら、うるせぇクソガキって怒鳴られて……。テメェが弱ぇからそいつは死んだんだ。泣くくらいなら強くなれって、この鎌を押し付けられた。今考えたら酷い話だよな。命の恩人には違いねぇが……」

			　その後すぐに立ち去ってしまったせいで、顔すらろくに覚えていない。あれが誰だったのか、今となっては知る由(よし)もない。

			　俺は気持ちを落ち着かせるために息を吐いた。そして、〝瘴(しよう)気(き)〟に覆(おお)われた灰色の天を仰(あお)ぐ。

			「その事件が切っ掛けで、人と関わるのが怖くなった。もしまたこの人が目の前で殺されたらどうしようって、そればっかり考えるようになった。誰とも話したくなくて、家の中に引き籠った。することはいつも、鎌を振り回す練習だけ。そんな生活をずっと続けてたら、そりゃコミュ障になるよな」

			　両親も無理に俺を引きずり出すような真似はしなかった。おそらく妹を死なせてしまったことに、負い目を感じていたのだと思う。

			　だから俺がアミックスハートに入りたいと言った時は、諸(もろ)手(て)を挙げて喜んだ。高額の入学金についても、心配するなと言ってくれた。

			「――あれから九年経って、この学園に入って。初めてもう一度、魔物と相対した時。薄れかけていた記憶が、蘇(よみがえ)ったんだ。妹を食っている時の、魔物の顔。それを思い出した瞬間、怒りとか憎しみとか、全ての感情がごちゃ混ぜになった。絶対に許さねぇ。殺して殺してぶち殺してやるって思った。復讐心ってのは、そういうことだ。俺はとにかく魔物を一匹でも多く殺したいと思ってる。だから〝神(じん)通(つう)領(りよう)域(いき)〟に足を踏み入れるのも、嫌じゃない。この空間は俺にとって、復(ふく)讐(しゆう)の場だから」

			　決して褒(ほ)められた動機でないことは、重々承知している。だが、俺が戦い続ける理由は、これが全てだった。もっと強くなって、魔物どもに復(ふく)讐(しゆう)したい。だからこそ、フェミナのスパルタにも歯を食い縛(しば)って耐えている。

			　サティアは顔を俯(うつむ)かせ、抑(よく)揚(よう)のない声で言った。

			「……ごめん。あたし、アンタのこと誤解してた。だって他の連中に聞いたら、皆口を揃えてイカれた戦闘狂だって言うから……」

			「いや、いいって別に。それ自体は強(あなが)ち間違ってねぇし」

			「でも、そんな事情知ってたらあたし、最初からアンタを殺そうだなんて……」

			「サティア」

			　俺は立ち止まり、彼女の方へ向き直った。サティアはびくっと体を震わせ、恐る恐る顔を上げる。俺は後悔に歪(ゆが)むその顔を、じっと見詰めた。

			「俺だってお前のことをちゃんと知ってたら、最初から邪険に扱うような真似はしなかった。そして未だに、俺はお前の全てを知っているわけじゃない。だから無事にここから出られたら、まずは自己紹介から始めよう。お互いがどんな人生を歩んできて、どうしてこの学園に入ったのか。それすら知らねぇで、同じギルドで暮らしていけるわけがねぇから。……だろ？」

			　俺はもっと、彼女が知りたい。〝神(じん)通(つう)力(りき)〟のこと、〝超常銃(マギア・ガン)〟のこと、まだまだ知らないことは沢山ある。

			　初めはただギルドを解散させないために、彼女を引き留めたに過ぎなかった。だが今は違う。そんな事情は抜きにして、彼女とちゃんと向き合いたい。

			　サティアは俺の言葉を受け、呆(ぼう)然(ぜん)としていた。しかし徐々に表情を和らげ、最後は小さな微笑みを浮かべながら言った。

			「……うん」

			　

			　その後は幸い、一度も魔物に遭(そう)遇(ぐう)することはなかった。普段であれば有り得ないことだ。なぜ急に数を減らしたのか。その理由は未だ定かではない。地形変動が影響しているのは、間違いなさそうだが……。お陰でサティアを危険に晒(さら)さずに済んだ。

			　唯一の問題点と言えば、やはり道が複雑に入り組んでいることだった。まるで誰かが意図的に仕組んだかのような迷路。分岐点に出くわすたび、俺は岩壁を削って目印を付けながら進んだ。

			　何度も行き止まりにぶつかりつつ、めげずに進み続け――。およそ二時間の後。俺とサティアは、ようやくメツヴァラ山の麓(ふもと)にたどり着いた。

			「これが、そうなの……？」

			　サティアが疲れ切った表情で言う。その視線の先には、鈍色の岩山が厳(おごそ)かに佇(たたず)んでいた。

			　草木の類は一本も生えていない。剥(む)き出しの岩肌に、寒風が激しく吹き付けている。正確な標高は不明だが、おそらく六百メートルほどではないだろうか。切り立った崖に沿って、山道が螺(ら)旋(せん)状(じよう)に延びている。

			　俺は頂上付近を見上げながら答えた。

			「あぁ、そうだ。この天辺まで登って、周辺がどうなってるのかさえ確認すれば――任務は終わる」

			　これからは時間との戦いだ。どうにか夜になる前に、〝神(じん)通(つう)領(りよう)域(いき)〟を脱出せねば。

			「行こう」

			「うん」

			　大鎌を持ち直し、引き金に指を掛け、二人揃って歩き出す。足場は先までと比べ、非常に歩き辛い。整備などされているわけもなく、気を抜けば転びそうになる。

			　サティアはぴったりと俺の後ろに付き、辺りを見回しながら言った。

			「アンタが言ってた、〝剣状蜘蛛(ソードスパイダー)〟……だっけ？　その巣はどこにあるの？」

			「丁度この裏側だ。壁一面にびっしり張り付いてるから、覚悟しろ」

			　俺も初めて目にした時は、心臓が止まるかと思った。サティアはあからさまに嫌そうな顔をして、

			「……あたし、やっぱりここで待っててもいい？」

			「ダメだ」

			「何でよ！」

			「他にも危険な魔物はいくらでもいる。お前を一人になんか、できるわけがない」

			「……はぁぁ」

			　諦めたように息を吐く。可哀想だが、こればかりはどうしようもない。

			　岩壁を回り込むにつれ、サティアの足取りは重くなる。最終的には、俺のローブの背中を摘むようになった。正直歩き辛いからやめて欲しいのだが……。無理に振り解くわけにもいくまい。

			　いよいよ山の裏側に差し掛かる。俺はサティアに目で合図をした。〝超常銃(マギア・ガン)〟を握る手が小刻みに震えている。俺は何としても彼女を守るべく、気を引き締めた。

			　意を決し、山の裏側へ踏み込む。即座に首を傾け、岩壁を見上げた。常であれば百を超える〝剣状蜘蛛(ソードスパイダー)〟が蠢(うごめ)いているはず、だったのだが……。

			「あれ？」

			　俺は口をぽかんと開け、呆けた面になった。目の前の光景が信じられず、何度も瞬きを繰り返す。

			「なに、どうしたの!?」

			　半秒遅れて、サティアも俺の傍(かたわ)らに立つ。銃口を壁に向け、臨戦態勢を整えるが――すぐにその腕は下ろされた。

			　そこには、何もいなかった。表側と同じように、無骨な岩肌が続いているだけだ。蜘(く)蛛(も)の姿など、欠片(かけら)も見当たらない。

			　その代わりに、奇妙な物体が壁から生えていた。領域の入り口付近で見かけた、先端の鋭く尖った岩塊。形状は同じだが、あれよりさらに巨大な岩が四つ、水平方向に伸びている。

			　場所は俺たちの目の前に一つ。そこから少し進んだ所にもう一つ。残り二つは岩山の上部に、それぞれ孤立した状態で生えていた。

			　サティアはそれが分かった途端、ヨロヨロとしゃがみ込んだ。そして詰めていた息を吐き出す。

			「はぁぁぁ、良かったぁ……。きっとお散歩にでも行ってるのね」

			「いや、それはねぇと思うが……」

			　奴らは基本、一度巣を作ってしまえばそこからほとんど動かない。まして相手は犬や猫じゃねぇ、魔物なんだ。お散歩なんて概念自体が存在しねぇだろう。

			　俺は注意深く目を凝らした。すると突き出た四つの岩に、それぞれ千切れた蜘(く)蛛(も)の糸が引っ掛かっている。よく見ると他にも至る所に、巣の残(ざん)骸(がい)が張り付いていた。

			　――どういうことだ。巣が破壊されたということか？　しかしあの糸はちょっとやそっとじゃ切れない。嵐を受けても平然と形を保っているくらいには、頑(がん)丈(じよう)だ。

			　俺が顎(あご)に手を当て、思考を巡らせていると、サティアが背中をぐいぐい引っ張ってきた。

			「ねぇ、帰ってくる前に早く通っちゃおうよ」

			「ん……。あぁ、そうだな」

			　何はともあれ。戦わずに済むのなら、それに越したことはない。考えるだけなら、後でいくらでもできる。今はサティアもいることだし、少しでも早く先に進むべきだろう。

			　俺は例の岩塊に手を掛け、その上に飛び乗った。人一人が乗っても余るくらいの太さがある。サティアにも手を貸し、どうにか乗り越えた。こんなのが後三本もあるかと思うと、非常に憂(ゆう)鬱(うつ)だ。足場も悪いことだし、落ちないよう気を付けなければ。

			　細心の注意を払いつつ、進んでいく。山をぐるっと一周したが、やはり蜘(く)蛛(も)の姿は見当たらなかった。これも地形変動の影響なのだろうか。

			　黙り込んで考え続ける俺とは対照的に、すっかり機嫌を直したサティアが、指で〝超常銃(マギア・ガン)〟をぐるぐる回しながら言う。

			「何よ、楽勝じゃない。〝神(じん)通(つう)領(りよう)域(いき)〟も、案外大したことないのね」

			「油断するなよ。まだ何が起きるか分からねぇんだから」

			「平気平気。アンタは心配し過ぎなのよ」

			　フェミナが聞いたらぶち切れそうな台詞(せりふ)だな、と思った。サティアのためにも、俺は気を緩めるわけにはいかない。

			　やがて一時間ほど登り続け、あと少しで山頂という所までやって来た。一度も戦闘がなかった分、普段よりも大分早い。これならギリギリ、日が暮れる前には領域から抜け出せるだろう。

			　山道も最後の一周に入っている。これを回り切れば頂上という所で――俺はぴたりと、足を止めた。すぐ後ろを歩いていたサティアが、俺の背中にこつっとぶつかる。

			「ちょっと、な……」

			　額を押さえながら文句を言う彼女を、右手で制した。俺の意図を察し、すぐさま言葉を呑み込む。

			　その直後だった。灰色の〝瘴(しよう)気(き)〟漂(ただよ)う上空を、何かがこちら目掛けて飛んできた。耳を澄ますと聞こえてくるのは、昆虫が出すような高速の羽音。

			　俺は気配を消し、岩陰に身を潜(ひそ)めた。サティアも俺の背後に蹲(うずくま)る。二人で息を殺し、その飛翔する魔物をじっと見詰めた。

			　まるで色素が全て抜け落ちたかのような、白色の体。そこから伸びる細長い脚と、半透明の翅(はね)。最大の特徴は胴体下部から突き出ている、巨大な針。それが体の半分以上の割合を占めている。全長は一メートル以上にも及ぶ、蜂(はち)のような姿をした魔物――〝死痺蜂(パラシーワスプ)〟。

			　そんな見るからに危険な奴が、一直線に飛んでくる。サティアは声にならない声を発し、〝超常銃(マギア・ガン)〟を構えた。だが俺はその銃口をぐっと掴(つか)む。何で邪魔するのよ、と言いたげな目で睨(にら)まれた。

			　今声を出すわけにはいかない。俺は無言で首を振った。サティアは唇を噛み、渋々銃を引っ込める。

			　俺たちからわずか数メートルの距離に、〝死痺蜂(パラシーワスプ)〟は着陸した。俺の勘が正しければ、おそらく。

			　案の定、奴はメツヴァラ山の内部へと消えて行った。どうやら気付かれはしなかったらしい。ほっと胸を撫で下ろす。しかしサティアは納得の行かない表情で、俺に詰め寄った。

			「ちょっと、逃げられちゃったじゃない……！　あんな怖そうなの、早く殺すべきでしょ!?」

			「いや、もし撃ってたら大惨事だったぞ」

			「何でよ！」

			「見りゃ、分かる」

			　口で説明するよりも、その方が早い。俺はサティアを引き連れ、静かに歩みを進めた。

			　先ほど蜂(はち)が消えた場所に、人間大の穴が開いている。以前来た時にはなかったから、おそらくこれも地形変動の影響だろう。俺は中を覗き込むよう、指先で示した。

			　サティアは怪(け)訝(げん)な表情を浮かべつつ、言われた通りにする。俺も彼女の横に立ち、一緒に視線を落とした。

			　中は非常に薄暗い。穴から差し込むわずかな光を頼りに、目を凝らす。そしてそれは――すぐに見付かった。

			　ぽっかりと空いた空洞。そこに満(まん)遍(べん)なく敷き詰められている、白色の正六角形。紛れもなくそれは、〝死痺蜂(パラシーワスプ)〟の巣だった。

			「ひっ……！」

			　思わず叫びかけたサティアが、慌てて自分の口を塞(ふさ)ぐ。俺も予想以上のグロテスクな光景に、言葉を失った。

			　巣の周りを飛び交う、大量の〝死痺蜂(パラシーワスプ)〟。六角形の中で蠢(うごめ)く、気味の悪い幼虫。

			　今まで風の音に消されていたが、意識を傾けるとはっきり聞こえる。まるで地鳴りのように響く、無数の羽音が。

			　さっきもしあの場で〝超常銃(マギア・ガン)〟をぶっ放していたら。それに驚いたこいつらが、一斉に飛び出して来ていただろう。想像するだけでも恐ろしい。

			「行こう」

			　触らぬ神に祟りなし。俺はサティアに小声で耳打ちし、その場を後にする。

			　よほどショックが大きかったのだろうか。彼女は全身に鳥肌を立て、目には薄らと涙まで浮かべていた。

			「何よ、あれ……。ぶんぶん、うねうね、いやぁぁぁ……！」

			「俺も実際に巣を見たのは初めてだったが……。ちょっとキツいな、あれは」

			　戦うにしたって数が多すぎる。数百匹は下らないだろう。おまけに俺は、飛んでる魔物が大の苦手なのだ。アイツの毒には確か、神経を麻(ま)痺(ひ)させる力もあったはずだし……。

			　なるべく音を立てぬよう、急いで巣から離れる。そのまま頂上までの道のりを、一気に駆け上がった。

			　狭い山道から一変、開けた空間へと躍り出る。広さは大体百メートル四方くらいだろうか。俺たちはその中央部まで走り抜け、乱れた息を整える。

			　――やっとのことで目的地にたどり着いたというのに、その感(かん)慨(がい)に浸ろうという気にはなれなかった。一刻も早く任務を終わらせ、領域から立ち去りたい。頭にはそれしか浮かんでこない。

			　サティアは巨大な岩塊に背を預け、力なく座り込む。

			「もう、いや……。心臓が持たないわよ、こんなの……！」

			　今まで散々歩き続けたこともあり、彼女の疲労は限界に達している様子だった。俺は額の汗を拭(ぬぐ)いながら言う。

			「お前はそこで休んでろ。周囲の確認は、俺がしてくる」

			　どうせ元の地形を知っているのは俺だけなんだし。サティアの返事を聞くまでもなく、崖際まで歩いて行く。俺たちがやって来た方向とは逆側。〝神(じん)通(つう)領(りよう)域(いき)〟のさらに奥を、じっと見据える。

			　やはり〝瘴(しよう)気(き)〟の影響で視界は悪い。だがそれでも、うっすらと地形を確認することはできる。メツヴァラ山を挟んで向こう側には、ひび割れた大地が延々と続いていた。

			　過去の記憶を遡るが、特に変化した点は見受けられない。魔物の数も、平常時と同じくらいは存在している。目を凝らして注意深く観察するが、どこにも変動はなさそうだった。

			　俺は踵(きびす)を返し、反対側の崖際にも立った。散々俺たちを苦しめた岩の迷路。その全貌を上から眺める。

			　複雑に入り組んだ地形。袋小路がいくつも出来上がってる。やはりこちらの変化は、歴然としたものだ。魔物の数も明らかに少ない。

			　――どういうことなのだろう。確認できた限りでは、変動は入り口からメツヴァラ山までの間でしか起こっていない。この区間に一体何が起こったというんだ。

			　原因として考えられるもの。地震でないとすれば、他には。

			　――超常的な力が作用した、とか。もしも、大地の造形を自由自在に操る。そんな馬鹿げた力を持った〝人間〟が、いたとしたら。

			　俺はそこまで考えが至ったところで、ぶんぶんと首を振った。まさか、な。いくらなんでも有り得ないだろう。

			　一先ず俺はこの調査結果を、フェミナに報告しさえすればいい。後のことはあいつが判断してくれる。ここでやるべきことは、もう果たした。少しだけ休憩したら、さっさと下山することにしよう。

			　俺はふっと息を吐き、サティアの方を見やった。相変わらず全身の力を抜き、がっくりと項(うな)垂(だ)れている。初めてにしてはよく頑張った方だろう。帰り道もしっかり守ってやらなければ。

			　まぁ、行きと違って目印も付けてあるし。魔物だって少ないから、さして危険はないだろう。俺の思考はそれよりもむしろ、帰宅した後のことへ傾いていた。

			　サティアとの勝負、最終日。大変な一日になってしまったが、これを無事に乗り越えれば、彼女は正式に〝孤独な螳螂(ロンリーマンテイス)〟へ加入する。

			　俺が不(ふ)埒(らち)な真似をしないことが前提だが……この期に及んで、そんな事態には陥(おちい)らないだろう。

			　明日からはどんなふうに過ごそうか。二人で授業を受け、二人で依頼をこなし、二人で帰宅する。まだまだ俺のコミュ障は完治しそうにないが、それでも。思い描いた理想の生活には、一歩近付く。

			　そんなことを考えながら、彼女の元へ戻ろうとして――俺は不意に、途(と)轍(てつ)もない違和感に襲われた。

			　目の前に広がる光景が、どことなくおかしい。過去の記憶と比較して、何かが引っ掛かる。蜂(はち)や眼下の景色に気を取られ、蔑ろにしていた点。

			　――山頂のど真ん中に、あんな岩塊はなかったはずだ。

			　今まさにサティアが寄り掛かっている、巨大な岩。冷静に考えてみれば、全く見覚えがない。

			　永い年月を感じさせる、くすんだ色合い。全体的に丸みを帯びており、大きさは二メートル近くある。

			　途端に言い表しようのない感情が込み上げてきた。なんだか胸騒ぎがする。理由は分からないが、本能が訴えてくる。アレはヤバイ、と。急いで彼女を遠ざけなければ。

			「サティ――」

			　だが、俺の声が届く前に。サティアは体勢を変えた。両腕を後ろに伸ばし、持っていた〝超常銃(マギア・ガン)〟がコツッと岩にぶつかる。

			　その瞬間だった。

			「え……？」

			　発砲していないにもかかわらず、銃身が赤く輝く。まるでそれに呼応したかのように、岩塊が光を放ち始めた。それはどんどん膨(ふく)れ上がり、山頂を眩(まばゆ)く照らし出す。

			「くっ！」

			　――迂(う)闊(かつ)だった。

			　俺は歯をぎりっと噛み締め、走り出す。だが圧倒的な光量に行く手を阻(はば)まれる。目を開けていられない。思わず瞼(まぶた)を閉じようとした、その時。

			　岩が、歪(いびつ)に盛り上がった。凄(すさ)まじい地響きとともに、周りの土が抉れる。立っていられぬほどの振動が沸(わ)き起こる。

			　なぜもっと早く気付かなかったんだ。悔やんでも悔やみ切れない。

			　地面の下から、何かが這い出てくる。まず現れたのは、岩で出来た五本の指。大きさは人間の何倍もある。それが地上を引っ掴(つか)み、ぐぐっと力を込める。

			　大量の土砂が巻き上がり、大地がひび割れた。呆(ぼう)然(ぜん)とする俺たちの前に、とんでもない化け物が姿を現す。

			「何だ、こいつ……！」

			　それは、俺ですら初めて目にする魔物だった。

			　見上げるほどに高い、無機質な体。おそらく十メートルは下らない。辛うじて人の形をしているが、それを構成しているのは全て岩だ。巨大な岩塊がいくつも連なり、五体を形作っている。顔と思しき部分には球体のような目が二つ、怪しく浮かんでいた。

			　サティアが寄り掛かっていたのは、丁度そいつの胴体部分だった。その中央は未だに、鈍い輝きを放ち続けている。

			　ヤバイ奴を起こしてしまったと、瞬時に悟った。戦っても勝てるかどうか分からない。

			　奴の目が、ギョロギョロと動いた。そして足元のサティアを認めた瞬間。その重厚な右腕を、大きく振り上げた。

			「あ、あぁ……！」

			「逃げろ!!」

			　走りながら懸命に叫ぶ。しかしサティアは腰が抜けたのか、その場から動こうとしない。容(よう)赦(しや)なく石柱のような腕が降り注ぐ。俺は相棒たちを投げ捨て、丸腰のまま突っ込んだ。両腕を限界まで伸ばし、サティアを抱き締める。勢いを殺さず全力で転がり、間一髪攻撃を避けた――と思った直後。

			　背後で、爆発が起こった。

			「ぐっ！」

			「ひゃあ!?」

			　耳をつんざく爆音と、身を焦がす熱風。それに煽(あお)られ、俺たちは為す術(すべ)もなく吹っ飛ばされた。このままでは山頂から落とされてしまう。俺は右腕を地面に突き立てた。途端に凄(すさ)まじい摩(ま)擦(さつ)が襲い掛かる。指先が燃えるように痛んだ。歯を食い縛(しば)り、激痛に耐える。

			　崖際まで及んだところで、ようやく静止した。爪(つめ)と皮(ひ)膚(ふ)が削れ、出血している。俺はそんなことには構わず、サティアに問いかけた。

			「おい、無事か!?」

			「な、なんとか……」

			　彼女はゆっくりと体を起こし、俺の右手を見た。そして血色の目を見開く。

			「あ、アンタこそ大丈夫なの!?」

			「問題ねぇ、ただの擦り傷だ」

			　本当は少し力を込めるだけでも激痛が走る。相棒を握れるか心配なほどに。だが弱音を吐いてはいられない。俺は顔を上げ、視線を岩の化け物へ向けた。

			　――先の爆発は、一体何だったんだ。その謎は、すぐに解き明かされた。

			　濛(もう)々(もう)と立ち込めていた煙が薄れ、視界がクリアになる。すると奴の両手の甲に、キラリと光る物質が見えた。普通の岩とは明らかに異なる色合い。右手には燃えるような赤。左には輝くような黄金色の石が、それぞれ埋め込まれている。

			　その二つは紛れもなく――剥(む)き出しの〝超(ちよう)常(じよう)石(せき)〟だった。先の爆発は、右手の〝炎(えん)上(じよう)石(せき)〟によって引き起こされたのだろう。

			　サティアが不安げな表情で、俺のローブを引っ張る。

			「ねぇ、何なのアイツ……！　アレも魔物なの？」

			「多分、な。いつだかフェミナに聞かされたことがある。何百年も昔、〝超常岩霊(マギア・ゴーレム)〟って魔物が、領域を抜け出して暴れ回ったって。かなり凶悪な魔物で、国中に甚(じん)大(だい)な被害を齎(もたら)したらしい。そいつもアレと同じく岩でできた体に、〝超(ちよう)常(じよう)石(せき)〟が埋め込まれてたって言ってた……」

			「それと同じ種類の魔物ってこと？　何でそんなのが突然出てきたのよ！」

			「……」

			　俺は口を閉ざした。

			　心当たりなら、ある。ゴーレムの胴体で鈍色の光を放っている、あの部分。あれがおそらく奴の核(コア)だ。それにサティアの〝超常銃(マギア・ガン)〟が触れたことによって、〝超(ちよう)常(じよう)石(せき)〟の力が共鳴。眠りについていたアイツを、呼び起こしてしまったのだと思う。

			　これも地形変動の弊(へい)害(がい)、と言わざるを得ない。今まで地中に埋まっていたアレが、運悪く飛び出してきたのだ。

			　このことをサティアに伝えたら、きっと自分を責めるだろう。ゆえに俺は強引に話を逸らした。

			「それより、今は逃げることだけを考えよう。あんな化け物と無理にやり合う必要はねぇ」

			「う、うん。そうね」

			　サティアはこくこくと何度も頷(うなず)いた。

			　幸いにも奴の動きはかなり鈍い。今も俺たちを見失い、のそのそと歩き回っている。問題が有るとすれば、その立ち位置だ。登山道の真ん前に陣取ってやがる。どうにかこちらに引き付けなければ、山を下りることができない。

			「俺が囮(おとり)になって奴を誘(おび)き寄せる。お前はその間に先に行け」

			「だ、ダメよそんなの。アンタも一緒に行くの！」

			「そうしてくれ。頼むから」

			　俺は真顔でサティアの瞳(ひとみ)をじっと見詰めた。もしも〝神(じん)通(つう)力(りき)〟を使うことになった時、彼女が傍にいたのでは、危害を加えてしまう可能性がある。

			「何で？　あたしだって戦えるのに。邪魔だって言いたいの？」

			「そうじゃねぇ。俺はお前を絶対に守り抜きたいんだ。大丈夫、すぐに追いかけるから」

			「でも、そんな……」

			　サティアは一向に首を縦に振ろうとしない。だが、いつまでも話し合っている余裕はなさそうだった。

			　とうとうゴーレムが俺たちに気付く。チカチカと目を点滅させ、地響きを伴(ともな)いながら近付いてくる。

			「分かったな!?」

			　俺はサティアの両肩を掴(つか)み、言い聞かせるように叫んだ。細い体がビクッと震える。血色の瞳(ひとみ)にじんわりと涙が浮かんだ。

			　俺の気迫に押されたように、サティアは小さく、

			「……うん」

			　と呟(つぶや)いた。

			　それを確認するや否や、俺は猛烈な勢いで駆け出した。途中転がっていた相棒たちを回収し、両手に収める。黒鎌を持つ右手がズキッと痛んだ。血をダラダラと垂れ流しながら、落とさぬようしっかりと握り締める。

			　ゴーレムは走りながら、今度は左腕を振りかぶった。黄金色の輝き、〝雷(らい)鳴(めい)石(せき)〟だ。リディエイターで受けるわけにはいかない。アブソリッカーを前に突き出す。

			　ブオンと空を薙(な)ぎ、岩と鎌が激突した。馬鹿みてぇな力が圧し掛かる。少しでも気を抜けば骨が折れてしまいそうだ。相棒の柄がミシミシと悲鳴を上げる。

			　奴の手から紫(し)電(でん)が迸(ほとばし)った。しかしすぐさま〝冥(めい)封(ふう)石(せき)〟が反応する。黒い波紋が浮かび上がり、電流を吸収した。

			「今だ、行け！」

			　チャンスがあるとしたら、ここしかない。俺は首を振り返らせ、サティアを促(うなが)す。

			　彼女は唇を引き結び、こくりと頷(うなず)いた。そして純白の髪を揺らしながら、脇を駆け抜けていく。

			　だが安心するのはまだ早い。押し切れないと見たのか、ゴーレムは右腕をも振りかぶった。爆発を引き起こす〝炎(えん)上(じよう)石(せき)〟が、高速で迫り来る。

			　俺は咄(とつ)嗟(さ)にリディエイターを回転させた。白色の光(こう)芒(ぼう)が円を描き、眩い光を放つ。その中心から今吸収したばかりの稲妻が、雷鳴とともに吐き出された。

			　それが奴の右腕に直撃し、体勢を崩させる。巨体がよろめき、ゆっくりと仰向けに倒れ込んだ。ずしんと轟(ごう)音(おん)が轟(とどろ)き、山全体が揺れ動く。加工されていない原石だけあって、驚異的なエネルギーだ。

			　これでようやく安心できる。立ち上がるのには時間が掛かるだろう。ふっと短く息を吐き、サティアの後を追おうとしたその時。

			　――信じられない光景が、目に飛び込んできた。

			　空中を飛び交う巨大な蜂(はち)、蜂(はち)、蜂(はち)。空気を振動させる、無数の羽音。その身に生え揃った、凶悪な毒針。

			　〝死痺蜂(パラシーワスプ)〟の大群が、今まさにサティアを襲おうとしていた。

			「嘘、だろ……」

			　認めたくなかった。これから起こるであろう、惨(さん)劇(げき)を。

			　時間の流れが緩やかになる。周囲の雑音が、一切耳に届かなくなる。

			　サティアが身を翻(ひるがえ)す。血色の瞳(ひとみ)で俺を見る。助けを求め、手を伸ばす。今すぐ駆け付けてやりたい。しかし体が動かない。絶望的な距離。たった十数メートルの距離。そこに俺の腕は届かない。

			　一匹の蜂(はち)が動いた。それに釣られ、他の奴も動きだす。針を持ち上げ、狙(ねら)いを定める。どこに？　無防備なサティアの背中に。なぜ？　――殺すため。

			　彼女の姿が、妹の死に際と重なった。二人が俺を見ている。助けを求め、俺を見ている。行かなければ。足を一歩前に出す。届かない。もう一歩踏み出す。間に合わない。

			「あぁ、あぁぁ……！」

			　――また俺は、同じ過ちを繰り返すのか。

			　針が、サティアの体に突き刺さった。続け様に二本、三本、四本。彼女の顔が、悲痛に歪(ゆが)む。力なくその場に崩れ落ちる。〝聖樹〟のローブが破れる。ビリビリに引き裂(さ)かれる。ただの布切れと化したそれは、風に乗って、彼方へと飛んで行った。

			　――死。その一文字が頭を過ぎる。俺だ。俺のせいだ。俺が不甲斐ないばかりに。また大切な人を、目の前で死なせてしまう。

			　絶望に打ち拉がれそうになった瞬間、妹の幻(げん)影(えい)がふっと消えた。そして直後に、俺の目の前に姿を現す。十年前と何も変わらない、幼い姿で。彼女はその漆(しつ)黒(こく)の瞳(ひとみ)で、俺を見上げた。そして空気を肺いっぱいに吸い込み、大声で叫ぶ。

			「助けてあげて、お兄ちゃん!!」

			「っ……!!」

			　その声は、確かに聞こえた。俺の鼓(こ)膜(まく)を揺さぶり、脳裏に届いた。まるで再び動き出したかのように、心臓がどくんと鳴り響く。

			　この状況を打開する方法。サティアを救い出す方法。それがあるとしたら、〝神(じん)通(つう)力(りき)〟を使う以外に有り得ない。しかし一度発動させてしまえば、俺は抗(あらが)い難い殺(さつ)戮(りく)衝動に駆られる。下手をすれば、彼女にまで危害を加えてしまうかもしれない。だが、

			　――迷う必要なんか、ねぇじゃねぇか。

			　どの道何もしなければ、サティアは死ぬ。ならば俺が取るべき行動は、ただ一つ。

			「ひ、ひひ、ひひひひひひひ！」

			　無意識のうちに、口から気味の悪い声が漏れる。発動の意思を感じ取り、背後の空間に亀(き)裂(れつ)が生じる。そこから我先にと這い出てきたのは。

			　左右六対計十二本からなる、赤黒い腕。名は〝マスティマ〟。やっと解放された喜びを爆発させ、俺の周囲でうねうねと蠢(うごめ)く。

			　自由自在に屈折、伸縮するこの腕は、俺が今まで殺した魔物の化身。道連れを求め敵を嬲(なぶ)り殺し、昇天しようとする魂(たましい)をこちらに引きずり込む。

			　俺の体内にストックされている〝マスティマ〟の数は、残り一二四本。これにはさっき殺した〝魔狼(ガルム)〟の魂(たましい)も含まれている。だが、一度に十三本以上は顕(けん)現(げん)させることができない。

			　――俺の精神が、完全に乗っ取られてしまうから。

			「図に乗ってんじゃねぇぞ、害虫どもが!!」

			　空を裂(さ)き、全ての〝マスティマ〟が突進する。猛烈な速度で、群がる蜂(はち)どもに突き刺さる。白色の体から、紫の血(ち)飛(し)沫(ぶき)が上がった。避ける暇なんざ与えねぇ。瞬(またた)く間に奴らを串刺しにしていく。

			　突(とつ)如(じよ)として始まった殺(さつ)戮(りく)の宴(うたげ)。それに怒った蜂(はち)どもは、標的を俺に変更した。耳障りな羽音を響かせ、一気呵成に攻め立ててくる。

			「さっさと来やがれ！　ぶち殺してやるからよぉ!!」

			　俺は赤腕を撓(しな)らせ、刺さっていた死(し)骸(がい)を素っ飛ばした。十二本全てを引き戻し、大群を迎え撃つ。四方八方から襲い来る蜂(はち)。それに対抗すべく、〝マスティマ〟をぶんぶんと振り回した。目にも留まらぬ速さで、赤い線が宙を舞う。一分の隙(すき)さえ与えはしない。

			　飛び込んで来た蜂(はち)の体を、真っ二つに切断する。秒速数体にも及ぶ勢いで、次々と葬(ほうむ)っていく。

			　だが、奴らとて馬鹿ではない。停滞して狙(ねら)いを定め、腕の中ほど目掛けて針を差し込む。その攻撃に耐えられず、〝マスティマ〟が一本消滅した。俺はすかさず新たな魂(たましい)を投入する。背後の空間から再び腕が伸び、戦線に復帰した。

			　これだけの速度で殺し続けてるというのに。蜂(はち)の数は未だ減る気配がない。むしろ増えているようにさえ感じる。周囲はすでに足の踏み場もないほど、死体で溢れ返っていた。

			「ひひひひひひひ！」

			　我知らず、奇声が口から漏れ出る。意識が飛びかける。俺は懸命に自我を保ち続けた。今ここで殺(さつ)戮(りく)を求める声に身を委ねては、サティアが死んでしまう。そんな未来だけは絶対に避けなければ。
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			　しかし無情にも、ゴーレムが体勢を立て直した。俺を発見するや否や、巨岩を打ち鳴らして突っ込んで来る。奴の攻撃は〝マスティマ〟では受け切れない。一瞬にして十二本全てが消し飛ぶだろう。

			　俺は体の向きを変え、岩の巨人(オーガ)と向き合った。ほとんど感覚だけで蜂(はち)を撃ち落としつつ、相棒たちを交差して構える。

			　奴は左右の腕を連続で繰り出してきた。それを二つの刃でどうにか受け止める。痺(しび)れにも似た衝(しよう)撃(げき)が走った。爆発と稲妻が発生し、黒鎌が瞬(またた)く間に吸収する。

			　これを利用しない手はない。俺はわずかな隙(すき)を突いて、リディエイターを回転させた。轟(ごう)音(おん)とともに二つのエネルギーが同時に放出される。爆風が群がっていた蜂(はち)どもを余すことなく吹き飛ばした。それに追い打ちをかけるように、稲妻が迸(ほとばし)る。空中を縫(ぬ)うように電流が駆け抜け、獲物に感電していった。

			　焼け焦げた臭いが充満する。今の連撃でほとんど全ての〝死痺蜂(パラシーワスプ)〟を死に追いやった。しかしそちらに意識を傾けたせいで、致命的な間が生まれてしまう。

			　視線を戻した時には、目の前に岩の拳が迫っていた。咄(とつ)嗟(さ)にアブソリッカーで迎え撃とうとする。だが、振りが間に合わない。

			「ぐぅ!!」

			　直撃を食らった。信じられないほどの威力。思わず息が詰まる。体が弾き飛ばされる。視界がぐるぐると回転した。口から大量の血が吐き出される。すぐそこにはもう、大地がない。

			「あぁぁぁぁぁぁぁ!!」

			　俺は絶叫しながら両手の相棒を地面に突き立てた。黒白の刃が火花を散らす。それでも体は止まらない。山頂から飛び出す。空中へ放り出される。

			　俺は霞(かす)む瞳(ひとみ)を抉じ開け、ゴーレムを睨(にら)み付けた。奴に向かって十二本の〝マスティマ〟全てを、超高速で飛ばす。分厚い足首にぐるぐると巻き付け、慣性を食い止めた。

			　しかし奴は〝マスティマ〟を消そうと、右腕を振りかぶる。俺はそれよりも速く赤腕を縮め、体を地上へと引き戻した。

			　硬い岩肌の上を何度も転がる。それでも落ちなかっただけで十分だ。前方でゴーレムが拳を打ち付け、再び爆発が引き起こされる。俺は咄(とつ)嗟(さ)にサティアへ〝マスティマ〟を伸ばし、こちらへと引き寄せた。彼女を眼前に横たえさせ、一度〝神(じん)通(つう)力(りき)〟を解除する。

			「サティア、サティアぁぁ！　しっかりしろ！」

			「うっ、うぅ、くっ……！」

			　彼女の美しい白肌は、今となっては見る影もない。毒が体内を駆け巡り、皮(ひ)膚(ふ)は青ざめていた。〝瘴(しよう)気(き)〟の影響もあるだろう。俺は躊(ちゆう)躇(ちよ)なく、〝聖樹〟のローブを脱いだ。それを急いでサティアに着せてやる。

			　すると彼女は薄らと瞼(まぶた)を持ち上げた。そして震える唇から、掠(かす)れた声を発する。

			「……だ……め……」

			　こんな状態にもかかわらず、指先でローブを突き返そうとする。俺は涙をぼろぼろと零(こぼ)しながら言った。

			「いいから大人しくしてろよ！　死んじまうぞ!!」

			　一刻も早く手当てを受けさせなければ、数時間のうちに死に至ってしまう。嫌だ。そんなの嫌だ。せっかく仲間が出来たと思ったのに。また目の前で死なせちまうのか、俺は。

			　何かないかと、辺りを見渡す。しかし濛(もう)々(もう)と土煙が立ち込めているだけだ。他には憎々しい蜂(はち)どもの死体以外、何もない。この煙が消え去ったら、また俺たちはゴーレムに襲われるだろう。そうなったら一巻の終わりだ。彼女を守りながらアイツを倒すなんて、不可能に近い。

			「あぁぁぁぁぁ、クソッ！　何で、何でこうなるんだよ！　俺は、ただ……！」

			　額を地面に擦り付け、ガキのように泣き喚(わめ)く。サティアに出会ってからこれまでの記憶が、走馬灯のように浮かんだ。やっと互いのことを分かり始めてきていたのに。こんなのあんまりじゃねぇかよ。もっと二人で色々なことをしたかった。一人じゃできないこと全部、サティアと一緒にやりたかった。普通の学園生活を送って、金が足りなくなったら昨日みたいに依頼を受けて――。

			「っ!!」

			　そこに記憶が至った時、俺ははっとさせられた。昨日こなした依頼。その内容。薬草の採取。余ったポイゾネスハーブを、俺は確か――。

			　心臓の鼓(こ)動(どう)が急激に速まる。藁(わら)にも縋(すが)る想いでポケットに手を突っ込む。左手に何かの感触。傷付けぬよう慎重に引き抜く。

			　握った掌を、恐る恐る開いた。果たしてそこには、希望の光が載っていた。元気を失い、萎(しな)びたポイゾネスハーブ。しかしこれでも十分な効力があるはずだ。毒を完全に打ち消すのは不可能でも、いくらか延命できるはず。

			「サティア、毒消しだ！　見えるか？　これを飲めば、助かるかもしれねぇぞ!!」

			「……あ……ぅ……」

			　彼女は微かに唇を動かした。だが神経が麻(ま)痺(ひ)している様子で、どう頑張っても飲み込めそうにない。

			　せっかく見付けた希望なのに。みすみす無駄にして堪(たま)るか。俺は必死に思考を巡らせた。考えろ。考えろ。どうすればいい。

			　――思案の果てに導き出された結論。こうすれば多少強引でも、彼女に薬草を飲ませられる。しかしそれは同時に、俺がサティアとの勝負に敗北することを意味していた。

			　だが俺は、躊(ちゆう)躇(ちよ)なくその方法を実行する。これで結局ギルドが解散することになってもいい。サティアが生きてさえくれれば。

			　俺はポイゾネスハーブを口に含んだ。そして粉々になるまで咀(そ)嚼(しやく)する。苦い。思わず吐き出しそうなほどに。

			　サティアは俺の奇行を、虚(うつ)ろな目で眺めていた。ごめん、と心の中で謝罪する。そして十分に唾(だ)液(えき)と混ぜ合わせ、薬草が液状になった瞬間。

			　意を決し、サティアの顔を両手で包み込んだ。至近距離で目と目が合う。俺はせめてもの礼儀として、そっと瞼(まぶた)を閉じた。世界が暗黒に包まれる。心臓が爆発しそうなほどに暴れ狂う。そして。

			　――俺はサティアの唇に、口付けをした。しなやかな体がびくっと跳ねる。構わず俺は、彼女の唇を抉じ開けた。口中の途(と)轍(てつ)もなく苦い液体を、一気に流し込む。

			　途端に罪悪感が込み上げてきた。こんな状況にもかかわらず、脳は初めて味わう快感に震えていた。信じられないほどに甘く、柔らかい唇。鼻(び)孔(こう)を擽(くすぐ)るサティアの匂い。今だけは、他に何も感じない。ただサティアの温もりだけが、全身に降り注ぐ。

			　彼女の喉が二度、こくこくと小さく鳴った。それを確認した後、名残惜しくも唇を離す。ゆっくり目を開けると、透明な唾(だ)液(えき)が糸を引いていた。あまりに淫(いん)靡(び)な光景。

			　俺に少し遅れて、サティアも瞼(まぶた)を持ち上げる。再び目と目が合った。薄らと涙が浮かんでいる。俺はその綺(き)麗(れい)な瞳(ひとみ)をじっと見詰め、ごめんと囁(ささや)いた。

			　彼女が何かを言おうとして、口を動かす。しかしそれは、ゴーレムの遠雷のような咆(ほう)哮(こう)に掻(か)き消された。

			　気付くといつしか砂埃は完全に消え去っていた。先ほどの爆発に巻き込まれたのか、〝死痺蜂(パラシーワスプ)〟も全滅している。立っているのは俺と、岩の巨人(オーガ)、ただ二人だけ。

			　帰るための道、生き残るための道は、奴の後ろに存在している。こうなってしまった以上、もはやアイツをぶち殺すしかない。

			「……そこどけよ、デカブツ」

			　これで、終わらせる。そう決心し、相棒たちを構える。もう逃げも隠れもしねぇ。一撃で仕留めてやる。

			　奴の殺し方は明白だ。あの中央で忌(いま)々(いま)しく光り続ける核(コア)。あれさえ破壊すれば、活動を停止する。逆に言えば、他の部位を攻撃しても全く意味がない。

			　おそらく〝マスティマ〟では貫通できないだろう。かと言って相棒たちの刃は届かない。それでも。

			　俺は奴を殺せる。その確信があった。

			「……」

			　大きく息を吐き、全神経を集中させる。〝絶対にぶち殺す〟。その意思を、描いたイメージと重ね合わせる。

			　ゴーレムが動き出した。世界全体が揺れるような、凄(すさ)まじい振動。俺の視線はまっすぐ、奴の心臓。そこだけを睨(にら)み続ける。

			　後は、自分を信じるのみ。大丈夫。俺なら絶対にできる。こんな状況、何度だって乗り越えてきた。全ては、幸せな未来を掴(つか)み取るため。もう二度と、大切な人を失わないため。

			「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

			　喉が張り裂(さ)けるほどに叫ぶ。渾(こん)身(しん)の力を込める。相棒たちを振り上げる。交差するように切り裂(さ)く。

			　――斬(ざん)撃(げき)は、空間を越えた。

			　ゴーレムの核(コア)に、はっきりとした×印が刻まれる。発動したのだ。〝超常武芸(マギア・アーツ)〟が。フェミナに習ったばかりの、〝遠(とお)斬(ぎ)り〟が。

			　奴の目から、光が消え去った。まるで糸の切れた人形のように、崩れ落ちる。暴れ回っていた岩塊が、粉々に砕け散った。破片が音を立てて、絶壁を下っていく。

			「はぁ、はぁ……！」

			　打って変わって、世界はしんと静まり返った。忘れていた痛みが、ぶり返してくる。全身が焼けるように痛い。あばら骨が何本か折れていそうだった。おまけに生身で〝瘴(しよう)気(き)〟を吸っているせいで、頭がくらくらする。

			　俺は相棒たちを背に回し、血を吐きながらしゃがみ込んだ。サティアの顔を覗き込む。どうやら気絶してしまったようだ。目はきつく閉じられているが、微かに胸は上下している。

			　その小さな体を、そっと抱き上げた。嘘のように軽い。重さなんてほとんど感じない。大丈夫、安心しろ。お前だけは、絶対に死なせない。

			　震える足を、一歩踏み出す。激痛が走った。咳き込むたびに血が飛び出る。構うものか。さらに一歩。激痛。激痛。激痛激痛激痛……。

			　

			　――どれだけの時間、歩き続けたのだろう。

			　目が、見えない。夜になったからなのか、それとも。

			　自分がどこにいるのか、分からない。何も聞こえない。ただ、両手のサティアの感覚だけを頼りに、足を動かす。

			　……動かない。あれ、おかしいな。どうしたんだ、俺。あともう少しだろ。何やってんだよ。早く、サティアを、助け……。

			「……い！　しっか……ろ！」

			　身が凍(こお)るほどに冷たい風が、頬を撫でる。耳元で誰かが叫んでいる気がする。女……か？　そんな、馬鹿な。ここは〝神(じん)通(つう)領(りよう)域(いき)〟だぞ。助けなんてくるわけがない。

			　でも、そうだな。悪い、もしも本当に、そこに誰かがいるのなら。サティアを、頼む。そろそろ、限界……。

			　そこで俺の意識は、完全に途絶えた。

		

	
		
			　

			エピローグ

			　

			　暗闇の中、誰かのすすり泣く声が聞こえる。そいつはやけに近くにいるようだった。何が悲しくてそんなに泣いているのだろう。それが知りたくて、俺はゆっくりと瞼(まぶた)を持ち上げた。

			　目覚めたばかりで、視界がぼやけている。時間が経つにつれ、徐々に物体が形を成していく。まず映り込んだのは、白い天井だった。俺の部屋とは違う。しかし見覚えがないわけではない。一年の時に何度も拝(おが)んだ経験のある、天井だった。

			　そう理解するとともに、他の五感も働きだす。鼻には特徴的な香りが漂(ただよ)ってきた。どこか安らぎを感じる、草の匂い。紛れもなくハートハーブの匂いだ。

			　――ここは、学園の病室なのか。頭がボーッとしていて、昨日のことすらろくに思い出せない。もっと情報を集めるべく、視線を脇に向けると、

			「ブリュー……ド……？」

			　俺の真横に、椅子に座ったフェミナがいた。相変わらずのゴスロリと、フリフリしたヘッドドレス。服装はいつもと同じだが、様子がおかしい。顔にくっきりと涙の痕(あと)が浮かんでいる。

			　――泣いていたのは、お前なのか？

			　そんな馬鹿な。あのフェミナが涙を流すわけがない。しかしそれを裏付けるかのように、奴の瞳(ひとみ)は真っ赤に腫れ上がっていた。

			「目が覚めたのか？　あたしが誰だか分かるか!?」

			　フェミナは弾かれたように立ち上がり、俺の両肩をぎゅっと掴(つか)んだ。涙がボタボタと滴り落ちてくる。

			「……さぁ、誰だっけな。俺の知ってるフェミナは、そんなに泣き虫だったかな……」

			「なっ、ぐっ……うぅぅぅぅぅ！」

			　何を思ったのか、奴は突然ベッドに顔を埋めた。そして何度も何度もグリグリと擦り付ける。再び顔を上げると、先(さつき)よりさらに酷い状態に陥(おちい)っていた。それを誤(ご)魔(ま)化(か)すかのように、腕を組んでぷいっとそっぽを向く。

			「あ、あぁん？　まだ寝惚けてんのかテメェは。あたしが泣くわけねぇだろ。寝言は寝てる時だけにしやがれ」

			「……そうか。じゃあ、もう一眠りするかな……」

			「待て、寝るな！　目を閉じるな！」

			　焦ったように顔を引き戻す。何だかそれが妙に可笑しくて、俺は思わずくすりと笑った。

			「何だよ、フェミナ……。調子狂うっての」

			「テメェ……！　あたしがどれだけ心配したと思ってやがんだ！　四日だぞ。四日も昏(こん)睡(すい)状態だったんだぞ!?」

			「……は？」

			　俺はぽかんと口を開けた。一体何を言ってやがんだ。冗談にしたってタチが悪い。

			　前日の行動を思い出そうと、思考を巡らす。何だか記憶に靄(もや)がかかっていて、上手くいかない。

			　確か俺は、そうだ。フェミナに〝神(じん)通(つう)領(りよう)域(いき)〟の調査を命じられて、それで……。サティアと、一緒に――。

			　彼女の名前が頭を過ぎった瞬間。全身に衝(しよう)撃(げき)が走った。脳が一気に覚(かく)醒(せい)する。あの空間で起こったこと。その全てを、思い出す。

			「サティアは!?　……痛(つ)っ！」

			　勢い良く上体を起こそうとする。しかしそれは叶わなかった。胸の辺りが激しく痛む。恐る恐る触れてみると、包帯でぐるぐる巻きにされていた。

			　俺は横たわったまま、フェミナに向かって叫ぶ。

			「おい！　サティアはどこだ！　無事なんだろうな!?」

			「喚(わめ)くな。よく見てみやがれ」

			「あぁん!?　どういう意味……だ……」

			　言いかけた言葉を、途中で呑み込む。足元に、微かな重みを感じた。俺は寝たまま腕を伸ばし、ハンドルを回す。ベッドの角度を上げると、そこには――。

			　俺の体に突っ伏して眠る、サティアの姿があった。こんなに近くにいたのに、全く気付かなかった。

			　窓から差し込む光を受けて艶(つや)を放つ、美しい純白の髪。丸みを帯びた肢体は、制服に包まれている。ほとんど寝息を立てず静かに眠る彼女の顔には、フェミナと同じような涙(るい)痕(こん)が刻まれていた。

			「生きてる……よな？」

			　俺の質問にフェミナはふっと息を吐き、

			「現代医学を舐めるな。体の毒は抜け切ったし、傷だって一切残っちゃいねぇ。今眠っているのは、ずっとテメェの看病をし続けてたからだ。寝ろって言っても寝やしねぇ。自分だって病み上がりのくせに。やっと落ちたからさぁこれで存分に泣けると思ったら、今度はテメェが起きやがるしよ……」

			　フェミナは腫れ上がった瞳(ひとみ)で、じっと俺を見詰めた。そして突然身を乗り出し、両手で頬をぐにぐにと引っ張ってくる。

			「ふぉい！　あにしやがんだヴぁばぁ！」

			　俺も負けじと手を伸ばした。しっとりとした顔を引っ掴(つか)み、同じように捏(こ)ね繰り回してやる。

			「ばぁかが！　あたしにしんぱいかけはへんにゃ！」

			　お互い一歩も譲らず気の済むまで弄(いじ)り合い、顔面が赤くなってからようやく手を離した。力任せにやられたせいで、ヒリヒリと痛む。だがそれは決して、不快な痛みではなかった。

			　フェミナは両手でゴシゴシと目を拭(ぬぐ)い、再び大きく息を吐いた。その身に少しだけ、いつもの威(い)厳(げん)が取り戻される。

			「――サティアに聞いたぞ。〝超常岩霊(マギア・ゴーレム)〟とやり合ったらしいな。〝死痺蜂(パラシーワスプ)〟のおまけ付きで」

			「……あぁ」

			「奴は大昔に絶滅したと思ったんだがな。まさか生き残りが山頂付近で眠りについていたとは……。そんなのがひょっこり出てきちまうほど、激しい地形変動だったのか？」

			　俺は一瞬迷った後、ふるふると首を振った。

			「いや……。激しさより、不自然さの方が際立ってたな。まるで人の意思によって動かされたみてぇな、そんな有り得ない変動の仕方をしてた」

			「ほう。例えば？」

			「至る所に袋小路が出来てたり、変な場所から岩が生えてたり……。入り口からメツヴァラ山までの区間は、滅茶苦茶になってた」

			「ふむ……」

			　フェミナは顎(あご)に手を当て、暫(しば)しの間、黙(もつ)考(こう)した。何か心当たりでもあるのだろうか。俺には今回の異変の原因がさっぱり分からない。

			　やがて数秒の後。深刻な表情で言う。

			「どうにも悪い予感がするな。用心するに越したことはない、か。――分かった。あたしの方でも少し探りを入れてみる。詳しい話はまた後日でいい。今はさっさと体を治せ」

			「あぁ。それとは別件で、俺の方からも一つ訊きたいことがあるんだが」

			「ん、どした」

			　フェミナはくいっと首を傾げた。

			「俺たちはどうやって助かったんだ？　自力で領域を脱出できたのか？　その辺の記憶が曖(あい)昧(まい)なんだ」

			　意識を失う直前、誰かの声が聞こえた気がした。あれが幻聴だったのかどうか、未だに判断がつかない。

			「それは――」

			　フェミナが答えようと口を開く。しかしその後に続く言葉は、不意に鳴らされたノックによって遮(さえぎ)られた。

			　返事をする間もなく、スライド式のドアが開けられる。廊下に立っていたのは、大量の書類を抱えた女性職員だった。積み上げすぎて、ろくに前が見えていない。彼女は泣きそうな声で、

			「が、学園長……！　いい加減職場に戻って下さいよぉ！　四日分のお仕事、どうするおつもりなんですかぁ？」

			「くっ！」

			　そう言われたフェミナは、顔を真っ赤にして立ち上がった。

			「……お前まさか、ずっと俺のとこにいたのか？」

			「あ、あぁん!?　なわけねぇだろ自(うぬ)惚(ぼ)れんなばーかばーか！　ちょっと休憩がてら寄っただけだ。あー忙しい忙しい！」

			　白々しいにもほどがある。自分だってサティアのこと言えねぇじゃねぇか。フェミナはどたどたと足音を立て、職員の背中を押して出て行った。廊下から「なんつータイミングで来やがるんだ、アホ！」と叱(しつ)責(せき)する声が響く。勘(かん)弁(べん)してやれよ、その人は職務を全うしてるだけなんだから。

			　彼女を不(ふ)憫(びん)に思いつつ、俺の口元は自然と綻(ほころ)んでいた。フェミナがここまで俺を心配してくれるとは。アイツの泣き顔なんて初めて見た。もう二度と見れないかもしれない。しっかりと脳裏に刻み込んでおく。さっきの話は、また後日訊けばいいだろう。

			　――室内は、穏やかな静(せい)寂(じやく)に包まれた。わずかに開け放たれた窓から、温かい風が吹き込んで来る。空は澄み渡る快晴。近くの枝で小鳥が囀(さえず)っている。時計を見ると、午前十時を過ぎたところだった。

			　眼下にはちらほらと学生の姿が見受けられる。いつもの光景。何の変哲もない、学園の風景。何だかそれが、途(と)轍(てつ)もなく尊(とうと)いものに見えた。

			　――生きてる。やっとその実感が込み上げてくる。

			　俺はあの時、本当に死を覚悟した。〝瘴(しよう)気(き)〟の中を生身で歩き続け、無事に帰って来られたのは、ほぼ奇跡と言っても過言ではない。

			　だがまだ一つ、確認できていないことがある。目の前で眠り続ける、大切な少女。彼女は本当に無事なのだろうか。

			　それを確かめたくて、ゆっくりと右手を伸ばした。悪いとは思いつつ、体を揺する。一回、二回、三回……。

			「うみゅう……」

			　何とも可愛らしい声が漏れる。伏せっていた胴体が、のそっと上げられた。半開きの眼(まなこ)が、俺を見詰める。まだ状況を把(は)握(あく)できていないようだ。俺は慣れない微笑みの表情を浮かべ、言う。

			「お、おはよう」

			「ふぇ……？」

			　彼女は血色の目をゴシゴシ擦った。徐々にそれが大きく見開かれ、じんわりと涙が溢れ出す。

			「ブリュードォ～～っ！」

			「うぉっ!?」

			　純白の髪がふわりと宙を舞い、サティアは俺の体に飛び込んできた。肋(ろつ)骨(こつ)がずきっと痛んだが、決して顔には出さない。彼女はまるで子供のように、しがみ付いて泣き喚(わめ)く。

			「うぇぇぇぇ！　良かった、良かったぁぁぁぁ！　もう起きないかと思ってたぁ！」

			「お、大袈裟だなおい」

			「何よ、全然大袈裟じゃないわよバカ！　アンタ本当に危(き)篤(とく)だったんだからね!?」

			「そ、そうなのか？」

			「そうよ！」

			　俺としては全然実感がないわけだが。花畑も三途の川も見た覚えがないし。

			「お前の方こそ、大丈夫なのかよ。あんだけ刺されまくってたのに」

			「うん、平気。刺し傷も全然残ってないわよ、見る？」

			「いやいやいやいや」

			　何気なく制服のボタンを外そうとする。俺はぶんぶんと首を振って制した。サティアは泣き顔のまま悪戯(いたずら)っぽく笑い、

			「アンタが命懸けで守ってくれたからよ。本当にありがとう」

			　面と向かって礼を言われるのは、どうもこっ恥ずかしい。俺は思わず視線を逸らした。

			「お、おう……」

			「何よ、ちゃんとこっち見なさいよ。せっかくあたしがお礼言ってるのに」

			　サティアはぷくっと頬を膨(ふく)らませ、俺の顔を両手で包み込んだ。そのままかくっと向きを戻される。

			　鼻がぶつかるほどの距離で、目と目が合った。恥ずかしい。今すぐ逃げ出したい。しかしそれを防ぐかのように、サティアが俺に馬乗りになった。そして囁(ささや)くような声で言う。

			「ねぇ……。あの勝負の話、忘れてないわよね？」

			「え、あ、おう」

			　脈拍が急激に上がる。鼻(び)孔(こう)を擽(くすぐ)るサティアの香り。嫌でもあの時の――口付けをした時の光景が蘇(よみがえ)る。

			　彼女は赤い瞳(ひとみ)でじっと俺を見詰めたまま、桜色の唇を開いた。

			「あんなことしたんだから、当然あたしの勝ちよね？　動けないのをいいことに、無理矢理キスして唾(だ)液(えき)を飲み込ませたんだから」

			「いや、でもアレは……」

			「勝・ち・よ・ね!?」

			「……はい」

			　がっくりと項(うな)垂(だ)れる。あの時負けてもいいと決心したはずなのに。いざこうなると、やはり寂(せき)寥(りよう)感(かん)が込み上げてくる。

			　俺が敗北したということは即(すなわ)ち、〝孤独な螳螂(ロンリーマンテイス)〟は解散。サティアは俺が保有していた全財産を持って、どこへなり好きな所に行く。そういう約束だった。

			　彼女はにっこりと笑い、ベッドから飛び降りた。そして微(み)塵(じん)の悲哀も滲(にじ)ませず、明るい声で言い放つ。

			「じゃ、そういうことで！　あたしはあたしの行きたいところに行くわ。短い間だったけどお世話になったわね。またどこかで会いましょ！」

			「ちょ、待っ……！」

			　呼び止める間もなく、サティアは扉を開き病室の外へと去ってしまった。小気味良い足音が廊下から響く。俺の右腕は空しく宙を掴(つか)んだ。

			　――あの三日間で、少しは心の距離が縮まったと思ったのに。単なる俺の独りよがりだったということか。結局サティアの信頼を勝ち取ることはできなかった。

			　今まで感じたこともないような喪(そう)失(しつ)感(かん)が襲い掛かる。俺は両手で自分の顔を覆(おお)った。今後どうすればいいのか。何も考えられない。

			　さっきまで賑やかだった室内に、俺一人だけが取り残されている。ぼっちなんて慣れているはずなのに。この空間にいることが、堪(たま)らなく寂しく感じた。

			　とうとう涙が溢れそうになった、その時。廊下の端から、先と同じような足音が響いてきた。はっとして耳を澄ます。その主は、俺の部屋の前でピタッと立ち止まった。そしてコンコンと慇(いん)懃(ぎん)にノックをし、扉が開かれる。

			「っ……！」

			　――そこに立っていたのは、サティアだった。

			　今さら何をしに来たというんだ。まさか忘れ物か？　表情を窺(うかが)おうとするが、俯(うつむ)いているせいで分からない。

			　俺は言葉を失っていた。静(せい)寂(じやく)の中、サティアが俺の元へ歩み寄る。そして手に持っていた何かを、大事そうに俺に差し出した。

			　それは、一枚の紙だった。しかしただの紙ではない。『学園ギルド入団希望書』と記されている。そこには、以前俺が書き足した（仮）の文字はない。

			　名前の欄に目を移そうとしたところで――彼女はばっと顔を上げた。涙と鼻水でぐちゃぐちゃになった、その顔を。

			「あたし、サティア・エルフィリアって言います。ぼっちでコミュ障で泣き虫で、どうしようもない十五歳の女です。あたしには行く当てがありません。頼れる人もいません。こんなあたしですが、もしよかったら貴方(あなた)のギルドに入れて下さい！　貴方(あなた)のいる場所こそが、あたしが一番行きたい場所だから!!」

			　

			　――俺のギルドに、一人の仲間が加わった。

		

	
		
			　

			番外編　最後の希望

			　

			　――うざい。

			　あたしが学園の門を潜って最初に抱いた感情が、それだった。

			　延々と先まで続く一年生の行列。その両脇で気色悪い歓声を上げる、上級生たち。

			　まだ入学式も始まってないのに、すでに帰りたくなってくる。と言っても、帰るべき家なんてありはしないのだけど。

			　街から街へ放浪を続けるあたしにとって、アミックスハートは夢のような場所だった。自分だけの家を持てて、毎日依頼をこなせばお金に困る心配もない。生徒以外が敷地内に入る時は、門番による厳重なチェックが施される。

			　だから、よほどのことがない限り、犯罪者が紛れ込む危険性もない。

			　あたしは今まで賞金首相手に、何度もハニートラップを仕掛けてきた。

			　もちろん、生活費を得るために。幼い頃両親に捨てられたあたしには、それ以外に生き延びる術(すべ)がなかった。そのせいで多方面から恨みを買い、命を狙(ねら)われることも少なくなかった。

			　――こんなふざけた人生の原因となった、忌(いま)々(いま)しい十年前の記憶。

			　気味が悪い。お前は一体、誰なんだ。うちのサティアをどこへやった。

			　それが当時五歳のあたしに、両親が発した最後の言葉だった。

			　家の外に放り出され、泣き叫んだ。何度も何度もドアを叩いた。

			　しんしんと雪が降る、酷く寒い冬の日の出来事だった。

			　未だにあの時の記憶が、鮮(せん)明(めい)に蘇(よみがえ)る。胸がぎゅっと締め付けられる。

			　そのあたしに向かって、周囲の歓声が一斉に降り注いだ。

			「今期最高の超絶美少女キタ――――ッ！」

			「えー、ちょっと何あの子可愛すぎぃ。図に乗る前に潰しとこっか」

			「おいお前ら予定変更だ！　今年はあの子一本にするぞ、絶対に見逃すな！」

			「こふー、こふー！　こふこふー!!」

			　――うざい。きもい。やめて。あたしに構わないで。

			　唇をぎゅっと噛み締める。反射的に〝超常銃(マギア・ガン)〟をぶっ放しそうになる。だけどその衝動を、どうにか堪(こら)えた。

			　今ここで騒ぎを起こしたら、全てが台無しになっちゃう。

			　きっと二、三日の辛抱よ。極力ギルドハウスとやらに引き籠ってれば、すぐにあたしの存在なんて忘れるはず。

			　こつこつ貯めた全財産を擲(なげう)ったあたしにとって、アミックスハートは最後の砦(とりで)だった。

			　ここで居場所を失えば、もう行く当てはない。無一文で野山をさまようことになる。あたしだって年頃の女の子。そんな野生児みたいな生活だけは、絶対に避けたい。

			　

			　退屈な入学式を終えて、講堂から一度外へ出される。隣の男子がずっとあたしの匂いを嗅(か)いできて最悪だった。

			　汗まみれのまま来てやれば良かった。あたしはアイツのために毎日お風呂に入ってるわけじゃない。本当にムカつく。さっさとフェミナ先生にかけあって、ギルドハウスに入りたい。

			　だけど職員たちはまだ、後片付けを行っている最中だった。フェミナ先生もそこにいる。仕方なく入り口を出てすぐの所で、待機することにした。

			　――でも。眩しい日差しが差し込むと同時に、数え切れないほどの生徒が押し寄せてきた。誰の顔を見ても、野獣みたいに血走った目をしている。

			「君、サティアちゃんだよね!?　ギルド決まってるの？　良かったらうちに来ない!?」

			「いやいや、俺んち来いよ！　Ａランクだから生活も安定してるぜ？　イケメンもいっぱいいるしさ！」

			「こふー！　サティアたん、僕たちの姫になってお！」

			　荒い鼻息。伸ばされる手が、触れるか否かの距離まで肉薄する。

			　気持ち悪い。すぐに逃げようとしたけど、円形に囲まれてしまった。他に新入生はいくらでもいるのに、そっちには目もくれない。

			　たとえどんな口説きを受けても、あたしの心は微(み)塵(じん)も揺らがなかった。むしろその逆。煩(わずら)わしいことこの上ない。他人と同居するつもりなんてさらさらないのよ。まして男となんて、死んでもあり得ない。

			　できることなら、今すぐ全員殺してやりたい気分だった。せっかく掴(つか)みかけた平穏な生活。それを邪魔されるのだけは、絶対に許さない。

			　――と、その時。

			　前方が俄(にわ)かに騒がしくなった。雑音に混じって、金属同士がぶつかるような、甲(かん)高(だか)い音が響いてきた。驚いて目を向けるけど、男どもが邪魔で何も見えない。

			　すると慌てた様子の上級生が、人(ひと)垣(がき)を押し退け講堂に駆け込んで行った。そしてこっちにまで聞こえるほどの大声で、叫ぶ。

			「だ、誰か先生、来て下さい！　血濡れぼっちが暴れてます！」

			「なにぃ!?」

			　男性教師の野太い声。それと同時に前方から、女の子の悲鳴が上がった。

			「うぇぇぇぇぇぇ！　痛いにゃぁぁぁぁぁぁ！」

			　喧(けん)嘩(か)、かしら。何はともあれ好都合。連中の注意は今、完全にあたしから逸れてる。これを利用しない手はないわ。

			　どうにか逃げ道を探していると、一人の職員が飛び出してきた。そしてぐわっ、と目を見開き、

			「と、取り押さえろぉ！　死人が出る前に!!」

			　喧(やかま)しく叫ぶ。死人が出るって、いくらなんでも大袈裟でしょ。それともなに、そんなに物騒な奴がいるっていうの？　少しだけ気になって、ちらっと視線を向ける。人混みの隙間から、渦中の人物らしき男の姿が一瞬だけ見えた。

			　ガラの悪い目つき。いかにも不良っぽいダークグレーの髪。何やら大きな鎌を二本も装備している。

			　あたしは一瞬で悟った。アイツには絶対に関わるべきじゃない、と。そこらの賞金首と大して変わらない。ヤバそうなニオイがぷんぷんする。

			「あのバカ、一体何をやらかしたんだ……？」

			　ふと背後から、さっき入学式で聞いたのと同じ声が発せられた。振り返ると、目の前にフェミナ学園長がいた。腕を組み、呆れた表情で佇(たたず)んでる。

			　――僥(ぎよう)倖(こう)だった。

			　弾かれるように、あたしは小さな先生へと詰め寄る。

			「あ、あの！　ちょっとご相談したいことがあるのですが！」

			「あぁん？」

			　金色の瞳(ひとみ)が、こちらへ向けられた。見た目はまるでお人形さんみたいに可愛いのに、漂(ただよ)う威(い)圧(あつ)感は半端じゃない。あたしは自然と背筋を伸ばしながら、言った。

			「ギ、ギルドのことで、ちょっと……」

			　緊張で言葉尻が掠(かす)れてしまう。正直ちゃんと人と話すのは、あまり得意じゃない。そんなあたしの顔を、フェミナ先生は訝(いぶか)しげにじっと見詰めた。

			「ん……？　お前、まさか……。いや、違うな。どうなってんだ……？」

			「え、あの。え……？」

			　ドキッと心臓が脈を打つ。まさか、バレたの？　そんな、いくら何でも有り得ない。初対面であたしの〝神(じん)通(つう)力(りき)〟に気付くはずは……。

			　フェミナ先生は数秒間、ずっとあたしを見続けた。そして徐(おもむろ)に口を開く。

			「お前、名前は？」

			「サ、サティアです！」

			「そうか。ここじゃ何だから、付いて来い」

			　返事をする間もなく、ぐいっと腕を引っ張られる。あたしはよろめきながら、懸命に彼女に付いて行った。途中、何度か生徒たちに絡まれたけど、

			「散れ。学園長命令だ」

			　先生がそう言うと、皆怯(おび)えた様子で逃げて行った。

			　やがて十分ほど歩き続け、商店街のひと気のない路地に辿り着く。そこの壁に背を預け、先生はくいっと顎(あご)を上向けた。

			「で、ギルドが何だって？」

			「あ、その……」

			　いざとなると、はっきり言い出せない。自分の行為が学園の理念に反していると、重々承知しているから。

			　でも、あたしはこのためだけにアミックスハートへ入学した。ぼっちギルドを創り、ひっそりと静かに暮らす。卒業後のことは何も考えてない。

			　ただ一時だけでも、決まった場所で安心して眠りたかった。

			　あたしは両手を握り締めながら、勇気を振り絞って声を出した。

			「ぼ、ぼっちギルドを創らせて欲しいんです！　できますよね？　すでに一つあるんですから！」

			　入念な下調べの果てに得た情報。あたしが入学を決心する、決め手にもなった事柄。

			　ぼっちでもギルドが創れる。自分の家を持てる。安全な場所で、一人暮らしができる。

			　それを聞いた先生は一瞬ぽかんと口を開け、困ったように息を吐いた。

			「……まったく、どいつもこいつも」

			「……え？」

			　嫌な予感が胸の中に湧き上がる。表情から察するに、あまりいい返事は聞けそうもない。案の定。

			「悪いが、そいつはできない相談だ」

			「な、何でですか!?」

			　あたしは周辺一帯に響くほどの声で、叫んだ。

			　ここの入学金を稼ぐために、今まで散々無茶をしてきた。盗賊団のアジトに踏み込んだり、凶悪な殺し屋と対(たい)峙(じ)したり。にもかかわらずできないと言われ、簡単に引き下がれるわけがない。

			　あたしは必死に言葉を連ねる。

			「だ、だって一つありますよね？　ぼっちギルド！　だったらあたしが創ってもいいじゃないですか！」

			「アレは特別に許可しただけだ。周囲の猛烈な反対を押し切ってな。今でも関係各所から苦情が相次いで送られてきてる。そんな状況で、また新たにぼっちギルドの創立を認めるわけにはいかねぇ」

			「そん、な……」

			　頭の中が真っ白になった。全ての努力が水の泡となった。全身の力が抜け落ちた。

			　――何で、何でこうなるのよ。

			　ぽっかりと空いた胸の内に、激しい怒りが込み上げてくる。

			　それは、八つ当たりにも似た感情。

			　自分より先にぼっちギルドを創ったそいつが、堪(たま)らなく憎らしかった。そいつさえいなければ、こんなことにはならなかったのに。

			　あたしはぎりっと歯を噛み締めた。

			　この身に宿った悪夢のような〝神(じん)通(つう)力(りき)〟。誰も好き好んで、ぼっち生活を送ろうとしてるんじゃない。そうせざるを得ないから、仕方なくやっているだけなのに。

			　また別の場所を求め、彷徨(さまよ)わなければならないのか。もうお金は残ってない。再び貯め直す気力もない。不必要に出歩けば、いつ誰に襲われるか分かったものじゃない。

			　あたしは懸命に思考を巡らせた。今どうするのが最善なのかを考える。そして導き出されたのは、酷くシンプルな答えだった。

			　――そうだ、殺せばいいんだ。

			　今までだってずっとそうやって生きてきた。理性を失い自分に危害を加えようとする輩は、皆、殺してきた。今回だってそうすればいい。そいつを殺して、ギルドを乗っ取ればいい。

			　そうすれば、ここで一人暮らしができる。

			　そんな考えが浮かんでしまうほど、あたしは疲れていた。もう何日もろくな物を食べていない。睡眠だって殆どとっていない。限界なんてとっくの昔に超えている。この程度で諦めて堪(たま)るか。

			　あたしは意を決し、先生の顔を見据えた。

			「……じゃあ、代わりにそのギルドの住所を教えて下さい」

			　

			　先生とは、噴水広場で別れた。少しでも体力を補うため、近くにあった給水器で水をがぶ飲みする。先生には物凄く変な目で見られたけど、そんなこと気にしてる場合じゃない。

			　もう、形(なり)振(ふ)り構っちゃいられないのよ。

			　殺すべき相手の名前は、ブリュードというらしい。奇しくもさっき講堂前で騒ぎを起こした奴だと、先生に教えてもらった。

			　なるほど確かに、傍から見ても浮いた存在なのは明白だった。あんな凶暴そうな見た目じゃ、誰も寄り付くわけがない。まずはもっとアイツの情報を集めなきゃ。

			　お腹がたぷたぷするほど水を飲み、顔を上げると、一人の女の子と目が合った。ピンクの髪に大きなリボンがよく似合っている、スタイル抜群の美少女だった。その子は満面の笑みを浮かべ、猛烈な勢いでこちらに走ってくる。

			「あれれ～！　みぃーつっけた！　貴方(あなた)がサティアちゃんだよね？　やっぱり近くで見てもメリスにそっくり！」

			「え、あの、ちょっと……！」

			　むんずと両手を掴(つか)まれ、ぶんぶんと上下に振られる。一体何なんだろう、この人は。たじろぐあたしに追い打ちをかけるように、大勢の美少女たちが集まってきた。

			「あぁん、メリスさん！　置いてかないで下さいよぉ～！」

			「もう、はぐれたらどうするつもりなんですかぁ!?」

			　耳がキンキンするような声で咎(とが)められ、メリスという女はぺろっと舌を出した。

			「えへへぇ、みんなごめんねぇ？　だってメリス、興奮しちゃったんだもん！」

			　――うざい。

			　どんだけぶりっ子なのよ、こいつ。心の内で密かに毒づく。あたしはこういう女が一番嫌い。腕を振り解いてさっさと立ち去ろうとする。

			　だけど、逆に凄い力でぐいっと引き寄せられた。

			「ねぇサティアちゃん！　メリスたちと一緒に、アイドルやろうよ！　サティアちゃんなら絶対トップスターになれるから！　ね、ね!?」

			「はぁ？」

			　思わず素(す)っ頓(とん)狂(きよう)な声を発してしまう。それくらい有り得ない提案だった。人目につきたくないと思っているのに、何で真逆のことをしなきゃいけないわけ？　絶対に有り得ない。

			「興味ないです。離して下さい」

			　要らぬ面倒を起こさぬよう、口調だけは丁寧に断る。

			　だけど、なぜかメリスは嬉しそうに表情を明るくし、

			「あれれ～！　いいねいいね、サティアちゃんはクーデレ担当かな!?　何でもいいよ、何しても可愛いもん！」

			「……はぁ」

			　強いて言うなら、あたしはツンデレよ。そんなふうに返す気にもなれない。

			　この女の能天気さが、羨(うらや)ましくも感じた。

			　男に尻尾(しつぽ)を振って金を貢がせる。だけど、お触りは厳禁よ♥

			　……そんな道理がまかり通るのなら、あたしだって最初からそうしてる。こいつと話しているだけで、苛(いら)立(だ)ちがどんどん募(つの)る。

			「もう、入る所決めてるので。離して下さい」

			　今度は殺気を込めて睨(にら)み付ける。するとメリスはそれを敏感に感じ取ったのか、びくっと体を震わせた。

			「あ、あれれ～？　そうなんだ、残念だなぁ。でもでも、気が変わったらいつでも言ってね？今日の十八時からここでライブやるの！　一度試しに見に来てくれるとうれしいな！」

			「そうですか」

			　心底どうでもいい。素っ気なく答えて、すたすたと歩き出す。

			　いつの間にか周囲には男どもが集まっていた。何やら小声でひそひそと話している。

			「ま、マジかよ。〝アミアミ〟の勧(かん)誘(ゆう)、蹴(け)ったぞ……！」

			「メリスちゃんにあんな態度取る子、初めて見たぜ……！」

			　――うざい。

			　あたしは今日何度、同じ感情を抱けばいいんだろう。

			　

			　夕暮れ時。ブリュードに関する情報を集めて回った後は、ひと気のない路地裏にじっと身を潜(ひそ)めていた。誰に訊いても、皆一様に「戦闘狂」「螳螂(かまきり)」「血濡れぼっち」と、同じ台詞(せりふ)しか吐かなかった。

			　一体どんな学園生活を送れば、ここまで悪い評判を植えつけられるのよ。きっと頭がおかしいに違いないわ。

			　加えてアイツは、〝神(じん)通(つう)力(りき)〟の保有者でもあるらしい。だけど、どんな能力なのかまでは、聞き出せなかった。それが一番肝心なのに。

			　――まぁ、いいわ。

			　たとえどんな力を持っていたとしても、関係ない。あたしの前に立って、自我を保てる男なんていやしないんだから。

			　聞くところによると、アイツはさっきのメリスの追っかけをやっているらしい。ライブがあればほぼ毎回顔を出すとか。おそらく今日のライブにも参加するだろうと、皆が口を揃えて言っていた。

			　あーやだやだ。気持ち悪い。営業スマイル見て幸せになれるとか、男って本当に馬鹿な生き物だわ。

			　でもお陰で居場所は割れている。もう少し暗くなったら、家の近くで待機しよう。帰ってきたところを襲えばいい。どうせアイツは皆から嫌われている。殺したって何の問題もない。自分にそう、強く言い聞かせる。でなきゃ決心が鈍りそうになる。

			　――お願いだから、あたしに平穏な暮らしをちょうだい。

			　宿に泊まれば、店主に合鍵を使って部屋に侵入された。働き口を探せば、とりあえず一度抱かせろと迫られた。どこの街に行っても、それは同じだった。

			　アミックスハートはあたしにとって、最後の希望。ここを逃せばもう後はない。

			　どんなに辛い人生でも、あたしは自殺という選択肢だけは取らなかった。生きてさえいれば、いつか報われるかもしれない。

			　だって、ママが言ってたもん。

			　――幸せと不幸せは、交互にやって来るって。

			　あたしはあの言葉を信じてる。いつかきっと、あたしにも幸せがやってくるって。でなきゃ何のために生まれたのか分からない。あたしはこんな想いをするために、この世に生まれて来たんじゃない……！

			　一粒の涙を零(こぼ)しながら、〝超常銃(マギア・ガン)〟をぎゅっと握り締める。

			　そしてあたしは、アイツのギルドハウスへと、音もなく駆けて行った。
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			　この作品のヒロインであるサティアは、私が初めて創作したキャラクターでした。名前も見た目も性格も、全てが当時のままです。彼女が実際の書籍で躍動している姿を見ると、何とも言えない感情が込み上げてきます。
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